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して，アジアへの進出をはじめた。日本も台湾を植民地とし，中国大陸進出の機会を狙った。

いっぽう，アフリカでも列強の分割競争が激化し，イギリスとフランスはファッショダ事件を

きっかけに戦争の危機を深め，イギリスは南アフリカを征服するためボーア戦争を展開した。

16/2/3  13:00

1900年前後の世界

3

3

World Map of
History

▼軍都広島（日清戦争時）

▼台湾の征服

帝国主義の世界分割競争　東アジアとアフリカ 61

1894～95年
日清戦争

1904～05年
日露戦争

義和団の蜂起
1900～01年

アメリカ，フィリピン
を併合

1902年

甲午農民戦争
1894年

イギリスとフランス，衝突
1898年

日本，台湾で征服戦争
1895年

フィリピン独立革命
1896年

1899～1902年
南部アフリカの植民地化をめぐる
イギリスとオランダ系定住者の戦争

太平洋

インド洋

地中海

インド

イラン

ロシア帝国

オーストラリア

清

アメリカ，ハワイを併合
1898年

アメリカ・スペイン戦争
1898年
大西洋

カナダ

アメリカ合衆国

凡　　例

イギリス領
フランス領
ドイツ領

スペイン領
ポルトガル領
オランダ領
アメリカ領

日本領
ベルギー領

イタリア領

東練兵場

広島駅

宇品駅

大本営
（広島城）

臨時帝国議会
議事堂

第五師団
司令部

臨時病院

郵便電信局

西練兵場

天

満

川

京

橋

川

本

川

軍

用

鉄

道

宇品軍港

元
安
川

大
連
方
面
よ
り

（
佐
世

保
経

由）

大
連
方
面
よ
り

日本軍の進路

淡水 基隆

台北

宇

宇品・大連方面より
（沖縄中城湾で合流）

品
よ

り

西表島

石垣島新竹

台中

嘉義

台南
台東

馬公
布袋口

高雄

澎湖諸島
花蓮

雪（次高）山

玉（新高）山
　19世紀末から20世紀はじめにかけての時期，アジアやアフリカの分割をめぐって列強

の競争が激しくなった。日清戦争後，列強の目は中国に集まり，分割競争が本格化した。

孤立主義をとってきたアメリカもハワイを併合し，スペインとの戦争を経てフィリピンを制圧

して，アジアへの進出をはじめた。日本も台湾を植民地とし，中国大陸進出の機会を狙った。

いっぽう，アフリカでも列強の分割競争が激化し，イギリスとフランスはファッショダ事件を

きっかけに戦争の危機を深め，イギリスは南アフリカを征服するためボーア戦争を展開した。

16/2/3  13:00

1900年前後の世界1900

3

3

World Map of
History

▼軍都広島（日清戦争時）

▼台湾の征服

60 1900年前後の世界

一目でわかる③
重要事項の年代と
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見やすい色分けを
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ポイントとなる地名な
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に取り上げました。
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　　　　　　　　　　1883年8月，帰国した伊藤博文は，憲法制定の

準備にとりかかり，まず，憲法を支える国内体制

を固めた。1885年からは，国有財産を皇室財産へつぎつぎに編入し，

皇室の経済的な基盤を固めて，政党の攻撃から皇室を守ろうとした。

　1886年，伊藤らは憲法を起
き

草
そう

しはじめ，極
ごく

秘
ひ

に枢密院で検討をすす

めた。そして，天皇が国民に授
さず

ける欽
きん

定
てい

憲法として，1889年2月11日，

紀
き

元
げん

節
せつ

の日を選んで天皇主権の大日本帝国憲法を発布した
❶
。これによっ

て，天皇は，立法・行政・司法をはじめ，すべての権力を

掌
つかさど

り，宣
せん

戦
せん

・講和・条約締
てい

結
けつ

などの外交，陸海軍に対する

指
し

揮
き

・命令（統
とう

帥
すい

権
けん

），緊急勅
ちょく

令
れい

の発
はっ

布
ぷ

を独自におこなうなど，

大きな権限（天皇大
たい

権
けん

）をもつと定められた。また，天皇の地

位は神
しん

聖
せい

であり，反対や批判は許さないとされた。他方，国

民は天皇の臣
しん

下
か

（臣
しん

民
みん

）であると位置づけられ，兵
へい

役
えき

・納
のう

税
ぜい

の

義務を負
お

った。他方，権利は法律などによって制限された
❷
。

　帝国議会は貴
き

族
ぞく

院
いん

と衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

の二院制
❸
となり，国民は衆議院

の議員を選ぶことができるようになった。しかし，衆議院議員

選挙法で選挙権を直接国税15円以上を納める25歳以上の男

性に限ったため，有権者は人口の1.1％にすぎなかった。

　　　　　　　　　　1883年8月，帰国した伊藤博文は，憲法制定の
帝国憲法の発布

節

章2第 7
憲法をなぜドイツに学んだのか

大日本帝国憲法の制定

　　　　　　　

1882（明治15）年3月，伊
い
藤
とう
博
ひろ
文
ぶみ
は，自由民権派の政党

が活発な活動をすすめている日本を後に，ヨーロッパに向かった。どの

ような憲法をつくったらよいかを研究するためである。君主の権限の強

いドイツとオーストリアで調査をすすめた伊藤は，8月，オーストリア

のウィーンから，岩
いわ
倉
くら
具
とも
視
み
にあててこう書いた。

　「ドイツで有名なグナイスト・シュタインの両先生について勉強した

結果，国家の組織の大
だい
体
たい
を了解することができました。日本ではイギリ

ス・アメリカ・フランスの『自由過激論者』の著述ばかりを大切にしてい

ますが，これを巻き返す『道理』と『手段』を手に入れました。」

　伊藤が手に入れた「道理」と「手段」とはなんだったのだろうか。

歴史の
まど

伊藤博文，憲法プランを入手

1816～95 1815～90

▲渡欧時の伊藤博文　帰国
後，1885年に内閣制度を創
設し初代総理大臣となった。

▼憲法発布式典の絵

1884年
1885年
1888年
1888年
1890年

華族令
内閣制度創設
枢密院設置
市制・町村制
府県制・郡制

▲憲法を支えるための政治
制度

問いかけるタイトル
疑問文のサブタイトルで
生徒の興味・関心を喚起。

小年表で整理
歴史の流れをつかむ
ことができる小年表。

歴史のまど
すべての節（52節）
で具体的なエピソー
ドを紹介する「歴史
のまど」を冒頭に配
置し，写真や図版を
併用しました。学習
の導入として利用で
きます。

6
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指
し

揮
き

・命令（統
とう

帥
すい

権
けん

），緊急勅
ちょく

令
れい

の発
はっ

布
ぷ

を独自におこなうなど，

大きな権限（天皇大
たい

権
けん

）をもつと定められた。また，天皇の地

位は神
しん

聖
せい

であり，反対や批判は許さないとされた。他方，国

民は天皇の臣
しん

下
か

（臣
しん

民
みん

）であると位置づけられ，兵
へい

役
えき

・納
のう

税
ぜい

の

義務を負
お

った。他方，権利は法律などによって制限された
❷
。

　帝国議会は貴
き

族
ぞく

院
いん

と衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

の二院制
❸
となり，国民は衆議院

の議員を選ぶことができるようになった。しかし，衆議院議員

選挙法で選挙権を直接国税15円以上を納める25歳以上の男

性に限ったため，有権者は人口の1.1％にすぎなかった。

　　　　　　　　　　1883年8月，帰国した伊藤博文は，憲法制定の
帝国憲法の発布

節

章2第 7
憲法をなぜドイツに学んだのか

大日本帝国憲法の制定

　　　　　　　

1882（明治15）年3月，伊
い
藤
とう
博
ひろ
文
ぶみ
は，自由民権派の政党

が活発な活動をすすめている日本を後に，ヨーロッパに向かった。どの

ような憲法をつくったらよいかを研究するためである。君主の権限の強

いドイツとオーストリアで調査をすすめた伊藤は，8月，オーストリア

のウィーンから，岩
いわ
倉
くら
具
とも
視
み
にあててこう書いた。

　「ドイツで有名なグナイスト・シュタインの両先生について勉強した

結果，国家の組織の大
だい
体
たい
を了解することができました。日本ではイギリ

ス・アメリカ・フランスの『自由過激論者』の著述ばかりを大切にしてい

ますが，これを巻き返す『道理』と『手段』を手に入れました。」

　伊藤が手に入れた「道理」と「手段」とはなんだったのだろうか。

歴史の
まど

伊藤博文，憲法プランを入手

1816～95 1815～90

▲渡欧時の伊藤博文　帰国
後，1885年に内閣制度を創
設し初代総理大臣となった。

▼憲法発布式典の絵

1884年
1885年
1888年
1888年
1890年

華族令
内閣制度創設
枢密院設置
市制・町村制
府県制・郡制

▲憲法を支えるための政治
制度
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　　　　　　　　　　政府は，条約改正を実現するため，憲法とあわせ

て各種の法
ほう

典
てん

の編集を急いだ。まず1880年，フ

ランスの影響を受けた刑
けい

法
ほう

を定めた。1890年には，個人に中心をおく

フランス民
みん

法
ぽう

を模
も

範
はん

として民法を公
こう

布
ふ

した。しかし，日本の「忠
ちゅう

孝
こう

の道」

を滅ぼすものだとの批判がおこり（民法典論争），施行は無期延期となっ

た。結局1898年，ドイツ民法を模範とする新民法を公布し，男性戸
こ

主
しゅ

中心の家族制度を法的に確立した。いっぽう，1890年には天皇の言葉

として教育勅
ちょく

語
ご

を発布し，忠君愛国を教育の基本とするように命令した。

勅語は全国の学校に配付され，祝祭日での読みあげが義務づけられた。

　　　　　　　　　　1890年7月，第１回総選挙がおこなわれ，11月

に第１議会がひらかれた。自由民権運動の流れを

ひく立
りっ

憲
けん

自
じ

由
ゆう

党
とう

や立憲改
かい

進
しん

党
とう

などの民
みん

党
とう

が，議席の多数を占めた
❹
。民党

は「民
みん

力
りょく

休
きゅう

養
よう

・政
せい

費
ひ

節
せつ

減
げん

」を唱
とな

えて地
ち

租
そ

軽減と予算削減を主張し，軍備拡

張をいそぐ政府や吏
り

党
とう

（政府支持党）と対立した。

　山
やま

県
がた

有
あり

朋
とも

内閣は，1891年，民党の一部を切りくずして予算を成立さ

せた｡ 続く松
まつ

方
かた

正
まさ

義
よし

内閣は，衆議院を解散し，1892年の第２回総選挙

で警察を使って選挙に干
かん

渉
しょう

したが，民党の優位はくずせなかった｡ついで

第２次伊藤博文内閣は，政府と

議会の｢和
わ

協
きょう

｣を説いた詔
しょう

勅
ちょく

で

民党の反対をおさえ，海軍拡張

の予算を成立させた。その後，

政府と民党との対立の中心は，

条約改正問題などの対外政策に

移った。

　　　　　　　　　　政府は，条約改正
諸法典と教育勅語  →p.62

 →p.74

　　　　　　　　　　1890年7月，第１回総選挙がおこなわれ，11月
初期議会

1838～1922

◀衆議院の勢力分布

▲山県有朋

❶憲法と同時に，皇
こう
室
しつ
典
てん
範
ぱん

を制定し，皇位の継承は男
系男子に限るとした。
❷政府は，言論活動，政治
活動，社会運動を制限する
法律として，集会条例にか
わって集会及政社法を定め，
女性の政治集会参加と政党
加入を禁止した（これは治
安警察法に継承された
→P.77，P.99）。
❸衆議院に予算先議権があ
るほかは両院対等。予算不
成立の場合は前年度の予算
がそのまま施行されるなど
政府の権限が強かった。貴
族院の議員は，皇族，華族，
功績者として勅選された者，
多額納税者から互選された
者，という特権層から構成
された。
❹憲法発布の翌日，首相黒

くろ

田
た
清
きよ
隆
たか
は，特定の政党と支

持関係をもたない「超
ちょう
然
ぜん
主

義」で議会に臨む方針を表
明した。その後の内閣も民
党と対立し続けたが，民党
をおさえる力はなかった。
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重要な資料を多数掲載
本文記述の理解を容易
にします。

豊富な図表
視覚的な理解を可能に
するグラフを多用。

詳しい側注
本文記述を補足する
側注を充実。
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特集ページのご紹介

文化に関するページを見開き２ページで大きく取り上げました（全９ ヶ所）
80

❶海の幸（青木繁　1904年）
第９回白馬会展に出品された作品で，太平洋に面す
る千葉県南部の布良で制作された。（石橋美術館蔵）

❷収穫（浅井忠　1890年）
浅井は，工部美術学校でイタリア人画家ファンタネージに
油彩画を学んだ。平凡な田園風景のなかに温かい詩情を表
現している。（東京芸術大学美術館蔵）

❸夜汽車（赤松麟作　1901年）
赤松は東京美術学校で黒田清輝に学んだ。
長距離列車が走りはじめたころの乗客のよ
うすを描いている。（東京芸術大学美術館蔵）

❹車夫の家族
（満谷国四郎　1908年）
車夫とは人力車を使って
人や物を運ぶ職業の人た
ちで，彼らの貧しい家族
のようすを描いている。

（東京芸術大学美術館蔵）

描かれた明治期の暮らし

　急速な近代化は，人々の
生活を大きくかえた。汽車
でさまざまな人が移動する
ようすや都市の貧しい労働
者一家の生活も描かれた。

しゅうかく あさ い ちゅう

あたた

あお き しげるうみ さち

しゃ ふ

よ   ぎ しゃ あかまつりんさく

みつたにくに   し  ろう

か ぞく

め   ら

❶無我（横山大観　1897年）
新しい日本画の創造をめざす日本絵画協会第２回共進会に出品し
て銅牌を得た作品。なにげない題材に素朴にとりくんでいるとこ
ろに，当時としての新しさと意義があった。（東京国立博物館蔵）

❸読書（黒田清輝　1891年）
ブラインドから射し込む柔らかな光
が巧みに描かれている。印象派を学
んだ黒田がフランス滞在中に描いた
作品。（東京国立博物館蔵）

❷女（荻原守衛　1910年）
ロダン彫刻の影響を受けた大胆なポー
ズは，女性のみずみずしい生命力を表
現している。（東京国立近代美術館蔵）

❺旧岩崎邸（コンドル設計　1896年建設）
コンドルはイギリス人の建築家。三菱財閥の岩崎家の邸宅として建てら
れた西洋木造建築である。

❹天平の面影（藤島武二　1902年）　明治期
のロマン主義を代表する作品で，白馬会第７
回展で高く評価された。（石橋美術館蔵）

明治期の美術

　文明開化がすすみ，西洋の近代美術に学んだ作品が多
くつくられた。同時に，日本の伝統美が再評価され，日
本画も新しい技法を取り入れた作品が生み出された。

む　が よこやまたいかん

おぎわらもり  え

どくしょ くろ だ きよてる

てんぴょう おもかげ ふじしまたけ じ

どうはい

やわ

たく

さ

そ  ぼく

おんな

80 明治期の美術

大きな流れがわかる
その時代の文化の特徴
を簡潔にまとめました。

8



特集ページのご紹介

文化に関するページを見開き２ページで大きく取り上げました（全９ ヶ所）
81

❶海の幸（青木繁　1904年）
第９回白馬会展に出品された作品で，太平洋に面す
る千葉県南部の布良で制作された。（石橋美術館蔵）

❷収穫（浅井忠　1890年）
浅井は，工部美術学校でイタリア人画家ファンタネージに
油彩画を学んだ。平凡な田園風景のなかに温かい詩情を表
現している。（東京芸術大学美術館蔵）

❸夜汽車（赤松麟作　1901年）
赤松は東京美術学校で黒田清輝に学んだ。
長距離列車が走りはじめたころの乗客のよ
うすを描いている。（東京芸術大学美術館蔵）

❹車夫の家族
（満谷国四郎　1908年）
車夫とは人力車を使って
人や物を運ぶ職業の人た
ちで，彼らの貧しい家族
のようすを描いている。

（東京芸術大学美術館蔵）

描かれた明治期の暮らし

　急速な近代化は，人々の
生活を大きくかえた。汽車
でさまざまな人が移動する
ようすや都市の貧しい労働
者一家の生活も描かれた。

しゅうかく あさ い ちゅう

あたた

あお き しげるうみ さち

しゃ ふ

よ   ぎ しゃ あかまつりんさく

みつたにくに   し  ろう

か ぞく

め   ら

❶無我（横山大観　1897年）
新しい日本画の創造をめざす日本絵画協会第２回共進会に出品し
て銅牌を得た作品。なにげない題材に素朴にとりくんでいるとこ
ろに，当時としての新しさと意義があった。（東京国立博物館蔵）

❸読書（黒田清輝　1891年）
ブラインドから射し込む柔らかな光
が巧みに描かれている。印象派を学
んだ黒田がフランス滞在中に描いた
作品。（東京国立博物館蔵）

❷女（荻原守衛　1910年）
ロダン彫刻の影響を受けた大胆なポー
ズは，女性のみずみずしい生命力を表
現している。（東京国立近代美術館蔵）

❺旧岩崎邸（コンドル設計　1896年建設）
コンドルはイギリス人の建築家。三菱財閥の岩崎家の邸宅として建てら
れた西洋木造建築である。

❹天平の面影（藤島武二　1902年）　明治期
のロマン主義を代表する作品で，白馬会第７
回展で高く評価された。（石橋美術館蔵）

明治期の美術

　文明開化がすすみ，西洋の近代美術に学んだ作品が多
くつくられた。同時に，日本の伝統美が再評価され，日
本画も新しい技法を取り入れた作品が生み出された。

む　が よこやまたいかん

おぎわらもり  え

どくしょ くろ だ きよてる

てんぴょう おもかげ ふじしまたけ じ

どうはい

やわ

たく

さ

そ  ぼく

おんな

80 明治期の美術

❶海の幸（青木繁　1904年）
第９回白馬会展に出品された作品で，太平洋に面す
る千葉県南部の布良で制作された。（石橋美術館蔵）

❷収穫（浅井忠　1890年）
浅井は，工部美術学校でイタリア人画家ファンタネージに
油彩画を学んだ。平凡な田園風景のなかに温かい詩情を表
現している。（東京芸術大学美術館蔵）

❸夜汽車（赤松麟作　1901年）
赤松は東京美術学校で黒田清輝に学んだ。
長距離列車が走りはじめたころの乗客のよ
うすを描いている。（東京芸術大学美術館蔵）

❹車夫の家族
（満谷国四郎　1908年）
車夫とは人力車を使って
人や物を運ぶ職業の人た
ちで，彼らの貧しい家族
のようすを描いている。

（東京芸術大学美術館蔵）

描かれた明治期の暮らし

　急速な近代化は，人々の
生活を大きくかえた。汽車
でさまざまな人が移動する
ようすや都市の貧しい労働
者一家の生活も描かれた。

しゅうかく あさ い ちゅう

あたた

あお き しげるうみ さち

しゃ ふ

よ   ぎ しゃ あかまつりんさく

みつたにくに   し  ろう

か ぞく

め   ら

❶無我（横山大観　1897年）
新しい日本画の創造をめざす日本絵画協会第２回共進会に出品し
て銅牌を得た作品。なにげない題材に素朴にとりくんでいるとこ
ろに，当時としての新しさと意義があった。（東京国立博物館蔵）

❸読書（黒田清輝　1891年）
ブラインドから射し込む柔らかな光
が巧みに描かれている。印象派を学
んだ黒田がフランス滞在中に描いた
作品。（東京国立博物館蔵）

❷女（荻原守衛　1910年）
ロダン彫刻の影響を受けた大胆なポー
ズは，女性のみずみずしい生命力を表
現している。（東京国立近代美術館蔵）

❺旧岩崎邸（コンドル設計　1896年建設）
コンドルはイギリス人の建築家。三菱財閥の岩崎家の邸宅として建てら
れた西洋木造建築である。

❹天平の面影（藤島武二　1902年）　明治期
のロマン主義を代表する作品で，白馬会第７
回展で高く評価された。（石橋美術館蔵）

明治期の美術

　文明開化がすすみ，西洋の近代美術に学んだ作品が多
くつくられた。同時に，日本の伝統美が再評価され，日
本画も新しい技法を取り入れた作品が生み出された。

む　が よこやまたいかん

おぎわらもり  え

どくしょ くろ だ きよてる

てんぴょう おもかげ ふじしまたけ じ

どうはい

やわ

たく

さ

そ  ぼく

おんな

描かれた明治期の暮らし 81

生徒に見せたい作品を多数掲載
大きく掲載して作品の迫力を伝え
ています。
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日本国憲法はどのように
つくられたのでしょうか

　資料Aは、1946 年2月8日、GHQに提出された幣原内閣の憲法改正案です。提出にあた

って政府は、「神
しん

聖
せい

」という語は、「天皇またはその権力の神
しん

性
せい

を示すような語
ご

弊
へい

がある」ので、

「至
し

尊
そん

」にかえたと説明しています。「至尊」とはもっとも尊
とうと

いという意味です。また、「兵
へい

役
えき

」

という語はなくなりますが、「軍」は存続するので、「公
こう

益
えき

ノ為
ため

必要ナル役
えき

務
む

」として、「臣
しん

民
みん

」

（この案には、「国民」という語がありません）に兵役を義務づけることができます。

幣原内閣の憲法改正案はどのようなものだったのでしょうか1

日本政府は、1945 年 8月14日、ポツダム

宣
せん

言
げん

を受
じゅ

諾
だく

して無条件降
こう

伏
ふく

しました。日本を

占
せんりょう

領したGHQは、幣
しで

原
はら

喜
き

重
じゅう

郎
ろう

首相に対し

憲法改正に取り組むようにうながしました。そこで幣原内閣

は憲法改正案の作成をすすめました。ところが、1946 年2

月初め、GHQは急に方
ほう

針
しん

を変
へん

更
こう

しました。GHQが草
そう

案
あん

をつくり、これを日本政府に手わたして受け入れをもとめた

のです。日本政府はGHQ草案を基
き

礎
そ

にして政府案を作成

し、これを発表しました。その後、枢
すう

密
みつ

院
いん

や帝国議会の審
しん

議
ぎ

を経
へ

て修
しゅうせい

正を加えたのち、明治天皇の誕生日の11月3日、

日本国憲法として公
こう

布
ふ

したのです。

1945.8.14 ポツダム宣言を受諾

10.11 GHQ、日本政府に憲法改正をうながす

10.25 憲法問題調査委員会を設置（→試案作成）
11.11 共産党、新憲法の骨子を発表

12.27 憲法研究会、憲法案を発表

1946.1.21
自由党、憲法案を発表、2.14 進
歩党憲法案、2.23 社会党憲法案

2. 1 GHQ、『毎日新聞』で日本案知る
2. 8 改正要綱をGHQに提出
2.13 GHQ草案を日本政府にわたす
3. 6 改正草案要綱を発表
4.17 草案の全文を発表
4.22 枢密院で審議（～6.8）
6.25 帝国議会で審議（～10.7）
10.29 枢密院で可決
11. 3 日本国憲法公布

1947.5. 3 日本国憲法施行
※政府を黒、政党・民間を緑、GHQを赤で表記
▲日本国憲法施行までの流れ

GHQは憲法研究会案のどこを評価したのでしょうか2

資料│A 第１条　大日本帝国ハ万
ばん

世
せい

一
いっ

系
けい

ノ天皇之
これ

ヲ統
とう

治
ち

ス

第３条　天皇ハ神聖（→至尊）ニシテ侵
おか

スヘカラス

第４条　天皇ハ国ノ元
げん

首
しゅ

ニシテ統治権ヲ総
そう

攬
らん

シ此ノ憲法ノ条規ニ依
よ
リ之ヲ行フ

第11条　天皇ハ陸海軍（→軍）ヲ統
とう

帥
すい

ス

第20条　日本臣民ハ法律ノ定ムル所ニ従
したが

ヒ兵役ノ（→公益ノ為必要ナル役務ニ服スル）義務ヲ有
ゆう

ス

　GHQが幣原内閣案の概
がい

要
よう

を知ったのは、1946 年2月1日の新聞のスクープによってです。

この案がポツダム宣言にそぐわないと考えたGHQは、草案づくりに着手し、2月13日、GHQ

憲法草案（資料 B）を日本政府に手わたしました。他方、1945 年11月から翌年2月にかけて、

ポツダム宣言を受諾1945.8.14
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　資料Dは、政府が1946 年 4月に憲法改正草案を発表した直後、

毎日新聞社が実施した世論調査（全国2000人を対象）の結果です。

資料│D

政党や民間でもさまざまな憲法案が検討・発表されました。こうした案のなかで、1945 年12月

末に発表された憲法研究会案（資料 C）は、国民と天皇の関係について独自の構
こう

想
そう

を打ち出して

いました。GHQはこの案に注目しました。

資料│B 第１条　皇帝ハ国家ノ象
しょうちょう

徴ニシテ、又人民ノ統一ノ象徴タルベシ。彼ハ其
そ

ノ地位

ヲ人民ノ主権意思ヨリ承
う

ケ、之ヲ他ノ如
い

何
か

ナル源泉ヨリモ承ケズ。

第５条　皇帝ハ国会ノ指名スル者ヲ総理大臣ニ任
にん

命
めい

ス。

第８条　国民ノ一主権トシテノ戦争ハ之ヲ廃
はい

止
し

ス。他ノ国民トノ紛
ふん

争
そう

解決ノ手段トシテノ武

力ノ威
い

嚇
かく

、又ハ使用ハ永久ニ之ヲ廃
はい

棄
き

ス。陸軍、海軍、空軍、又ハ其ノ他ノ戦力ハ決シテ許
きょ

諾
だく

セラルルコト無カルベク、又交戦状態ノ権利ハ決シテ国家ニ授
じゅ

与
よ

セラルルコト無カルベシ。

資料│C １　日本国ノ統治権ハ日本国民ヨリ発ス

１　天皇ハ国政ヲ親
みずか

ラセス国政ノ一切ノ最高責任者ハ内閣トス

１　天皇ハ国民ノ委
い

任
にん

ニヨリ専
もっぱ

ラ国家的儀
ぎれ
礼
い
ヲ司
つかさど
ル

国民は憲法をどのように受けとめたのでしょうか3

　帝国議会では、各党議員と政府との間で真
しん

剣
けん

な論議が重ねられ、吉
よし

田
だ

茂
しげる

首相は、「近年の戦

争の多くが国家防衛権の名において行われたことは顕
けん

著
ちょ

な事実であります。ゆえに正当防衛権を

認めることが戦争を誘
ゆう

発
はつ

するゆえんであると思うのであります」と答
とう

弁
べん

しました。さらに、帝国議

会は、国民の「至高の総意」を国民主権にあらため（前文・第１条）、第25条に生
せい

存
ぞん

権
けん

の規定を

追加するなど、重要な修正を加えました。これからの社会に生きる私たちにとって、こうして誕生

した日本国憲法がもつ意味は何なのか、まとめてみましょう。

追加するなど、重要な修正を加えました。これからの社会に生きる私たちにとって、こうして誕生

した日本国憲法がもつ意味は何なのか、まとめてみましょう。

＊政府草案　第1条　天皇は、日本国の象徴であり

日本国民統合の象徴であって、この地位は、日本国民の至高の総意に基く。

［問１］（憲法改正）政府草案の天皇制を認めるか。　はい 85%　いいえ 13%　不明 2%

＊政府草案　第９条　国の主権の発動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、他国との

間の紛争の解決の手段としては、永久にこれを抛
ほう
棄
き
する。

　陸海軍その他の戦力の保持は、許されない。国の交戦権は、認められない。

［問２］（政府の憲法草案にある）戦争放棄の条項を必要とするか。　はい 70%　いいえ

28%　不明 2%

日本国民統合の象徴であって、この地位は、日本国民の至高の総意に基く。

小年表で事実経過
が分かるようにし
ました。

具体的な疑問を取り上げて，生徒の
興味を喚起するようにしました。

具体的な資料を豊富に
取り上げました。
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資料│D

政党や民間でもさまざまな憲法案が検討・発表されました。こうした案のなかで、1945 年12月

末に発表された憲法研究会案（資料 C）は、国民と天皇の関係について独自の構
こう

想
そう

を打ち出して

いました。GHQはこの案に注目しました。

資料│B 第１条　皇帝ハ国家ノ象
しょうちょう

徴ニシテ、又人民ノ統一ノ象徴タルベシ。彼ハ其
そ

ノ地位

ヲ人民ノ主権意思ヨリ承
う

ケ、之ヲ他ノ如
い

何
か

ナル源泉ヨリモ承ケズ。

第５条　皇帝ハ国会ノ指名スル者ヲ総理大臣ニ任
にん

命
めい

ス。

第８条　国民ノ一主権トシテノ戦争ハ之ヲ廃
はい

止
し

ス。他ノ国民トノ紛
ふん

争
そう

解決ノ手段トシテノ武

力ノ威
い

嚇
かく

、又ハ使用ハ永久ニ之ヲ廃
はい

棄
き

ス。陸軍、海軍、空軍、又ハ其ノ他ノ戦力ハ決シテ許
きょ

諾
だく

セラルルコト無カルベク、又交戦状態ノ権利ハ決シテ国家ニ授
じゅ

与
よ

セラルルコト無カルベシ。

資料│C １　日本国ノ統治権ハ日本国民ヨリ発ス

１　天皇ハ国政ヲ親
みずか

ラセス国政ノ一切ノ最高責任者ハ内閣トス

１　天皇ハ国民ノ委
い

任
にん

ニヨリ専
もっぱ

ラ国家的儀
ぎれ
礼
い
ヲ司
つかさど
ル

国民は憲法をどのように受けとめたのでしょうか3

　帝国議会では、各党議員と政府との間で真
しん

剣
けん

な論議が重ねられ、吉
よし

田
だ

茂
しげる

首相は、「近年の戦

争の多くが国家防衛権の名において行われたことは顕
けん

著
ちょ

な事実であります。ゆえに正当防衛権を

認めることが戦争を誘
ゆう

発
はつ

するゆえんであると思うのであります」と答
とう

弁
べん

しました。さらに、帝国議

会は、国民の「至高の総意」を国民主権にあらため（前文・第１条）、第25条に生
せい

存
ぞん

権
けん

の規定を

追加するなど、重要な修正を加えました。これからの社会に生きる私たちにとって、こうして誕生

した日本国憲法がもつ意味は何なのか、まとめてみましょう。

追加するなど、重要な修正を加えました。これからの社会に生きる私たちにとって、こうして誕生

した日本国憲法がもつ意味は何なのか、まとめてみましょう。

＊政府草案　第1条　天皇は、日本国の象徴であり

日本国民統合の象徴であって、この地位は、日本国民の至高の総意に基く。

［問１］（憲法改正）政府草案の天皇制を認めるか。　はい 85%　いいえ 13%　不明 2%

＊政府草案　第９条　国の主権の発動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、他国との

間の紛争の解決の手段としては、永久にこれを抛
ほう
棄
き
する。

　陸海軍その他の戦力の保持は、許されない。国の交戦権は、認められない。

［問２］（政府の憲法草案にある）戦争放棄の条項を必要とするか。　はい 70%　いいえ

28%　不明 2%

日本国民統合の象徴であって、この地位は、日本国民の至高の総意に基く。

発展的な学習をうなが
すまとめ方にしました。
ワークシートも用意し
ています。

新設
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52　第3章　大日本帝国の展開

閔妃　（1851～1895）。1866 年，当時の国王大院君
の夫人の推薦で高宗妃となる。政治的な才能を次第
に発揮し，1873 年，大院君失脚を契機に閔妃とそ
の一族が政治的実権を握るようになった。日清戦争
によって閔妃政権は打倒され親日政権が樹立され
た。しかし三国干渉を契機にロシアと連携して反日
政策を展開したため殺害された。
大韓帝国　1897 年 8 月国王高宗は年号を光武とし，
10 月に国号を大韓帝国と改め，戴冠式を行って皇
帝に就任した。大韓皇帝は清国の皇帝や日本の天皇
と同格であるとした。99 年には「大韓国国制」を
制定し，「大韓国は世界万国の公認したる自由独立
の帝国なり」（第 1条）と宣言し，皇帝による専制
政治を行うとした。
義和団戦争・北清事変　日清戦争後，列強の中国侵
略の動きが強まり，特に山東省ではドイツによる膠
州湾租借や鉄道の建設などが進められていった。こ
うしたなか同省を中心に，呪文をとなえ精神を集中
し，棒を使う武術を修練すれば槍や鉄砲にも傷つけ
られないという秘密結社義和団が，民衆に支持され
勢力を拡大していった。この団体はやがて「扶清滅
洋」をスローガンに掲げ，反帝国主義運動の母体と
なっていった。義和団は 1900 年には河北省に進出
し，鉄道・教会施設などを破壊し，外国人やキリス
ト教関係者を殺害した。同年 6月義和団は清国の官
兵と共に北京在留外国人のこもる各国公使館を包囲
した。義和団の勢力は最大で 20 万人に達したとい
う。清国政府は義和団を利用して各国外交団の全退
去を要求した。さらにこれに抗議しようと出向いた
ドイツ公使を殺害し，列国に宣戦布告を行った。日
本とロシアを中心とする 8ヶ国連合軍（うち日本は
1万 2000 人で最大）が派遣され，8月に義和団は鎮
圧された。翌年，北京議定書において清国政府は巨
額な賠償金（庚子賠款，約 4.5 億両）を課せられ 39
年分割払いをしなければならなくなった。これは清
国の財政難と外債の流入を生み，列強の中国侵略競
争をいっそう激化させることになった。またこれ以
後，北京に日本軍が駐留することになった。この日
本軍が 37 年 7 月 7 日に廬溝橋事件をひきおこすこ
とになる。ロシアは建設中の東清鉄道保護を名目に

8万人もの大軍を送って満州地域を占領した。これ
が日露戦争の原因のひとつになる。
日英同盟　1902 年 1 月 30 日，ロンドンにおいて調
印された。内容は，清国に対するイギリスの特殊権
益，および清国と韓国に対する日本の特殊権益を相
互に承認し，一方が第三国と戦争になった場合は中
立を守り，敵国に第三国が加担した場合は参戦する
というものだった。義和団戦争後，ロシアは東清鉄
道保護の名目で満州に軍隊を駐留したままだった。
こうしたロシアの動きはイギリスを大きく刺激し
た。イギリスは南アフリカのボーア戦争のため，中
国地域に展開する艦隊を本国の水域に戻さなければ
ならなかった。一方日本は朝鮮の権益をロシアと争
わなければならなかった。この状況の打開策として
二つの道が模索された。一つは伊藤博文・井上馨ら
が主張した「日露協商論」であり，日本が朝鮮を支
配下におくかわりにロシアに満州を与えるというい
わゆる満韓交換を前提としていた。もう一つは桂太
郎・小村寿太郎らが主張した「日英同盟論」で満州
のロシアの圧力をおさえるため領土的野心のないイ
ギリスと結ぶというものだった。これは三国干渉以
来，朝鮮・満州地域への進出を阻止されていた軍部
や資本家の欲求にかなうものであった。伊藤は独自
にロシアに向かうなどの動きを試みたが，桂内閣の
下で小村が外相に就任したこともあり日英同盟が締
結されることになった。

中国人をさげすむ子どもたち　絵はビゴーの作であ
る。ビゴーについては教科書 63 ページ「歴史の群
像 2　近代日本を見た外国人」を参照。「歴史のま
ど　日清戦争は中国をどうかえたか」で引用されて
いるのは，生方敏郎の文章である。生方は，1882
年群馬県沼田に生まれた。39 年に早稲田大学英文
科を卒業し朝日新聞社に入社した。多くの新聞・雑
誌に随筆・小説・翻訳等を発表して諷刺のきいたユー
モア作家として名をあげた。満州事変後の大陸侵略，
軍部・官僚の独裁が顕著になってきた 1935 年に『古
人今人』という小新聞を発行し政府当局を批判する
言論活動を行い，最後まで自由主義者として人生を
送った。「歴史のまど」の文章は，『明治大正見聞史』
（1926 年，のちに中公文庫として復刻）に載せられ

3
第 3章 大日本帝国の展開

─日清戦争後，日本・中国・朝鮮の関係はどうかわったのか─
日清戦争後の東アジア p.66～p.67p.68〜p.69
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p.66
～

p.67

①漢字・仏教・儒教
②律令制
③銭（宋銭，明銭など）
④大唐米

限られた授業時数では前近代についての学習は
どうしても不十分である。教科書を読ませるに
してもこのように視点を絞って行わせた方が生
徒も理解しやすい。

3

第 3章 大日本帝国の展開

日清戦争後，日本・中国・朝鮮の関係はどうかわったのか
日清戦争後の東アジア

1�．日清戦争後，日本は軍備拡張を行いロシアとの対立に備えていった。このことが日本の中
国・朝鮮への侵略にどのような影響を与えたか考えさせたい。
2�．中国・朝鮮において列強の帝国主義に抵抗する動きが活発になっていったことを理解させた
い。

発問①　教科書 14～19 ページを参考にして，日本が古代から江戸時代までに中国から影響を
受けた政治・経済・文化的な事項を整理してみよう。

①�「文明」によって世界の各地域は上下の順番
がつけられる。トルコ・中国・日本などは半
開の国である。

②�日清戦争は文明開化をはかる日本とそれを妨
げようとする「野蛮」な中国との戦いである。

福沢の説く「脱亜入欧」の道が中国人や朝鮮人
などに対する野蛮視とうらはらの関係にあるこ
とに注目させる。授業に余裕があれば「脱亜
論」について学習をしてみたい。

①�日本の社会が中国文化の影響を深く受けてい
たことを忘れてしまったから。

②�日清戦争で日本軍が予想以上に勝ってしまっ
たから。

発問②とあわせて日本の脱亜入欧路線の問題点
について考えさせたい。出来れば自由民権運動
におけるアジア連帯の歴史も紹介したい。

1�．朝鮮の反日義兵闘争や独立協会の結成，中国における義和団戦争など帝国主義列強の侵略に
抵抗する動きが本格化していった。
2�．しかし日本はそうした朝鮮・中国の試みと連帯しなかった。逆に義和団戦争への対応と日英
同盟の成立が，中国・朝鮮への侵略を本格化させる契機となった。

�教科書 62ページ，ズームイン③「文明と野蛮」を読んでみよう。

�「歴史のまど　日清戦争は中国をどうかえたか」を読んでみよう。

発問②　福沢諭吉が「文明」と日清戦争についてどのように考えていたかを整理してみよう。

発問③　なぜ子どもたちが中国人をさげすむようになったのか考えてみよう。

p.68
〜

p.69

3　日清戦争後の東アジア　35

1．大韓帝国の成立
　日清戦争…中国に対する蔑視観の助長
　三国干渉　→　軍備の大拡張へ
　�1895 年　閔妃虐殺事件　→　親ロシア政権
の成立，反日義兵闘争起こる
　1897 年　大韓帝国の成立
2．中国の半植民地化
　�列強の中国分割…ロシア・ドイツ・イギリ
ス・フランス・日本など

3．義和団戦争
　�1889 年　義和団の蜂起…「扶清滅洋」　→
　北京の列国公使館包囲

　�1900 年　9 ヶ国連合軍による攻撃，ロシア
の満州地域占領（北清事変）

　1901 年　シベリア鉄道の開通
　　→　イギリスの警戒
　1902 年　日英同盟の成立

列強による中国分割
　各列強が勢力範囲とした地域とその過程を教科書から整理してみよう。
　日清戦争における巨額の賠償金
　　→列強からの借入金で支払い
　　→借入金の条件として，鉄道敷設権・鉱山採掘権，中国領土における独占的な勢力地の設定
北清事変の連合軍兵士
　一度，教科書を閉じさせて，写真を拡大した資料を配布する。
発問 1　キャプションは見ないで，それぞれの兵士の国を考えてみよう。（選択肢は提示する）
発問 2　アジアの国であるインド兵が何故いるのだろうか。
　　　　　→　�インドはイギリスの植民地になっていたため（のちに第 1次世界大戦においても

インド兵はヨーロッパまで参戦している。また幕末の日本にもインド兵が来てい
ることも紹介しよう）

日英同盟と庶民
　「歴史のまど」において引用されている生方敏郎は，著書『明治大正見聞史』において貴重な
同時代の証言を載せている。「政府の恐露病と日露戦争」という文章において日英同盟が成立し
た時の庶民の受け止めについて，以下のように書いている。
　「この時は誰一人として心から喜ばなかった者はあるまい。あの時代の日本と英国とでは，全
く提灯に釣鐘という縁組だった。…ところが俄かにこんなめでたい縁組がきまり，それが公表せ
られて，日英の国旗が見渡す限りの家々の門口に交叉してかけられた愉快さは，どんなだったろ
う。…これが背景にあったから，皆が露西亜に対して恐らくメートルが上がったわけだろう。」
　政府のみならず庶民も日英同盟を前提にしなければロシアとの戦争はできないと感じていたこ
とがよくわかる文章である。

発問例，留意点，板書例など
授業づくりの助けに

教科書の重要用語を
さらにくわしく

12
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134　定期試験

1�．明治新政府の改革について述べた（1）～（10）の文章を読み，空欄①～⑳に適する語を下
の語群より選び，記号で答えなさい。

（1�）中央集権化を進めるため，1869 年に薩摩・長州・土佐・（ ① ）の藩主が土地と人民を天皇
に返上することを申し出た。他の藩主もこれに続き，政治的・軍事的な権力が天皇のもとに集
中した。これを（ ②）という。

（2�）1868 年 3 月，政府の対民衆政策が示された。5つの原則が示されたので（ ③ ）という。内
容は，江戸時代と同様に儒教道徳がすすめられ，（ ④ ）が禁止された。

（3�）新政府は殖産興業政策を進め，1872 年には官営の（ ⑤ ）を開業させた。また，新貨条例を
定めて近代的な貨幣制度を採用し，同年に（ ⑥ ）条例を制定して兌換銀行券の発行を認めた。

（4�）地租改正条例が制定され，石高制に代わる新たな税制を確立させた。土地所有者に（ ⑦ ）
を交付し地価を定め，地価の（ ⑧ ）％を税金として納めさせた。

（5�）1868 年閏 4 月，（ ⑨ ）が発布され新政府の新たな組織がつくられた。太政官制が定められ
たが，これは（ ⑩ ）の政治制度をまねた行政官・刑法官・議政官の三権分立制であった。

（6�）政府は 1868 年 3 月，天皇が神に誓う形式をとって政治の基本方針を定めた。これを（ ⑪ ）
という。そこでは公議輿論の尊重や（ ⑫ ）を重視することが明らかにされた。

（7�）（ ⑬ ）によって，京都には天皇のもとに総裁・（ ⑭ ）・参与の三職がおかれ，新しい政権
が誕生した。総裁には有栖川宮熾仁親王が就任した。

（8�）1872 年に暦を（ ⑮ ）に切り替え，1 日 24 時間，1 週間を 7 日，日曜日を休日とした。天
長節や（ ⑯ ）など天皇とむすびつく記念日を祝祭日にし，節句などの民間行事を禁止した。

（9�）新政府は薩摩・長州など 3藩の兵士 1万人を東京に集め（ ⑰ ）とし，その軍事力を背景に
廃藩置県を断行した。知藩事は東京に移住させ，代わって府知事・（ ⑱ ）が派遣された。

（1�0）1868 年に神仏分離令が発布されたのを契機として，各地に（ ⑲ ）運動がおこり，寺院や
仏像が破壊された。政府は（ ⑳ ）の詔を出して，国家神道の体制を固めようとした。

【語群】

ア．御親兵　　イ．近衛兵　　ウ．3　　エ．5　　オ．太陽暦　　カ．太陰暦　　キ．県知事
ク．県令　　ケ．政体書　　コ．肥前　　サ．肥後　　シ．開国和親　　ス．五榜の掲示　　セ．地券
ソ．議定　　タ．アメリカ　　チ．ドイツ　　ツ．廃仏毀釈　　テ．紀元節　　ト．八幡製鉄所
ナ．富岡製糸場　　ニ．五箇条の誓文　　ヌ．キリスト教　　ネ．仏教　　ノ．大教宣布
ハ．王政復古の大号令　　ヒ．明治節　　フ．版籍奉還　　ヘ．日本銀行　　ホ．国立銀行

2 �．幕末から明治初年の日本の外交に関する次の文章を読み，空欄には適語を入れ，下線部につ
いては下の問に答えなさい。
　1853 年アメリカの軍艦来航がきっかけとなり，翌年に日米和親条約が締結され，（ ① ）と箱
館が開港された。58 年には 1 日米修好通商条約が締結され，日本は資本主義経済体制に組み込
まれることになった。2貿易が開始されると，輸出が増大し日本国内では物不足がおこり流通が
混乱した。
　明治維新後の 1871 年，清と（ ② ）条規を締結し新たな外交関係を構築したが，同年に 3琉
球漂流民殺害事件が発生すると，琉球の帰属をめぐって日清間で対立が表面化した。日本は 72
年に琉球王国を琉球藩に改め，79 年には（ ③ ）を設置した。朝鮮との関係では 4征韓論以降，
朝鮮に対する強硬論が高まりをみせるなか 1875 年に（ ④ ）事件が起きた。翌年日朝修好条規
が結ばれたが，朝鮮に不利な不平等条約であった。幕末に締結した日露和親条約では（ ⑤ ）島

第1回 教科書 p.24～51　
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以南の島々を日本領としたが，樺太は所属を決めなかったので日露両国で紛争がおこった。そこ
で 1875 年に 5樺太・千島交換条約を結び，北海道北方の国境が確定した。
問 1　日米修好通商条約で日本が受け入れた不平等な条項をひとつ書きなさい。
問 2　流通の混乱に対して，幕府は流通統制の法令を出した。この法令の名前を書きなさい。
問 3　琉球漂流民が殺害された島の名前を書きなさい。
問 4　征韓論に敗れて下野し，その後西南戦争で政府軍と戦った人物はだれか。
問 5　樺太・千島交換条約で，樺太は日本とロシアどちらの領土になったのか。

3 �．次の（1）～（5）の文章を読んで，〔A〕～〔E〕には人物名を，空欄①～⑩には語群のなかか
ら適語を選び，記号で書きなさい。

（1�）大蔵卿であった〔A〕は，開拓使官有物払下げ事件をめぐって政府を批判した。政府は（ ① ）
の勅論を出し，官有物の払い下げを決める一方，〔A〕を罷免した。これを（ ② ）という。

（2�）啓蒙思想家の〔B〕は，1872年「天は人の上に人をつくらず…」で始まる『（ ③ ）』を著し，
人々に学ぶことの意義を説いた。翌年には（ ④ ）の結成に加わり欧米の近代思想などを紹介
した。

（3�）大老に就任した〔C〕は，（ ⑤ ）派の反対を押し切り，（ ⑥ ）藩主であった徳川慶福を
14 代将軍に就任させる一方，日米修好通商条約を締結した。

（4�）薩摩藩の〔D〕は，幕府に幕政改革を提案した。幕府はそれを受け入れ，松平慶永を
（ ⑦ ），松平容保を（ ⑧ ）に任じた。翌年には会津藩・薩摩藩が中心となって長州藩の勢力
を京都から追放した。

（5�）参議を辞職した元土佐藩の〔E〕は，1874 年後藤象二郎らとともに（ ⑨ ）の建白書を提
出し，官僚が政権を独占している状況を批判した。政府は翌年，（ ⑩ ）や讒謗律を定め，政
府批判に対する弾圧を強めた。

【語群】

ア．新聞紙条例　　イ．集会条例　　ウ．国会開設　　エ．民撰議院設立　　オ．政事総裁職
カ．紀州　　キ．水戸　　ク．京都守護職　　ケ．明治 14 年の政変　　コ．明六社　　サ．清水
シ．明治 6年の政変　　ス．学問のすゝめ　　セ．自然真営道　　ソ．一橋

4．次の設問に1～2行程度で答えなさい。
（1）幕末，アメリカが日本に開国を求めた直接的な理由を説明しなさい。
（2�）1882年以降，自由民権運動が過激化していく理由を，当時の経済政策を踏まえて説明しなさい。

1
①　コ ②　フ ③　ス ④　ヌ ⑤　ナ ⑥　ホ ⑦　セ ⑧　ウ ⑨　ケ ⑩　タ
⑪　ニ ⑫　シ ⑬　ハ ⑭　ソ ⑮　オ ⑯　テ ⑰　ア ⑱　ク ⑲　ツ ⑳　ノ
2
①　下田 ②　日清修好 ③　沖縄県 ④　江華島 ⑤　択捉
問 1　治外法権を認めた 問 2　五品江戸廻送令 問 3　台湾 問 4　西郷隆盛 問 5　ロシア
3
A　大隈重信 B　福沢諭吉 C　井伊直弼 D　島津久光 E　板垣退助
①　ウ ②　ケ ③　ス ④　コ ⑤　ソ ⑥　カ ⑦　オ ⑧　ク ⑨　エ ⑩　ア
4
（1）中国へ向かう貿易船や，捕鯨船が水や石炭を得る港を確保するため
（2�）大蔵卿松方正義のデフレ政策によって不況となり，米価や繭価が下落して，重税に苦しむ
農民の中には小作農になったり，離村する者が増え，不満が高まっていたから
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● 歴史地図問題
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生徒自らが主体的に考えることで，一定の歴史像を築けるような思考力・判断力の育成をめ
ざしました。そのために，生徒の常識を揺さぶるような問いかけを発し，教えられるのでは
なく，生徒自らが調べ，考えることを促し，疑問を解決できるような構成としました。また，
生徒の興味・関心を喚起するため，最新の研究成果を取り入れるなど，さまざまな工夫をこ
らしました。

５つの具体的なテーマを掲げた「歴史を考えてみよう」を新設しました。歴史事象を多角的にとらえ
るため豊富な資料をそろえ，歴史的思考力の育成をめざしました。また歴代総理の一覧や日本の国際
貢献，日本の世界遺産や近代化産業遺産群など視覚的な教材を増やしました。

編修方針

生徒自らが学び，自らが考えるための教科書

 7  実教  日A  309

高校日本史A 新訂版
●B5判 224ページ

◆教授用指導書……詳しい事項･写真解説や補足資料が充実→p.12

◆授業ノート………１時間の授業展開例や板書例，図版・資料の活用例など→p.12

◆演習ノート………生徒用演習ノート→p.13，14

◆本文・図版データ（PDF/Word）････オリジナルのプリントやテスト問題の作成に
◆板書例（PDF/Word）･･････････････授業ノートと合わせてお使いいただけます
◆歴史地図問題（Word）･････････････地理的知識の確認にお使いいただけます→p.14

◆定期試験問題（Word）･････････････中間・期末・学年末考査など→p.13

◆一問一答問題（Word）･････････････確認用の小テスト→p.13

◆演習ノートデータ（Word）･････････別売の生徒用演習ノートの本文・図表データ→p.14

◆ワークシート（Word）･････････････「歴史を考えてみよう」のワークシート

01

02

すぐに開ける印刷物で用意しました

加工が可能なデータDVD–ROMに収録 →p.50

改訂のポイント

15



　私たちの時代と歴史　パスポートの歴史･･･････････････  4

 第１章　近代国家と社会の形成

　■19世紀なかばの世界･ ･････････････････････････････  8

　第１節　世界と東アジア

　　１　東アジア世界の転換･･････････････････････････ 10

　　２　開国････････････････････････････････････････ 12

　　３　明治維新････････････････････････････････････ 14

　第２節　近代国家の誕生

　　４　国境の画定･･････････････････････････････････ 16

　　５　明治政府の諸改革････････････････････････････ 18

　　６　自由民権運動････････････････････････････････ 20

　　７　大日本帝国憲法･･････････････････････････････ 22

　第３節　近代社会の形成

　　８　文明開化････････････････････････････････････ 24

　　歴史を深める１　健康・衛生・病気の歴史･･････････ 26

　　９　新しい文化交流･･････････････････････････････ 28

 第２章　二つの戦争と大日本帝国

　■19世紀末〜20世紀初頭の世界･ ･･･････････････････ 30

　第１節　日清戦争と日露戦争

	 10	 19世紀末の東アジア･ ････････････････････････ 32

	 11	 日清戦争････････････････････････････････････ 34

	 12	 東アジアの変革･･････････････････････････････ 36

	 13	 日露戦争から韓国併合へ･･････････････････････ 38

　　歴史を深める２　兵士になるということ････････････ 40

　第２節　帝国形成期の社会

	 14	 産業化の進展････････････････････････････････ 42

	 15	 「日本国民」の誕生･･････････････････････････ 44

	 16	 日露戦後の社会･･････････････････････････････ 46

	 17	 社会問題から社会運動へ･･････････････････････ 48

	 18	 都市社会の展開･･････････････････････････････ 50

 第３章　帝国とデモクラシー

　■第一次世界大戦下の世界･･････････････････････････ 52

　第１節　大正デモクラシー

	 19	 大正デモクラシーの広がり････････････････････ 54

	 20	 第一次世界大戦下の社会･･････････････････････ 56

　第２節　ヴェルサイユ体制とロシア革命　

	 21	 ヴェルサイユとレニングラード････････････････ 58

	 22	 日本の植民地････････････････････････････････ 60

　　歴史を深める３　文化と植民地････････････････････ 62

	 23	 ワシントン体制とアジア･･････････････････････ 64

 第４章　デモクラシーの展開と帝国の変容

　■1920年代の世界･ ･･･････････････････････････････ 66

　第１節　都市化と市民文化

	 24	 アジアのなかのモダニズム････････････････････ 68

	 25	 改造の時代･･････････････････････････････････ 70

	 26	 都市の生活と農村の生活･･････････････････････ 72

　　歴史を深める４　運動と社会･･････････････････････ 74

	 27	 移動する人々････････････････････････････････ 76

　第２節　東アジアの情勢と恐慌

	 28	 大日本帝国の選択肢･･････････････････････････ 78

	 29	 昭和恐慌････････････････････････････････････ 80

 第５章　アジアの戦争と第二次世界大戦

　■第二次世界大戦下の世界･･････････････････････････ 82

　第１節　日中15年戦争

	 30	 満州事変････････････････････････････････････ 84

	 31	 モダン都市と危機の農村･･････････････････････ 86

	 32	 日中戦争････････････････････････････････････ 88

	 33	 総動員の時代････････････････････････････････ 90

　第２節　アジア太平洋戦争

	 34	 アジア太平洋戦争････････････････････････････ 92

	 35	 戦時下の社会と抵抗･･････････････････････････ 94

	 36	 大東亜共栄圏････････････････････････････････ 96

　　歴史を深める５　戦前・戦後日本の軍事力･･････････ 98

	 37	 アジアのなかの「敗戦」･････････････････････ 100

	 38	 敗戦前後の暮らし･･･････････････････････････ 102

　　近代の追究　東京とアイヌの歴史･････････････････ 104

 第６章　現代日本の源流

　■冷戦前期の世界･････････････････････････････････ 108

　第１節　戦後世界と日本　

	 39	 戦後の世界･････････････････････････････････ 110

	 40	 日本占領･･･････････････････････････････････ 112

	 41	 国民主権と日本国憲法･･･････････････････････ 114

実教出版  日A  305 も く じ新日本史A
世界と日本第１部

各章のはじめに
世界を概観

サンプルページP.18

サンプルページP.20

16



	 42	 民主主義とアメリカ化･･･････････････････････ 116

　　歴史を深める６　裁判･･･････････････････････････ 118

　第２節　冷戦と日米安保体制

	 43	 朝鮮戦争･･･････････････････････････････････ 120

	 44	 サンフランシスコ体制･･･････････････････････ 122

	 45	 沖縄と旧植民地･････････････････････････････ 124

	 46	 平和運動の展開･････････････････････････････ 126

	 47	 戦後の社会と文化･･･････････････････････････ 128

	 48	 55年体制と安保･ ･･･････････････････････････ 130

 第７章　冷戦のなかの経済成長

　■冷戦後期の世界･････････････････････････････････ 132

　第１節　高度経済成長下の日本

	 49	 日韓条約とヴェトナム戦争･･･････････････････ 134

	 50	 沖縄返還と日中関係･････････････････････････ 136

	 51	 首都圏と太平洋ベルト地帯･･･････････････････ 138

	 52	 新たな生活スタイルへ･･･････････････････････ 140

	 53	 住民運動と革新自治体･･･････････････････････ 142

　第２節　経済大国

	 54　石油危機･･･････････････････････････････････ 144

	 55　家族と労働の変化･･･････････････････････････ 146

　　歴史を深める７　自然災害と社会･････････････････ 148

 第８章　現代の日本

　■現代の世界･････････････････････････････････････ 150

　第１節　転換した世界のしくみ

	 56	 冷戦体制の終焉･････････････････････････････ 152

	 57	 グローバリゼーションの時代･････････････････ 154

Topic 人物スポットライト

日本製漢語の輸出 9／「基準」を決める 10／金銀の比価 13／一世一元の制 15／

グラントの仲介 17／私擬憲法 22／鉄道の登場 24／コンドルの建築 29／軍夫 35

／平民社と反戦運動 38／政商から財閥へ 42／バンザイの誕生 45／女工と『職工

事情』 49／浅草オペラ 53／成金 57／大戦の経験『西部戦線異状なし』 58／霧社

事件 60／母性保護論争 68／特高 78／中国の情勢 79／日米交換船 83／凶作 86／

南京大虐殺 89／紀元2600年 91／三光作戦 93／満州移民と満蒙開拓青少年義勇

軍 95／中国残留孤児問題と中国残留女性問題 103／戦争を裁く 113／憲法と「国

民」 114／日本の戦争協力 121／サンフランシスコ平和条約と戦争責任問題 122／

台湾ニ・ニ八事件 125／三池争議 131／ベ平連 135／非核三原則と核密約 137／

東京オリンピック 138／出稼ぎ 139／大学紛争 141／日本での定住と日本社会との

共生へ 142／中曽根政権 145／女性の就職・退職・職場復帰 146／バブル経済 

147／東アジア共同体 151／沖縄県民総決起大会 153／歴史認識問題 157／年越し

派遣村 159／原発事故 161

西郷隆盛と大久保利通 19／板垣退助 20／福沢諭吉 25／

中江兆民 28／岡倉天心 31／大院君 33／閔妃 36 ／夏目

漱石 44／南方熊楠 47／小林一三 51／安部磯雄 55／孫文 

56／ウィルソンとレーニン 59／柳寛順 61／幣原喜重郎 

65／魯迅 67／金子文子 69／山川菊栄 70／原敬 71／後

藤新平 72／伊波普猷 73／浅川巧 77／小林多喜二 81／溥

儀 84／美濃部達吉 87／正木ひろし 95／中村輝夫 97／大

田洋子 101／アインシュタイン 109／トルーマン 111／

ベアテ・シロタとカルメン・ジョンソン 115／平川唯一 

117／丸岡秀子 126／花森安治 129／ダレス 123／阿波根

昌鴻 124／キング牧師 133／屋良朝苗 136／田中角栄 

144／大田昌秀 155／孫正義と堀江貴文 158／きみたち・

わたしたち 161

　第２節　現代日本の課題

	 58	 21世紀の世界と日本･ ･･･････････････････････ 156

	 59	 21世紀日本の経済と政治･ ･･･････････････････ 158

	 60	 21世紀日本の社会と文化･ ･･･････････････････ 160

　イントロダクション･･･････････････････････････････ 162

　　１　北海道･････････････････････････････････････ 164

　　２　東北･･･････････････････････････････････････ 166

　　３　東京と近郊･････････････････････････････････ 168

　　４　日本海･････････････････････････････････････ 170

　　５　東海・甲信･････････････････････････････････ 171

　　６　近畿･･･････････････････････････････････････ 172

　　７　瀬戸内･････････････････････････････････････ 174

　　８　九州･･･････････････････････････････････････ 175

　　９　沖縄･･･････････････････････････････････････ 176

	 10	 外地･･･････････････････････････････････････ 178

現代からの探究　エネルギー政策の歴史と現在･････････ 179

年表･･･････････････････････････････････････････････ 182

内閣のあゆみ･･･････････････････････････････････････ 184

さくいん･･･････････････････････････････････････････ 188

開国までの日本のあゆみ　　　　表見返し

はじめに　　　　　　　　　　　表見返し裏

日本の世界遺産　　　　　　　　裏見返し裏

政党変遷図　　　　　　　　　　裏見返し

前近代の歴史
を概観

日本の歴代内閣一覧

地域からみた日本第２部

サンプルページP.24

サンプルページP.22

サンプルページP.24

17

新
日
本
史
Ａ



新日本史A
本文基本ページのご紹介

図版やコラムを満載した，「図説を兼ねる」教科　書
24

日A 305

Topic
本文理解を深める様々な題
材を，図版とともに取り上
げました。全48ヶ所。

考えてみよう
絵や写真を使った問いかけで，
授業のはじめに生徒の興味関
心を喚起します。全60ヶ所。

コンパクトな内容
学習事項を精選。見開き2ページで
1項目，全60項目で構成しました。

ピックアップ
歴史を身近に感じられる様々
な一口エピソードを取り上げ
ました。全60ヶ所。

指導資料 DVD

解答は教授用総合指導書に掲載。

18



本文基本ページのご紹介

図版やコラムを満載した，「図説を兼ねる」教科　書
25

豊富な図版
絵や写真は580枚，図表
は140枚。

人物スポットライト
近現代史を彩った様々な人物に注
目しました。夏目漱石，山川菊栄，
田中角栄など，全42ヶ所。

平易な文章
文体は「です・ます」調で
統一しました。

82%縮小
実寸は

210㎜×257㎜

指導資料 DVD

教授用総合指導書ではその他の重要
人物も解説。
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同時代の世界を一望できるページ

「世界」の視点から日本の近現代史をとらえなおす
30

バルチック艦隊
の進路

バルチック艦隊
の進路

世界（赤字は東アジアの動き） 日　　本

1882
1884
1894
1897
1898

1899

1900
1904
1905

1907
1908

壬午軍乱
甲申事変
甲午農民戦争
朝鮮，大韓帝国と改称
アメリカ・スペイン戦争
列強の中国分割激化
戊戌変法（クーデターによ
り失敗）
アメリカ，中国の門戸開放
提唱
北清事変
シベリア鉄道完成
第 1次ロシア革命

三国協商成立（英・仏・露）
青年トルコ革命

1894

1895
1898
1900

1902
1904
1905

1906
1907
1910

日英通商航海条約（領事裁判
権の撤廃）
日清戦争（～95）
下関条約，台湾総督府の設置
憲政党結成，隈板内閣成立
軍部大臣現役武官制
立憲政友会結成
日英同盟
日露戦争（～05）
ポーツマス講和条約
日比谷焼き打ち事件
第 2次日韓協約，統監府の設
置
南満州鉄道株式会社の設立
第 3次日韓協約
韓国併合，朝鮮総督府の設置

30 第2章　二つの戦争と大日本帝国

120世紀初頭の世界情
じょう

勢
せい

を風刺した地図　巨
大なタコとして描かれたロシアが，清国やア
ジアの諸国をからめとろうとしています。当
時のロシアは，南下政策と東方進出をすすめ，
インドやアフガニスタンなどに拠

きょ

点
てん

をおくイ
ギリスと対立していました。

0帝国主義の風
ふう

刺
し

画
が

　アフリカの南北
を電信でむすぼうとするイギリスを描
いています。イギリスは，フランスと
争いながらアフリカの植民地化をすす
めました。

0帝国主義の風
ふう

刺
し

画
が

　アフリカの南北　アフリカの南北　アフリカの南北

世界の動き
　19世紀末から20世紀初頭にかけて，世界は本格的な帝

てい

国
こく

主
しゅ

義
ぎ

の時代をむかえました。欧米列
れっ

強
きょう

は，原料や商品
市場を求め，みずからの植民地や勢力範囲を拡大しよう
と，アジアやアフリカなど世界中で競いあいます。これ
に対して各地ではげしい抵

てい

抗
こう

運動がおこりますが，次々
に武

ぶ

力
りょく

で制
せい

圧
あつ

され，世界は分割されていきました。

19世紀末～20世紀初頭の世界

二つの戦争と大日本帝国

　19世紀末から20世紀初頭にかけて，世界は本格的な
国
こく

主
しゅ

義
ぎ

19世紀末～20世紀初頭の世界19世紀末～20世紀初頭の世界19世紀末～20世紀初頭の世界

二つの戦争と大日本帝国二つの戦争と大日本帝国2第 章

19 世紀末～ 20 世紀初頭の世界

ロシア

清

澎湖諸島

日本
韓国

満州

州ハルビン

長春

奉天
安東

大連

南樺太
（1905）

北京

天津 旅順 関東州

（1910）

50°

（1905　租借）

釜山

下関

東京

南満州鉄道
ウラジ
ヴォストーク

（1895）

台湾
台北

（1895）

台湾総督府

関東都督府

沿

海

漢城→京城
朝鮮総督府

（数字）日本の植民地になった年
日本利権の鉄道

500km0

太

洋

平

日

本

海

020世紀初頭の東アジア　

0韓国支配の風刺画　巨大な「ぬえ亀
がめ

」とし
て描かれた伊

い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

が韓国皇
こう

太
たい

子
し

をかかえこみ，
　しっぽの蛇

へび

が韓国の民衆にかみついています。
　　　日露戦争後，日本が韓国を植民地化して
　　　　　いく状況を風刺しています。

韓国支配の風刺画　巨大な「ぬえ亀
がめ

」とし

バルチック艦隊
の進路

19 世紀末～ 20 世紀初頭の世界

韓国支配の風刺画　
て描かれた
　しっぽの
　　　日露戦争後，日本が韓国を植民地化して
　　　　　いく状況を風刺しています。

韓国支配の風刺画　

19 世紀末～ 20 世紀初頭の世界

0韓国支配の風刺画　
て描かれた
　しっぽの
　　　日露戦争後，日本が韓国を植民地化して
　　　　　いく状況を風刺しています。

0韓国支配の風刺画　

　　　　　いく状況を風刺しています。　　　　　いく状況を風刺しています。　　　　　いく状況を風刺しています。

バルチック艦隊
の進路

31

スポットライト

物

スポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライト

物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物人

欧米・アジア・日本
のかけ橋

　幕
ばく

末
まつ

の横浜にうまれ， 6 歳にして
英語をアメリカ人から直接学び，10
歳で東京外国語学校に入学しました。
その後，東京大学で日本文学や英文
学など，幅広い学問をおさめます。
西洋美術一

いっ

辺
ぺん

倒
とう

だった美術界にあっ
て，日本美術の復

ふっ

興
こう

を求め，インド
旅行では詩人タゴールと交流を深め
ます。そのなかで，「アジアは一つ」
と冒
ぼう

頭
とう

で宣
せん

言
げん

した英文書「東洋の理
想」を書きあげました。

岡
おか

倉
くら

　天
てん

心
しん

1863～1913

東アジアと日本の動き
　19世紀末，東アジアにも帝国主義の波がおしよせま
す。清が日清戦争で敗北すると，ヨーロッパ列強は中
国分割をすすめ，日本も台

たい

湾
わん

を植民地化し，韓国や満
まん

州
しゅう

での利
り

権
けん

をめぐってロシアと対立します。20世紀初
頭，日露戦争に勝利した日本は，満州での利権拡大を
すすめるとともに，韓国を植民地化していきました。

19世紀末〜20世紀初頭の世界
同時代の世界の動きを概観できるページ。
・19世紀なかばの世界（p.8～ 9）
・第二次世界大戦下の世界（p.82～ 83）
・現代の世界（p.150～ 151）　など，全8ヶ所！

日本と世界の同時代
年表。
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同時代の世界を一望できるページ

「世界」の視点から日本の近現代史をとらえなおす
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沿

海

漢城→京城
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（数字）日本の植民地になった年
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藤
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博
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文
ぶみ

が韓国皇
こう

太
たい
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し

をかかえこみ，
　しっぽの蛇

へび

が韓国の民衆にかみついています。
　　　日露戦争後，日本が韓国を植民地化して
　　　　　いく状況を風刺しています。

韓国支配の風刺画　巨大な「ぬえ亀
がめ

」とし
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の進路
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韓国支配の風刺画　
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　　　日露戦争後，日本が韓国を植民地化して
　　　　　いく状況を風刺しています。

韓国支配の風刺画　
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0韓国支配の風刺画　
て描かれた
　しっぽの
　　　日露戦争後，日本が韓国を植民地化して
　　　　　いく状況を風刺しています。

0韓国支配の風刺画　

　　　　　いく状況を風刺しています。　　　　　いく状況を風刺しています。　　　　　いく状況を風刺しています。

バルチック艦隊
の進路
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物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物人

欧米・アジア・日本
のかけ橋

　幕
ばく

末
まつ

の横浜にうまれ， 6 歳にして
英語をアメリカ人から直接学び，10
歳で東京外国語学校に入学しました。
その後，東京大学で日本文学や英文
学など，幅広い学問をおさめます。
西洋美術一

いっ

辺
ぺん

倒
とう

だった美術界にあっ
て，日本美術の復

ふっ

興
こう

を求め，インド
旅行では詩人タゴールと交流を深め
ます。そのなかで，「アジアは一つ」
と冒
ぼう

頭
とう

で宣
せん

言
げん

した英文書「東洋の理
想」を書きあげました。

岡
おか

倉
くら

　天
てん

心
しん

1863～1913

東アジアと日本の動き
　19世紀末，東アジアにも帝国主義の波がおしよせま
す。清が日清戦争で敗北すると，ヨーロッパ列強は中
国分割をすすめ，日本も台

たい

湾
わん

を植民地化し，韓国や満
まん

州
しゅう

での利
り

権
けん

をめぐってロシアと対立します。20世紀初
頭，日露戦争に勝利した日本は，満州での利権拡大を
すすめるとともに，韓国を植民地化していきました。

同時代の世界の動きが
一目でわかる地図。
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地域からみた日本

「地域」の視点から日本の近現代史をとらえなおす
164

0先住民族サミット交流会で伝統儀式を
披
ひ

露
ろう

するアイヌの人 （々2008年，札幌市）　

164 北海道

0「オムシャ之図」（函館市中央図書館蔵）　交
こう

易
えき

などのさいにおこなわれた「手を交
こう

互
ご

にして撫
な

で
あう礼」＝ウムシャに由来するといわれています。
しだいに，松前藩による支配のための儀

ぎ

式
しき

の場と
なっていきました。

0屯
とん

田
でん

兵
へい

人形（北見市信善光寺蔵）　屯田兵は，総数およ
そ 4万人が入植しました。1930年代，野

の

付
つけ

牛
うし

に入植した
屯田兵だけでなく，日清・日露戦争に参加した兵士の写
真に似せた木製の人形がつくられ安置されました。

3「屯田兵生活絵
巻」（北海道開拓
記念館蔵）　この
絵巻は，1892年，
旭
あさひ

川
かわ

近郊に開拓に
はいった屯田兵と
その家族の生活を
描いたものです。

3

巻」
記念館蔵）　この
絵巻は，1892年，
旭
あさひ

はいった屯田兵と
その家族の生活を
描いたものです。

0屯
とんとん

田
でんでん

兵
へいへい

人形（北見市信善光寺蔵）　屯田兵は，総数およ

開拓風景

開拓者たち

開拓のシンボル

1854 日露和親条約

1855 箱
はこ

館
だて

開港，幕府は松
まつ

前
まえ

周辺をのぞいて蝦
え

夷
ぞ

地
ち

全島
を直

ちょっ

轄
かつ

にする

1856 幕府箱館奉行，アイヌの同
どう

化
か

政策をはじめる

1869 五
ご

稜
りょう

郭
かく

の旧幕府軍降
こう

伏
ふく

「蝦夷地」・付属諸島（国
くな

後
しり

・択
えと

捉
ろふ

島）・松前藩地を「北
海道」と改

かい

称
しょう

。開
かい

拓
たく

使
し

設置（～1882廃止）

1871 戸
こ

籍
せき

法制定，アイヌを「平
へい

民
みん

」に登録，入
いれ

墨
ずみ

・耳
みみ

輪
わ

を禁止

1872 開拓使仮学校付属北海道土人教育所を東京芝
しば

増
ぞう

上
じょう

寺
じ

に設置

1875 最初の屯
とん

田
でん

兵
へい

，札幌近
きん

郊
こう

の琴
こと

似
に

に入
にゅう

植
しょく

樺
から

太
ふと

・千
ち

島
しま

交換条約にもとづき．樺太アイヌを宗
そう

谷
や

に移住させる

1876 札幌農学校開校。樺太アイヌを石
いし

狩
かり

国対雁に強制移住

1878 開拓使，アイヌを「旧土
ど

人
じん

」と呼
こ

称
しょう

することに決定

0「オムシャ之図」（函館市中央図書館蔵）　交
こう

易
えき

00先住民族サミット交流会で伝統儀式を先住民族サミット交流会で伝統儀式を

北海道
アイヌの土地と開拓の土地

2008年，北海道平
ひら

取
とり

町の二
に

風
ぶ

谷
たに

と札
さっ

幌
ぽろ

市で，第 1回の「先住民
族サミット」が開

かい

催
さい

されました。この年，日本の国会は全会一致
でアイヌ民族を先住民として認める決議を可

か

決
けつ

しました。アイヌ
モシリ（「人間の土地」）にくらす人々の生き方は，「開

かい

拓
たく

」によっ
てどのように変化していったのでしょうか。そして，近代になっ
て成立した「北海道」にとって，「開拓」とはどのような意味を
もつものだったのでしょうか。

アイヌの土地と開拓の土地アイヌの土地と開拓の土地アイヌの土地と開拓の土地アイヌの土地と開拓の土地

松前藩とアイヌ 1878 開拓使，アイヌを「旧

1

アイヌモシリとよ
ばれた土地とそこ
にくらす人々の名
前が，大きくかわ
っていきます。

2北海道庁旧庁
ちょう

舎
しゃ

（札幌市）　アメリカ議
事堂に似た開拓使本庁舎が焼

しょう

失
しつ

したのち，
1888年に完成した赤レンガの建物（現存）。
長く北海道のシンボルとなりました。

1923 知里幸恵遺
い

稿
こう

集『アイヌ神謡集』出版

1925 アイヌ学会（東京）で違
い

星
ぼし

北
ほく

斗
と

と伊
い

波
は

普
ふ

猷
ゆう

出会う

1930 北海道アイヌ協会設立（1946に再度結成）

1931 第 1回全道アイヌ青年大会開催（札幌）

1961 北海道アイヌ協会，北海道ウタリ協会と
改称

1992 国連「世界の先住民の国際年」の開
かい

幕
まく

式
典で，ウタリ協会理事長が記念演説

1997 二風谷ダム訴訟で，土地収用は違法，ア
イヌ民族を先住民族と認める判決
アイヌ文化振

しん

興
こう

法成立

2002 北海道内最後の炭
たん

鉱
こう

（釧路市太平洋炭鉱）
閉山

2005 知
しれ

床
とこ

，世界自然遺
い

産
さん

に登録

2008 アイヌ民族を先住民族と認める国会決議

北海道 165

0クマ送り儀礼（イオマンテ）　アイヌの人々に
とって，クマはカムイ（神）の世界から人間世界
への使者と考えられています。春に捕

ほ

獲
かく

された
子グマは 1～ 2年，集

しゅう

落
らく

で大事に育てられ，イ
オマンテによって神の世界に送りかえされます。

1二風谷　1997年，ダ
ム建設差し止めをめぐ
る訴訟で「ダムの違

い

法
ほう

性」「アイヌ民族の文
化享

きょう

有
ゆう

権」が認められ
ました。

0アイヌ学校（江
え

別
べつ

市対
つい

雁
しかり

）　全道21か所に
設置されたアイヌ（旧土人）学校では，アイ
ヌを「日本国民」にするため，日本語教育
などがおこなれました。

3タコ労働と鎖
くさり

塚
づか

　道内の道路工事には，囚
しゅう

人
じん

がはたらかされ
ました。きびしい条件のなかで，鎖をつけたまま土

ど

葬
そう

された囚
人もいました（鎖塚）。また，劣

れつ

悪
あく

な環境でなかば強制的にはた
らかされた土木労働者を，「タコ労働者」といいます。1970年
ごろより，地域住民による底

てい

辺
へん

民衆のほりおこしがおこなわれ
ます。1976年，鎖塚供

く

養
よう

碑
ひ

と地
じ

蔵
ぞう

が建
こん

立
りゅう

されました（写真右上）。

1881 樺
かば

戸
と

集
しゅう

治
じ

監
かん

設置，以後，空
そら

知
ち

・釧
くし

路
ろ

・網
あば

走
しり

・十
と

勝
かち

の 5か所に設置

1886 北海道庁設置

1898 北海道全域に徴
ちょう

兵
へい

令
れい

施
し

行
こう

1899 北海道旧土人保護法公布

1901 北海道庁，平取にアイヌ学校設置
（～1912，全道で21校）

史料 　梟
ふくろう

の神のみずから歌った謡
うた

「銀の滴
しずく

降る降るまわりに」
 Kamuichikap kamui yaieyukar，“Shirokanipe ranran pishkan ”

　「銀の滴降る降るまわりに，金の滴降る降るまわりに」という歌を私は歌いな
がら／流れに沿

そ

って下り，人間の村の上を／通りながら下を眺
なが

めると／昔の貧
びん

乏
ぼう

人が今お金持ちになっていて，昔のお金持ちが今の貧乏人になっている様です。」
“Shirokanipe ranran pishkan，konkanipe ranran pishkan．”arian 
rekpo chiki kane ／ petesoro sapash aine，ainukotan enkashike ／
chikush kor shichorpokun inkarash ko／teeta wenkur tane nishpa ne，
teeta nishpa／tane wenkur ne kotom shiran．
 （知里幸恵編訳『アイヌ神謡集』岩波文庫版，1978年）0クマ送り儀礼（イオマンテ）　アイヌの人々に

0アイヌ学校（江
え

別
べつ

市対
つい

雁
しかり

）　全道21か所に

3タコ労働と鎖鎖
くさり

塚
づか

3タコ労働と鎖
くさり

開拓の影

アイヌの聖地

アイヌの伝統儀礼

アイヌを「日本人」に

アイヌは，自分たちの
文化をみつめなおしは
じめます。

3知
ち

里
り

幸
ゆき

恵
え

　幸恵は旭川近
ちか

文
ぶみ

コタンで
育ちました。旭川では軍隊がおかれる
など，多くのアイヌの土地がうばわれ
ていました。幸恵は，ユーカラ（yukar）
の語り手であった祖母や伯

お

母
ば

を訪ね，
ノートに記録しはじめます。東京に出
た幸恵は，『アイヌ神

しん

謡
よう

集』の完成直
前に亡くなりました。

アイヌ文化の継承者

集『アイヌ神謡集』出版

10の地域それぞれにテーマを設定。ここで
は「アイヌと開拓」という対比的なテーマから，
北海道の近現代史を読み解きます。

地域からみた日本——1　北海道
全国９地域（北海道，東北，東京と近郊，日本海，
東海・甲信，近畿，瀬戸内，九州，沖縄）と旧植
民地の近現代史を概観できるページ。

指導資料 DVD

授業プリントで学習をサポート
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地域からみた日本

「地域」の視点から日本の近現代史をとらえなおす
165

0先住民族サミット交流会で伝統儀式を
披
ひ

露
ろう

するアイヌの人 （々2008年，札幌市）　

164 北海道

0「オムシャ之図」（函館市中央図書館蔵）　交
こう

易
えき

などのさいにおこなわれた「手を交
こう

互
ご

にして撫
な

で
あう礼」＝ウムシャに由来するといわれています。
しだいに，松前藩による支配のための儀

ぎ

式
しき

の場と
なっていきました。

0屯
とん

田
でん

兵
へい

人形（北見市信善光寺蔵）　屯田兵は，総数およ
そ 4万人が入植しました。1930年代，野

の

付
つけ

牛
うし

に入植した
屯田兵だけでなく，日清・日露戦争に参加した兵士の写
真に似せた木製の人形がつくられ安置されました。

3「屯田兵生活絵
巻」（北海道開拓
記念館蔵）　この
絵巻は，1892年，
旭
あさひ

川
かわ

近郊に開拓に
はいった屯田兵と
その家族の生活を
描いたものです。

3

巻」
記念館蔵）　この
絵巻は，1892年，
旭
あさひ

はいった屯田兵と
その家族の生活を
描いたものです。

0屯
とんとん

田
でんでん

兵
へいへい

人形（北見市信善光寺蔵）　屯田兵は，総数およ

開拓風景

開拓者たち

開拓のシンボル

1854 日露和親条約

1855 箱
はこ

館
だて

開港，幕府は松
まつ

前
まえ

周辺をのぞいて蝦
え

夷
ぞ

地
ち

全島
を直

ちょっ

轄
かつ

にする

1856 幕府箱館奉行，アイヌの同
どう

化
か

政策をはじめる

1869 五
ご

稜
りょう

郭
かく

の旧幕府軍降
こう

伏
ふく

「蝦夷地」・付属諸島（国
くな

後
しり

・択
えと

捉
ろふ

島）・松前藩地を「北
海道」と改

かい

称
しょう

。開
かい

拓
たく

使
し

設置（～1882廃止）

1871 戸
こ

籍
せき

法制定，アイヌを「平
へい

民
みん

」に登録，入
いれ

墨
ずみ

・耳
みみ

輪
わ

を禁止

1872 開拓使仮学校付属北海道土人教育所を東京芝
しば

増
ぞう

上
じょう

寺
じ

に設置

1875 最初の屯
とん

田
でん

兵
へい

，札幌近
きん

郊
こう

の琴
こと

似
に

に入
にゅう

植
しょく

樺
から

太
ふと

・千
ち

島
しま

交換条約にもとづき．樺太アイヌを宗
そう

谷
や

に移住させる

1876 札幌農学校開校。樺太アイヌを石
いし

狩
かり

国対雁に強制移住

1878 開拓使，アイヌを「旧土
ど

人
じん

」と呼
こ

称
しょう

することに決定

0「オムシャ之図」（函館市中央図書館蔵）　交
こう

易
えき

00先住民族サミット交流会で伝統儀式を先住民族サミット交流会で伝統儀式を

北海道
アイヌの土地と開拓の土地

2008年，北海道平
ひら

取
とり

町の二
に

風
ぶ

谷
たに

と札
さっ

幌
ぽろ

市で，第 1回の「先住民
族サミット」が開

かい

催
さい

されました。この年，日本の国会は全会一致
でアイヌ民族を先住民として認める決議を可

か

決
けつ

しました。アイヌ
モシリ（「人間の土地」）にくらす人々の生き方は，「開

かい

拓
たく

」によっ
てどのように変化していったのでしょうか。そして，近代になっ
て成立した「北海道」にとって，「開拓」とはどのような意味を
もつものだったのでしょうか。

アイヌの土地と開拓の土地アイヌの土地と開拓の土地アイヌの土地と開拓の土地アイヌの土地と開拓の土地

松前藩とアイヌ 1878 開拓使，アイヌを「旧

1

アイヌモシリとよ
ばれた土地とそこ
にくらす人々の名
前が，大きくかわ
っていきます。

2北海道庁旧庁
ちょう

舎
しゃ

（札幌市）　アメリカ議
事堂に似た開拓使本庁舎が焼

しょう

失
しつ

したのち，
1888年に完成した赤レンガの建物（現存）。
長く北海道のシンボルとなりました。

1923 知里幸恵遺
い

稿
こう

集『アイヌ神謡集』出版

1925 アイヌ学会（東京）で違
い

星
ぼし

北
ほく

斗
と

と伊
い

波
は

普
ふ

猷
ゆう

出会う

1930 北海道アイヌ協会設立（1946に再度結成）

1931 第 1回全道アイヌ青年大会開催（札幌）

1961 北海道アイヌ協会，北海道ウタリ協会と
改称

1992 国連「世界の先住民の国際年」の開
かい

幕
まく

式
典で，ウタリ協会理事長が記念演説

1997 二風谷ダム訴訟で，土地収用は違法，ア
イヌ民族を先住民族と認める判決
アイヌ文化振

しん

興
こう

法成立

2002 北海道内最後の炭
たん

鉱
こう

（釧路市太平洋炭鉱）
閉山

2005 知
しれ

床
とこ

，世界自然遺
い

産
さん

に登録

2008 アイヌ民族を先住民族と認める国会決議

北海道 165

0クマ送り儀礼（イオマンテ）　アイヌの人々に
とって，クマはカムイ（神）の世界から人間世界
への使者と考えられています。春に捕

ほ

獲
かく

された
子グマは 1～ 2年，集

しゅう

落
らく

で大事に育てられ，イ
オマンテによって神の世界に送りかえされます。

1二風谷　1997年，ダ
ム建設差し止めをめぐ
る訴訟で「ダムの違

い

法
ほう

性」「アイヌ民族の文
化享

きょう

有
ゆう

権」が認められ
ました。

0アイヌ学校（江
え

別
べつ

市対
つい

雁
しかり

）　全道21か所に
設置されたアイヌ（旧土人）学校では，アイ
ヌを「日本国民」にするため，日本語教育
などがおこなれました。

3タコ労働と鎖
くさり

塚
づか

　道内の道路工事には，囚
しゅう

人
じん

がはたらかされ
ました。きびしい条件のなかで，鎖をつけたまま土

ど

葬
そう

された囚
人もいました（鎖塚）。また，劣

れつ

悪
あく

な環境でなかば強制的にはた
らかされた土木労働者を，「タコ労働者」といいます。1970年
ごろより，地域住民による底

てい

辺
へん

民衆のほりおこしがおこなわれ
ます。1976年，鎖塚供

く

養
よう

碑
ひ

と地
じ

蔵
ぞう

が建
こん

立
りゅう

されました（写真右上）。

1881 樺
かば

戸
と

集
しゅう

治
じ

監
かん

設置，以後，空
そら

知
ち

・釧
くし

路
ろ

・網
あば

走
しり

・十
と

勝
かち

の 5か所に設置

1886 北海道庁設置

1898 北海道全域に徴
ちょう

兵
へい

令
れい

施
し

行
こう

1899 北海道旧土人保護法公布

1901 北海道庁，平取にアイヌ学校設置
（～1912，全道で21校）

史料 　梟
ふくろう

の神のみずから歌った謡
うた

「銀の滴
しずく

降る降るまわりに」
 Kamuichikap kamui yaieyukar，“Shirokanipe ranran pishkan ”

　「銀の滴降る降るまわりに，金の滴降る降るまわりに」という歌を私は歌いな
がら／流れに沿

そ

って下り，人間の村の上を／通りながら下を眺
なが

めると／昔の貧
びん

乏
ぼう

人が今お金持ちになっていて，昔のお金持ちが今の貧乏人になっている様です。」
“Shirokanipe ranran pishkan，konkanipe ranran pishkan．”arian 
rekpo chiki kane ／ petesoro sapash aine，ainukotan enkashike ／
chikush kor shichorpokun inkarash ko／teeta wenkur tane nishpa ne，
teeta nishpa／tane wenkur ne kotom shiran．
 （知里幸恵編訳『アイヌ神謡集』岩波文庫版，1978年）0クマ送り儀礼（イオマンテ）　アイヌの人々に

0アイヌ学校（江
え

別
べつ

市対
つい

雁
しかり

）　全道21か所に

3タコ労働と鎖鎖
くさり

塚
づか

3タコ労働と鎖
くさり

開拓の影

アイヌの聖地

アイヌの伝統儀礼

アイヌを「日本人」に

アイヌは，自分たちの
文化をみつめなおしは
じめます。

3知
ち

里
り

幸
ゆき

恵
え

　幸恵は旭川近
ちか

文
ぶみ

コタンで
育ちました。旭川では軍隊がおかれる
など，多くのアイヌの土地がうばわれ
ていました。幸恵は，ユーカラ（yukar）
の語り手であった祖母や伯

お

母
ば

を訪ね，
ノートに記録しはじめます。東京に出
た幸恵は，『アイヌ神

しん

謡
よう

集』の完成直
前に亡くなりました。

アイヌ文化の継承者

集『アイヌ神謡集』出版

ターニングポイントと
なった出来事。
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さまざまな特集ページ

日本史学習に役立つコラムや特集ページを設けました
1, 2

世界史の動きを盛り
こんだ前近代年表。

■特集「歴史を深める」
生徒の興味関心をひくさま
ざまなテーマを掘り下げ，
歴史の見方を深めます。

効果的な図版
大判の紙面を活かして，
絵や写真を大きく，ダイ
ナミックに配置

24



さまざまな特集ページ

日本史学習に役立つコラムや特集ページを設けました
148, 149

■特集「開国までの日本のあゆみ」
「世界史のなかの日本」の視点から，前近代
の日本史をヴィジュアルに展開。

指導資料 DVD

授業プリントで学習をサポート
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1893年，世界で最初の女性参政権がニュージーランドで成立しました。その後，欧米の多
くの国が，第二次世界大戦前に女性参政権を実現しています。日本は1946年です。

ピ ッ ク
ア ッ プ

ハルビン

長春

沿
海
州

ウ
ラ
ジ
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク

奉天

大連
北京

天津

福州
厦門

広州

長沙

沙市

漢口
武
昌

重慶

九竜（1898イギリス租借）ハノイ
香港（1842イギリス領）

フ
ラ
ン
ス
領

イ
ン
ド
シ
ナ

済
南

青島

南京

杭州

蘇州蘇州

太原

漢城

上海

洛陽

釜山

　　旅順
（1898ロシア租借）

　　威海衛
（1898イギリス租借）

マカオ
（1887ポルトガル領）

　膠州湾
（1898ドイツ租借）

広州湾
（1899フランス租借）

台湾
（1895日本領）

朝鮮
（1910日本領）

日
本

0 400km

日 　 本
ロ シ ア
ド イ ツ
イギリス
フランス

列強の鉄道敷設権

列強の勢力範囲

イギリス
アメリカ
フランス
ロシア

ドイツ
ベルギー・ロシア・フランス
中国自設鉄道

12 東アジアの変革

36 第2章　二つの戦争と大日本帝国

下
しもの

関
せき

条約の調印直後，日本の中国東北部への侵
しん

出
しゅつ

をはばもうとするロシアは，ドイツ・フラン

スとともに，遼
リアオ

東
トン

半島を清国に返
へん

還
かん

するよう日本に要求しました（三

国干
かん

渉
しょう

）。軍事的な干渉をさけるため，日本は賠
ばい

償
しょう

金3,000万両
テール

（約

4,500万円）とひきかえに返還に応じましたが，その後，ロシアとの

戦争に向けた軍備拡張を急速にすすめました。

　一方，日清戦争後，日本への賠償金支払いに苦しむ清国は，列強

諸国から資金を借り受け，それと引きかえに列強は清国からさまざ

まな利
り

権
けん

を引き出しました。清国には軍事的圧力も加えられ，1898

（明
めい

治
じ

31）年には，ドイツやロシアなどが，清国各地で租
そ

借
しゃく

地
ち
＊や鉄

道の敷
ふ

設
せつ

権などを獲
かく

得
とく

しました。さらに1899年，清国での利権獲得

競争に出遅れていたアメリカが，清国の門
もん

戸
こ

開
かい

放
ほう

を提
てい

唱
しょう

すると，列
れっ

強
きょう

による清国をめぐる争いは，いっそうはげしくなりました。

こうした列強の動きに対し，清国では改革派を

中心にすみやかな政治改革を求める機
き

運
うん

が高ま

り，1898年には光
こう

緒
しょ

帝
てい

が，議会政治を基礎とする立憲君主制の樹立

をめざす改革を実施しました（戊
ぼ

戌
じゅつ

変
へん

法
ぽう

）。しかし，西
せい

太
たい

后
こう

ら保守派

がクーデターをおこしたため，改革は失敗におわりました。

　日清戦争後の朝鮮では，国王高
コ

宗
ジョン

を中心に，日本の介
かい

入
にゅう

を拒否し，

ロシアに接近する動きがみられました。これに対して，駐
ちゅう

朝
ちょう

公
こう

使
し

三
み

三国干渉と
列強の中国分割

りょうとう

→12

王朝の自己改革

1871～ 1908

1835～ 1905

こうそう1852～ 1919

5

10

15

20

パイを切りわけている人たちは
だれでしょうか。切りわけられ
ているところはどこでしょうか。

えてみ考 よう

01列強の中国分割　

32分割される
中国の風

ふう

刺
し

画　

　租借地とは，一定期間，他国に貸し
与えた土地をさします。清国が列強諸
国に認めた租借期間は，99年に設定さ
れることが多く，清国はその土地の潜

せん

在
ざい

的な主権はもっていましたが，実質
的には，借り入れた列強諸国が長期間
にわたり支配することになりました。

＊租借地

スポットライト

物

スポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライトスポットライト

物物人

改革を後押し

　朝鮮王朝の国王高宗の王
おう

妃
ひ

で，明
成皇后とよばれます。出身が閔氏だ
ったので，このようにもよばれます。
政治力もあったため，王妃の力を背
景に，閔氏一族が高宗の宮廷を支配
しました。日本・清国・ロシアという
大国の圧力のもとで，高宗と王妃は
政治の舵

かじ

取りに悩みます。駐朝公使
三浦梧楼は，「女性としては実に珍

めずら

しい才のある豪
え

らい人であった」と
たたえる回

かい

想
そう

を残しています。

めい

ミョン

せい

ソン

閔
ミン

妃
ピ
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浦
うら

梧
ご

楼
ろう

らは，王妃閔
ミン

妃
ピ

を親
しん

露
ろ

派
は

の代表とみなし，1895年10月に朝鮮

王宮に侵
しん

入
にゅう

して虐
ぎゃく

殺
さつ

しました（閔妃殺害事件）。以後，朝鮮国内での

反日感情はますます高まり，義
ぎ

兵
へい

闘争が全国にひろがっていきまし

た。1897年，朝鮮は，清国や日本などと対等な国であることを示す

ため国号を大
だい

韓
かん

帝
てい

国
こく

と改め，高宗は皇
こう

帝
てい

に即
そく

位
い

しました。高宗のも

とで，土地制度や貨
か

幣
へい

金融制度など，さまざまな側面での改革が試

みられました。

日本でも，政治のあり方がかわっていきました。

1898年，藩
はん

閥
ばつ

政府に対抗するために自由党と進

歩党が合同して憲
けん

政
せい

党
とう

を結成し，さらにこの年に，憲政党の大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

を首相，板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

を内務大臣とする日本初の政党内閣が誕
たん

生
じょう

しま

した（隈
わい

板
はん

内閣）。

　しかし隈板内閣は 4か月で崩
ほう

壊
かい

し，かわって山
やま

県
がた

有
あり

朋
とも

が藩閥勢力

による内閣を組織します。山県内閣は，労働運動・農民運動の取り

締まりのために治
ち

安
あん

警
けい

察
さつ

法
ほう

を制定し，さらに軍
ぐん

部
ぶ

大
だい

臣
じん

現
げん

役
えき

武
ぶ

官
かん

制
せい

の

導入によって，軍部の独立性を高める施
し

策
さく

も実施しました。

　一方，政党政治の必要性を感じた伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

は，1900年，官
かん

僚
りょう

や憲

政党などを結集した立
りっ

憲
けん

政
せい

友
ゆう

会
かい

を組織しました。立憲政友会は，帝

国議会の過半数の議席を占める大政党となり，藩閥勢力出身の元
げん

勲
くん

と政党が一体となった政治体制が成立しました。
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❶事件の様子は欧米のメディアでも報道され，
日本は国際的非難を受けました。そのため，
政府は関係者の軍人 8名と民間人48名を裁判
にかけましたが，証

しょう

拠
こ

不十分として全員を無
罪・免

めん

訴
そ

としました。

❸憲政党は，隈板内閣の崩壊前後から内部分
裂をおこし，板垣退助ら旧自由党系の党員が
憲政党を，大隈重信ら旧進歩党系は憲政本党
を結成しました。立憲政友会の設立に対し，
憲政党は解党して合流しました。

0藩閥と政党の関係図　

❷この制度の導入によって，陸軍・海軍大臣
になる資格が，現役の大

たい

将
しょう

か中
ちゅう

将
じょう

に限定され
ました。

❹明治政府の樹
じゅ

立
りつ

に寄
き

与
よ

し，そののち政府内
で功

こう

績
せき

を挙げた人々です。議会開設以降も，
国家の重要な事柄について，政府や天皇に意
見を述べ，その決定にかかわるなど強い影響
力をもちました。

0藩閥と政党の関係図

● 教科書

● 演習ノート DVD

■三国干渉と列強の中国分割　下関条約の調印直後，ロシアは，ドイツ・フランスとともに，
〔❶ 〕半島を清国に返還するよう日本に要求しました（〔❷ 〕）。日本は賠償金3,000
万両（約4,500万円）とひきかえに返還に応じましたが，その後，ロシアとの戦争に向けた軍備拡張を急
速にすすめました。
　一方，日清戦争後，列強は清国からさまざまな利権を引き出しました。1898（明治31）年には，ドイツ
やロシアなどが，清国各地で租借地や鉄道の敷設権などを獲得しました。さらに1899年，清国での利権
獲得競争に出遅れていたアメリカが，清国の〔❸ 〕を提唱すると，列強による清国をめぐる
争いは，いっそうはげしくなりました。
■王朝の自己改革　こうした中，清国では改革派を中心にすみやかな政治改革を求める機運が高ま
り，1898年には光

こう

緒
しょ

帝
てい

が，議会政治を基礎とする立憲君主制の樹立をめざす改革を実施しました
（〔❹ 〕変法）。
　日清戦争後の朝鮮では，国王高

こう

宗
そう

を中心に，ロシアに接近する動きがみられました。これに対して，
駐朝公使〔❺ 〕らは，王妃〔❻ 〕を親露派の代表とみなし，1895年に王妃を虐殺しま
した（〔❻〕殺害事件）。以後，〔❼ 〕闘争が全国にひろがり，1897年，朝鮮は，日清両国などと対
等な国であることを示すため国号を〔❽ 〕に改め，高宗は皇帝に即位しました。
■藩閥勢力と政党政治　日本でも，政治のあり方がかわっていきました。1898年，藩閥政府に対抗する
ために自由党と進歩党が合同して〔❾ 〕を結成し，さらにこの年に，〔❾〕の大隈重信を首相，
板垣退助を内務大臣とする日本初の政党内閣が誕生しました（〔❿ 〕内閣）。
　しかし〔❿〕内閣は 4か月で崩壊し，〔⓫ 〕が藩閥内閣を組織します。〔⓫〕内閣は，労働運
動・農民運動の取り締まりのために〔⓬ 〕法を制定し，さらに〔⓭ 〕現役武官制
の導入によって，軍部の独立性を高める施策も実施しました。
　一方，伊藤博文は，1900年，官僚や〔❾〕を結集した〔⓮ 〕という政党を組織しました。
〔⓮〕は，帝国議会の過半数の議席を占める大政党となり，藩閥勢力出身の元

げん

勲
くん

と政党が一体となった政
治体制が成立しました。

　次の「列強の中国分割図」をみて，〔ａ〕～〔ｆ〕
に該当する国名を答えよう。
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〔ｅ 〕

〔ｆ 〕

₁₂ 東アジアの変革 教科書p.36～p.37
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■義和団戦争から日露戦争へ　日清戦争後，中国農民の伝統的な生活は，列強の権益拡大により破
壊され，各地で外国を敵視する排外運動がひろがっていきました。なかでも反キリスト教運動の
〔❶ 〕は「扶

ふ

清
しん

滅
めつ

洋
よう

」をスローガンに蜂起して勢力をひろげると，1900（明治33）年には北京の
公使館街を攻撃しました。清国政府も反乱を支持して外国に宣戦布告しました。これに対して，日本軍
を主力とする 8か国の連合軍が反撃し，北京を占領して，清国に北京での駐兵権や賠償金などを認めさ
せます。この事件を〔❷ 〕といいます。このとき，ロシアも出兵しましたが，ロシア軍が満
州を占領したため，これに警戒感を強めた日本は，1902年にイギリスと〔❸ 〕をむすんで対
抗しました。その後も，満州・韓国での利権をめぐる日本とロシアの交渉は進展せず，日本国内ではロ
シアとの戦争を支持する声が高まっていきました。少数ですが社会主義者やキリスト教徒など，戦争に
反対して非戦論を唱える人々もいました。
　1904年 2 月，ついに日露戦争がはじまります。日露戦争とはいっても主な戦場は満州でした。軍港の
〔❹ 〕や満州の重要都市奉

ほう

天
てん

をめぐる戦いでは，両軍に大きな犠牲が出ました。日本は，翌年 5
月のバルチック艦隊と戦った〔❺ 〕にも勝利しましたが，財政的にも戦力的にも戦争継続
はもはや限界でした。また同じころ，ロシア国内で革命運動が高まったため，ロシアも講和に向けて動
き，アメリカ大統領の仲介でアメリカのポーツマスで講和会議が開かれることになりました。1905年 9
月，〔❻ 〕とウィッテを両国の全権として〔❼ 〕講和条約がむすばれました。
内容は，ロシアが，①日本の〔❽ 〕に対する優越権・支配権を認め，②〔❹〕・大連の租借権と長
春－〔❹〕間の鉄道敷設権を日本に譲渡すること，③北緯50度以南の〔❾ 〕を日本に割譲すること
などです。
　日露戦争の結果，日本は，〔❽〕の植民地化をすすめるとともに，中国大陸での利権の拡大をさらに求
めていくことになります。
■日本の中国侵出と韓国の植民地化　日露戦争後，日本は〔❼〕講和条約で得た遼東半島の租借地を
関東州と名付け，〔❹〕に〔10 〕をおいて軍による支配をおこないます。1906年には
〔11 〕（満鉄）を半官半民の形で設立しました。満鉄の事業は，鉄道営業や鉄鋼業，
鉱山など多方面にわたり，日本の満州での経済的活動の拠点となっていきます。
　一方，〔❽〕に対しては，日本は日露戦争の開始直後から保護国化をすすめました。日露戦争終結直後
の1905年11月には，第 2次〔12 〕を強要し，〔❽〕の外交権をうばい，漢

かん

城
じょう

（現在のソウル）に
統
とう

監
かん

府
ふ

をおきました。初代統監には〔13 〕が就任しました。
　このような日本の侵略行為に対して，〔❽〕の人々の反発は激しく，1907年，高宗はオランダの
ハーグでひらかれた万国平和会議に密使を派遣し，日本による保護国化の不当性を訴えました
（〔14 〕事件）。しかし日本は，これを口実に高宗を退位させ，さらに第 3次〔12〕を締結し
て内政権を掌握し，韓国軍を解散させました。韓国軍の軍人は日本と戦う〔15 〕に合流し，
闘争はより激しくなりました。1909年には前統監の〔13〕が〔15〕の活動家だった安

あん

重
じゅう

根
こん

に暗殺されました。
日本は，日本への抵抗の動きに対し，軍隊や警察を動員して弾圧しました。そして1910年，韓国併合条
約をおしつけ，〔❽〕を植民地化しました（韓国併合）。日本は〔❽〕を廃滅して朝鮮と改め，首都漢城を京

けい

城
じょう

と改称し，〔16 〕を支配機関として設置しました。

13 日露戦争から韓国併合へ 教科書p.38～p.39
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1893年，世界で最初の女性参政権がニュージーランドで成立しました。その後，欧米の多
くの国が，第二次世界大戦前に女性参政権を実現しています。日本は1946年です。
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をはばもうとするロシアは，ドイツ・フラン

スとともに，遼
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半島を清国に返
へん

還
かん

するよう日本に要求しました（三

国干
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渉
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）。軍事的な干渉をさけるため，日本は賠
ばい
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しょう

金3,000万両
テール

（約

4,500万円）とひきかえに返還に応じましたが，その後，ロシアとの

戦争に向けた軍備拡張を急速にすすめました。

　一方，日清戦争後，日本への賠償金支払いに苦しむ清国は，列強

諸国から資金を借り受け，それと引きかえに列強は清国からさまざ

まな利
り

権
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を引き出しました。清国には軍事的圧力も加えられ，1898

（明
めい

治
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による清国をめぐる争いは，いっそうはげしくなりました。

こうした列強の動きに対し，清国では改革派を
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緒
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が，議会政治を基礎とする立憲君主制の樹立

をめざす改革を実施しました（戊
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）。しかし，西
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太
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がクーデターをおこしたため，改革は失敗におわりました。

　日清戦争後の朝鮮では，国王高
コ

宗
ジョン

を中心に，日本の介
かい

入
にゅう

を拒否し，

ロシアに接近する動きがみられました。これに対して，駐
ちゅう

朝
ちょう

公
こう

使
し

三
み

三国干渉と
列強の中国分割

りょうとう

→12

王朝の自己改革

1871～ 1908

1835～ 1905

こうそう1852～ 1919

5

10

15

20

パイを切りわけている人たちは
だれでしょうか。切りわけられ
ているところはどこでしょうか。
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01列強の中国分割　
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　租借地とは，一定期間，他国に貸し
与えた土地をさします。清国が列強諸
国に認めた租借期間は，99年に設定さ
れることが多く，清国はその土地の潜

せん

在
ざい

的な主権はもっていましたが，実質
的には，借り入れた列強諸国が長期間
にわたり支配することになりました。
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せい

ソン

閔
ミン

妃
ピ

1851～95
びん ひ

授業のねらい
日清戦争後，列強が清国に侵出する
状況を具体的に把握し，そのような
なかで清国や朝鮮がそれぞれにおこ
なった改革と，日本では藩閥に対し
て政党が台頭してきたことを理解さ
せる。

考えてみよう
解答 切りわけているのは，左からイ
ギリス（ヴィクトリア女王），ドイツ
（ヴィルヘルム2世），ロシア（ニコラ
イ2世），フランス（当時は第三共和
政），日本。切りわけられているのは，
中国。後ろで手をあげているのは李
鴻章か。

授業の展開例
①三国干渉により日露関係が緊張
に向かうことを理解する（Q①
を活用）。列強の中国分割につ
いて，＜考えてみよう＞や地図
①を活用し，世界史上でのロシ
アとイギリスの対立にも留意し
ながら把握させる（Q②を活用）。
②列強の侵出に対する清国の改革
（Q③を活用）と，朝鮮の状況
を把握させる（「人物スポットラ
イト」・Q④を活用）。
③日清戦争後の日本の政治状況を，
伊藤博文と山県有朋を軸に把握
し（Q⑤を活用），それが藩閥
内閣と政党内閣が交替する桂園
時代に続くことを理解させる。

発問例
Q①ロシアはなぜ，遼東半島の返還
を求めて三国干渉をおこなったの
だろうか。
A①港湾（旅順や大連）の獲得と，
そこへの鉄道の敷設が目的。
Q②地図①の列強のなかから，ロシ
アと対立していた国を選ぼう。ま
た，そのことはなぜわかるか。
A②イギリス。ロシアが租借した旅
順や大連の対岸にあたる，威海
衛を租借しているから。

Q③清朝の改革が失敗したのはな
ぜだろうか。
A③西太后や保守派のクーデターが
おこったから。

西太后
咸豊帝の妃で，同治帝の母。光緒
帝は甥にあたり，当初は摂政とし
てこれを補佐したが親政後しだい
に溝が生じた。光緒帝が康有為ら
を登用して戊戌の変法を断行する
と，保守派とともにこれを止めさせ，
光緒帝を幽閉した。

1860年代以降のアメリカは，南北分裂の危機（南北戦争）をのりこえた後も，国内の工業化や鉄道網の整備など国力充実につとめた。19世紀末にはキューバやプエ
ルトリコ進出，ハワイ併合，フィリピン占領といった帝国主義政策に転じたが，中国侵出には遅れをとった。ミニトピック

板　書　例
【三国干渉と列強の中国分割】
●三国干渉＝ロシア・ドイツ・フランス，遼東半島の清国への返還を要求（1895）
　　　　　　　　　↓遼東半島の返還（かわりに賠償金4500万円）
　　　　　　　　日本，軍備拡張
●中国分割…ドイツ　　　ロシア　　　イギリス　　などによる（1898～）
　　　　　　　 　山東半島　　遼東半島　 　九竜と威海衛　→租借，鉄道敷設←A①
　　　　　　⇔アメリカ，清国の「門戸開放」を提唱（1899）
【王朝の自己改革】
●清国　改革派の要求→光緒帝，戊戌変法＝議会政治・立憲制の確立
　　　　　　↓西太后と保守派のクーデター←A③
　　　　　 失敗

国
民
の
間
で
は
「
臥
薪
嘗
胆
」
が
合
言
葉
に
な
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，

ロ
シ
ア
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の
反
感
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
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こ
と
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地図の
POINT

その後，ロシアとの

戦争に向けた軍備拡張を急速にすすめました。

A③

A①

考えてみようヒント
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37第1節　日清戦争と日露戦争

浦
うら

梧
ご

楼
ろう

らは，王妃閔
ミン

妃
ピ

を親
しん

露
ろ

派
は

の代表とみなし，1895年10月に朝鮮

王宮に侵
しん

入
にゅう

して虐
ぎゃく

殺
さつ

しました（閔妃殺害事件）。以後，朝鮮国内での

反日感情はますます高まり，義
ぎ

兵
へい

闘争が全国にひろがっていきまし

た。1897年，朝鮮は，清国や日本などと対等な国であることを示す

ため国号を大
だい

韓
かん

帝
てい

国
こく

と改め，高宗は皇
こう

帝
てい

に即
そく

位
い

しました。高宗のも

とで，土地制度や貨
か

幣
へい

金融制度など，さまざまな側面での改革が試

みられました。

日本でも，政治のあり方がかわっていきました。

1898年，藩
はん

閥
ばつ

政府に対抗するために自由党と進

歩党が合同して憲
けん

政
せい

党
とう

を結成し，さらにこの年に，憲政党の大
おお

隈
くま

重
しげ

信
のぶ

を首相，板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

を内務大臣とする日本初の政党内閣が誕
たん

生
じょう

しま

した（隈
わい

板
はん

内閣）。

　しかし隈板内閣は 4か月で崩
ほう

壊
かい

し，かわって山
やま

県
がた

有
あり

朋
とも

が藩閥勢力

による内閣を組織します。山県内閣は，労働運動・農民運動の取り

締まりのために治
ち

安
あん

警
けい

察
さつ

法
ほう

を制定し，さらに軍
ぐん

部
ぶ

大
だい

臣
じん

現
げん

役
えき

武
ぶ

官
かん

制
せい

の

導入によって，軍部の独立性を高める施
し

策
さく

も実施しました。

　一方，政党政治の必要性を感じた伊
い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

は，1900年，官
かん

僚
りょう

や憲

政党などを結集した立
りっ

憲
けん

政
せい

友
ゆう

会
かい

を組織しました。立憲政友会は，帝

国議会の過半数の議席を占める大政党となり，藩閥勢力出身の元
げん

勲
くん

と政党が一体となった政治体制が成立しました。

1847～ 1926 びん ひ →人物
❶

藩閥勢力と
政党政治

▶p.23

1838～ 1922

❷

❸

❹

5

10

15

20

❶事件の様子は欧米のメディアでも報道され，
日本は国際的非難を受けました。そのため，
政府は関係者の軍人 8名と民間人48名を裁判
にかけましたが，証

しょう

拠
こ

不十分として全員を無
罪・免

めん

訴
そ

としました。

❸憲政党は，隈板内閣の崩壊前後から内部分
裂をおこし，板垣退助ら旧自由党系の党員が
憲政党を，大隈重信ら旧進歩党系は憲政本党
を結成しました。立憲政友会の設立に対し，
憲政党は解党して合流しました。

0藩閥と政党の関係図　

❷この制度の導入によって，陸軍・海軍大臣
になる資格が，現役の大

たい

将
しょう

か中
ちゅう

将
じょう

に限定され
ました。

❹明治政府の樹
じゅ

立
りつ

に寄
き

与
よ

し，そののち政府内
で功

こう

績
せき

を挙げた人々です。議会開設以降も，
国家の重要な事柄について，政府や天皇に意
見を述べ，その決定にかかわるなど強い影響
力をもちました。

0藩閥と政党の関係図

桂太郎と西園寺公望
桂は長州藩の出身。ドイツ留学か
ら帰国後,陸軍で頭角をあらわした。
第1次内閣では日英同盟・日露戦
争や韓国保護条約，第2次内閣で
は韓国併合といった帝国主義政策
を推進した。西園寺は伊藤博文の
憲法調査に同行し，立憲政友会の
発足から参加した。第1次内閣で
は鉄道国有法制定など日露戦後の
国家経営につとめ，第2次内閣は
2個師団増設問題をめぐる陸軍大
臣辞任により総辞職した。

大韓帝国と高宗の改革
高宗は，清国の冊封体制から離脱
したことを示すために独自の年号
「光武」を定め，「皇帝」に即位し
て国号を「大韓」とした。国家基
本法「大韓国国制」を制定し，土
地調査など近代化事業をおこなっ
た（→ミニトピック）。しかし，そ
れらは財政難のなかでおこなわれ
たために民衆の負担は増し，さま
ざまな抗争がおこった。

発問例
Q④駐朝公使三浦梧楼が閔妃を殺
害したのはなぜだろうか。
A④朝鮮侵出をくわだてる日本をき
らってロシアに接近した首謀者で
あると考えたから。
Q⑤藩閥出身の伊藤博文と山県有朋
が政党政治に対してとった態度の
違いをまとめよう。
A⑤伊藤博文は政党をとりこみ，山
県有朋はこれを嫌った。

隈板内閣の崩壊
尾崎行雄文相のいわゆる「共和演
説事件」（金権政治を批判する演
説において，日本が共和制になっ
たと仮定して説明したことが問題
化）により辞任し，後任をめぐり
旧自由党勢力と旧進歩党勢力の間
が紛糾したのが原因である。

元勲から元老へ
長州閥の伊藤博文と薩摩閥の黒田
清隆が詔勅によって「元勲」の待
遇を受けたのがはじまり。やがて
伊藤・山県有朋・松方正義らが第
一線を退くと「元老」とよばれた。
井上馨ら首相を経験していない者
も含まれ，西園寺公望（公家）は
薩摩・長州以外の唯一の元老であ
る。大正期以後，次期首相を人選
する役割をになうが，明治憲法に
元老に関する規定はなかった。

1899年，漢城では王室とアメリカの技術者が共同出資して市電が敷設された。これは京都についで東アジアでは2番目のことで，当初は京都から出向した日本人が運
転した。電灯・電話や映画も登場し，漢城には文明開化的な状況が到来した。ミニトピック

板　書　例
●朝鮮　ロシアに接近→閔妃殺害事件（駐朝公使三浦梧楼ら）→反日感情高まり，義兵闘争
　　　　大韓帝国に改称（1897）→皇帝となった高宗による改革
【藩閥勢力と政党政治】
●日本初の政党内閣　憲政党（自由党と進歩党が合同）による「隈板内閣」
　　　　　　　　　　　　　↓4か月で崩壊　　　　　　　　　　首相に大隈重信，内相に板垣退助
●藩閥内閣と政党内閣　ふたたび，藩閥内閣　山県有朋による←A⑤
　　　　　　　　　　　　　  　労働運動・農民運動の取り締まり…治安警察法（1900）
　　　　　　　　　　　　　　　軍部大臣現役武官制（1900）…陸相・海相は軍部から
　　　　　　　　　　　立憲政友会の結成（1900）伊藤博文による。憲政党は解散し，合流
　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　↑A⑤
　　　　　　　　　　　桂園時代　藩閥内閣（桂太郎）と政党内閣（西園寺公望）が交互に

藩
はん

閥
ばつ

政府
▶

日本初の政党内閣
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POINT

日清戦争後，第2次伊藤内閣は自由党に接近（板垣退助が入閣）し，第2次松方
内閣は進歩党に接近（大隈重信が入閣）する。藩閥と政党は近づいていく。

図版のPOINT

● テスト問題 DVD

● 教授用指導書

第２章 二つの戦争と大日本帝国 

１２ 東アジアの変革 

 

１ 次の文章について，下の設問に答えましょう。 

 下関条約の調印後，ａ欧州の３か国が（ Ａ ）を清国に返還するよう日本に要求しました。日

本はこの三国干渉に応じましたが，ロシアとの戦争に向けた軍備拡張をすすめました。列強諸国は

一方で，日本への賠償金の支払いに苦しむ清国からｂ租借地や鉄道の敷設権を獲得しました。さら

に1899年，（ Ｂ ）も清国の門戸開放を提唱するなど，清国をめぐる列強間の争いは激化しました。

こうした列強の動きに対し，ｃ清国では1898年に政治改革がおこなわれました。朝鮮でも，日清戦

争後にｄ日本の介入を拒否する動きがみられたり，国王高宗のもとで改革が試みられたりしました。 

 

問１ 空欄（ Ａ ）にあてはまる地名を漢字で答えましょう。           （          ） 

 

問２ 空欄（ Ｂ ）にあてはまる国名を答えましょう。              （          ） 

 

問３ 下線部ａの国名の組み合わせとして正しいものを，次の①～④から一つ選びましょう。 

 ① ロシア，イギリス，フランス   ② ロシア，ドイツ，イギリス 

 ③ ロシア，ドイツ，フランス    ④ ドイツ，イギリス，フランス     （   ） 

 

問４ 下線部ｂに関連して，右の地図中のＸの範囲に租借地

や鉄道敷設権を獲得した国はどこですか。次の①～④か

ら一つ選びましょう。 

  ① ロシア     ② イギリス 

  ③ フランス    ④ ドイツ     （   ） 

                  

問５ 下線部ｃの改革について述べたａ・ｂの文の正誤の組

み合わせとして正しいものを，次の①～④から一つ選び

ましょう。 

ａ 議会政治を基礎とする立憲君主制の樹立をめざした 

改革が実施されました。 

  ｂ 光緒帝が改革派を弾圧したため，改革は失敗に終わ 

りました。 

 

① ａ－正   ｂ－正    ② ａ－正   ｂ－誤 
③ ａ－誤   ｂ－正    ④ ａ－誤   ｂ－誤            （   ） 

 

問６ 下線部ｄに関連した朝鮮での出来事について述べた文として誤っているものを，次の①～④か

ら一つ選びましょう。 

① 国王や王妃を中心に清国に接近する動きをみせました。 
② 王妃の閔妃が日本によって殺害されました。 
③ 反日感情が高まり，義兵闘争が全国に拡大しました。 
④ 清国・日本と対等であることを示すため国号を大韓帝国としました。     （   ） 

Ｘ 

２ 次の文章について，下の設問に答えましょう。 

  日本では，1898年，藩閥政府に対抗するために自由党と進歩党とが合同した Ｘ が結成され，

同年，この新党を中心としたａ日本初の政党内閣が誕生しました。しかし，この内閣はわずか４か

月で崩壊し，かわってｂ（ Ａ ）が藩閥勢力を中心とした内閣を組織しました。一方，藩閥勢力

出身の元勲でありながら政党政治の必要性を感じた（ Ｂ ）は，1900年に官僚や旧自由党系など

を結集した Ｙ を組織した。 

 

問１ 空欄 Ｘ と Ｙ にあてはまる政党名の組み合わせとして正しいものを，次の①～④から一

つ選びましょう。 

  ① Ｘ＝憲政党   Ｙ＝立憲改進党     ② Ｘ＝憲政党   Ｙ＝立憲政友会 

  ③ Ｘ＝憲政本党  Ｙ＝立憲改進党     ④ Ｘ＝憲政本党  Ｙ＝立憲政友会 

（   ） 

 

問２ 下線部ａについて，問１の政党の中心人物で，この内閣の首相および内務大臣となった人物の

名をそれぞれ答えましょう。 

                                  首  相（          ） 

                                  内務大臣（          ） 

 

問３ 空欄（ Ａ ）にあてはまる人物名を答えましょう。           （          ） 

 

問４ 下線部ｂの内閣の政策について述べたａ・ｂの文の正誤の組み合わせとして正しいものを，次

の①～④から一つ選びましょう。 

  ａ 労働運動や農民運動の取り締まりのため，治安維持法を制定しました。 

  ｂ 軍部大臣現役武官制を導入して，政党政治に対する軍部の独立性を高めました。 

 

① ａ－正   ｂ－正    ② ａ－正   ｂ－誤 
③ ａ－誤   ｂ－正    ④ ａ－誤   ｂ－誤             （   ） 

 

問５ 空欄（ Ｂ ）にあてはまる人物名を答えましょう。           （          ） 

 

 

 

 

板書例は加工可能な
Wordデータも用意

教授用
総合

指導書

具体的な授業づくり
をサポート
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● 一問一答 ● 白地図ワーク

一問一答              年 組 番名前         

１２ 東アジアの変革（教科書ｐ.36～37）  

 

(1)下関条約の調印直後，ロシアは他の２国とともに，遼東半島を清国に 

 返還するよう日本に要求しました。他の２国とはどこですか。 

 

(2)(1)の出来事を何といいますか。 

 

(3)清国は列強諸国から圧力を受け，土地を貸し与えることもしました。 

 実質的には列強が長期間支配した，このような土地を何といいますか。 

 

(4)清国での利権獲得競争に出遅れていたため，1899 年に清国の門戸開 

 放を提唱して参入をねらった国はどこですか。 

 

(5)清国では，1898 年に光緒帝のもとで議会政治と立憲君主制の樹立を 

めざす改革がおこなわれました。この改革を何といいますか。  

 

(6)(5)の改革は，保守派のクーデターにより失敗に終わりました。保守 

 派の中心人物は誰ですか。漢字 3 字で答えよう。 

 

(7)日清戦争後にロシアに接近をはかり，1895 年に駐朝公使らの王宮侵 

 入を受けて虐殺された，朝鮮国王高宗の皇后はだれですか。 

 

(8)1897 年，朝鮮は，清国や日本などと対等な国であることを示すため 

 国号を改めました。その国号を漢字４字で答えよう。 

 

(9)1898 年，藩閥政府に対抗するために自由党と進歩党が合同してでき 

 た政党は何ですか 

 

(10)同年に(9)を中心とした日本初の政党内閣が誕生しますが，その 

首相となった人物はだれですか。 

 

(11)隈板内閣にかわって藩閥勢力を中心とした山県有朋内閣が，労働 

運動や農民運動の取り締まりのために制定した法律は何ですか。 

 

(12)山県内閣は，陸軍・海軍大臣になる資格を現役の大将か中将に限定 

 しました。この制度を何といいますか。 

 

(13)1900 年，政党政治の必要性を感じた伊藤博文が，官僚や(9)などを 

結集して組織した政党は何ですか。 

          

      

     

      

     

      

     

      

       

    

           

      

       

第2章

朝

　
　
　
　
鮮

清

日
本 宇品

奉天（瀋陽）

漢城

元山

釜
山

山東半島

対馬

済州島

遼東半島

江華島

う じな

日　本　海

黄　海

鴨
緑

江

大連

旅順

威海衛

豊島沖海戦
1894.7.25

仁川

平壌

黄海海戦
́94.9.17

0
200
km

a

ハルビン

長春

沿
海
州

ウ
ラ
ジ
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク

奉天

大連
北京

天津

福州
厦門

広州

長沙

沙市

漢口
武
昌

重慶

九竜（1898イギリス租借）ハノイ
香港（1842イギリス領）

フ
ラ
ン
ス
領

イ
ン
ド
シ
ナ

済
南

青島

南京

杭州

蘇州蘇州

太原

漢城

上海

洛陽

釜山

　　旅順
（1898ロシア租借）

　　威海衛
（1898イギリス租借）

マカオ
（1887ポルトガル領）

　膠州湾
（1898ドイツ租借）

広州湾
（1899フランス租借）

台湾
（1895日本領）

朝鮮
（1910日本領）

日
本

0 400km

11　日清戦争
12　東アジアの変革

〈1〉日清戦争関係図（教科書p.35）

〈2〉列強の中国分割（教科書p.36）

① 1894年，地図中　　を中心に展開した
農民の反政府武装蜂起の名称を書きな
さい。

② 日清戦争中の日本軍の進路を赤で着色
しなさい。 

③ 1895年，aで結ばれた日清戦争の講和
条約の名を書きなさい。

④ ③で日本に割譲された島で，日本の支
配に反対する人々が中心となって樹立
された国の名を書きなさい。

① 中国分割後の列強の勢力範囲を次のよ
うに着色しなさい。

　 ドイツ＝青
　 ロシア＝緑
　 日本＝赤 
② 1898年にロシアが租借地とした旅順･
大連がある半島は，三国干渉で日本が
清国に返還したところである。半島の
名を書きなさい。

③ 1897年，朝鮮は国号を改めた。この国
号を書きなさい。

知識が確認できる
一問一答

生徒が取り組みやすい
白地図での作業

B4判。加工可能な
データも用意

DVD DVD

● 授業プリント DVD
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 2 中世・近世の日本
思うままに政治を動かす平

へい

氏
し

に対して，貴族や寺

社，武士の反感が高まり，やがて源
みなもとの

頼
より

朝
とも

が挙
きょ

兵
へい

して平氏を滅ぼしました。頼朝は1192年に征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となり，配

下の武士（御
ご

家
け

人
にん

）と主従関係をむすんで，武
ぶ

家
け

政権を成立させま

した（鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

）。頼朝の死後，執
しっ

権
けん

の北
ほう

条
じょう

氏
し

が幕府の実権をにぎ

るようになり，承
じょう

久
きゅう

の乱で朝
ちょう

廷
てい

勢力をやぶったのち，幕府の支配は

全国的にひろがっていきました。

しかし，13世紀後半の2度にわたるモンゴル軍襲
しゅう

来
らい

（元
げん

寇
こう

）をさ

かいに，幕府の政治は行きづまっていきます。後
ご

醍
だい

醐
ご

天皇は政治の

実権をとりもどすため，幕府に不満をもつ御家人や新
しん

興
こう

の武士勢力

を味方につけ，1333年に鎌倉幕府を滅ぼしました。

1334年，後醍醐天皇を中心とする政治（建
けん

武
む

の

新
しん

政
せい

）がはじまりますが，武家政権の復活をめざ

す足
あし

利
かが

尊
たか

氏
うじ

が兵をあげ，1338年に室
むろ

町
まち

幕府をひらきました。一方，

朝廷は南北に分
ぶん

裂
れつ

し，全国の武士も二つの勢力にわかれて，60年

近く動
どう

乱
らん

が続きました（南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

の動乱）。1392年に南北朝を統一し

た3代将軍足利義
よし

満
みつ

は，中国（明
みん

）・朝鮮と正式な国
こっ

交
こう

をひらいて

貿易をはじめました（日
にち

明
みん

貿易・日
にっ

朝
ちょう

貿易）。

琉
りゅう

球
きゅう

（沖縄県）では，15世紀前半に琉球王国が成立し，日本や

中国，朝鮮，東南アジア諸国との中
ちゅう

継
けい

貿易で繁
はん

栄
えい

し，独自の文化を

きずきました。また蝦
え

夷
ぞ

地
ち

（北海道）では，15世紀になってアイ

ヌの人々と和
わ

人
じん

（本州の人々）の交易がさかんになりましたが，和

人の勢力拡大に対するアイヌの蜂
ほう

起
き

もおきました。

1467年，将軍の跡
あと

継
つ

ぎをめぐる争いから応
おう

仁
にん

の乱がはじまりま

した。幕府の影響力が失われるなか，下
げ

剋
こく

上
じょう

の風潮がひろまって各

地に戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

が登場し，はげしく争うようになりました（戦国時代）。

室町時代には，禅
ぜん

宗
しゅう

の影響を受けた武家文化と公
く

家
げ

文化が融合し

た新たな文化がうまれ，また民
みん

衆
しゅう

も文化の担い手となりました。

尾
お

張
わり

（愛知県）の戦国大名であった織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

は，

各地の有力大名を次々とやぶって全国統一をすす

め，1573年には室町幕府を滅ぼしました。信長の死後，豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が各地の大名を滅
めつ

亡
ぼう

・降
こう

伏
ふく

させ，1590年に全国統一を実現しました。

鎌倉時代

❶

室町時代

→人物
❷

❸

安土桃山時代

❶13世紀，モンゴルはユー
ラシア大陸の東西にまたがる
広大な帝

てい
国
こく
をきずいていまし

た。モンゴル（元）の皇
こう
帝
てい
フ

ビライは，朝鮮の高
こう
麗
らい
を服
ふく
属
ぞく

させたのち日本にも服従を求
めますが，幕府が拒否したた
め，日本を襲撃しました。し
かし，こうした政治的緊張の
なかでも，日本・元・高麗の
間の民間貿易はさかんにおこ
なわれていました。

❸下の者が上の者を実力で凌
しの

ぐこと。

足
あし

利
かが

義
よし

満
みつ

●1358～1408

894年の遣
けん
唐
とう
使
し
の停止

以来，日本と中国の間に正
式な国交はなく，民間の貿
易がおこなわれていました。
義満は明の皇帝から「日本
国王」の称号を得て，明の
皇帝の臣

しん
下
か
として位置づけ

られることで，明との国交
を500年ぶりに再開し，
日明貿易をすすめました。

❷日明貿易では，私貿易と区
別するため，正式な貿易船に
明の皇帝から合

あい
札
ふだ
（勘
かん
合
ごう
）が

与えられました。そのため勘
合貿易ともいわれます。

7

❹百姓や町人とは別の身分と
して，えた・非

ひ
人
にん
とよばれる

人々がおり，居住地や結婚・
交際，服装などできびしい差
別を受けました。明治になっ
て身分解放令（1869年）が
出されたのちも，社会的差別
は続きました。

秀吉は太
たい

閤
こう

検
けん

地
ち

・刀
かたな

狩
がり

をおこなって武士と農民の身分をわけ（兵
へい

農
のう

分
ぶん

離
り

），近
きん

世
せい

の身分社会の土台をつくりました。1592年から，秀吉

は明の征
せい

服
ふく

をめざした朝鮮侵
しん

略
りゃく

（文
ぶん

禄
ろく

・慶
けい

長
ちょう

の役
えき

）をはじめますが

失敗し，朝鮮社会に大きな被
ひ

害
がい

をもたらしました。

15～16世紀にヨーロッパ人の海外進出が活発になるなか，1543

年には鉄
てっ

砲
ぽう

が，1549年にはキリスト教が日本に伝わり，ポルトガ

ルやスペインとの南
なん

蛮
ばん

貿易がはじまりました。

秀吉の死後，関
せき

ヶ
が

原
はら

の戦い（1600年）に勝利し

た徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

は，1603年に江
え

戸
ど

幕府をひらきました。

以後，約260年間にわたる江戸時代には，幕府と藩
はん

（大名の領地と

支配組織）が全国の土地と人々を支配する幕
ばく

藩
はん

体制がとられ，人々

は武士と百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

を中心とする身分にわけられました。

初期の江戸幕府は，ヨーロッパやアジア諸国と積極的に交易をお

こないましたが，しだいにキリスト教禁止政策と貿易統制をすすめ，

3代将軍徳川家
いえ

光
みつ

の時代までに「鎖
さ

国
こく

」が完成しました。

17世紀後半になると，幕府は武力のみにたよらず儒
じゅ

学
がく

（なかで

も朱
しゅ

子
し

学
がく

）の思想にもとづいた文
ぶん

治
ち

政治をとるようになりました。

このころには農業や諸産業が発達し，陸上・海上の交通も整備され

て各地の都市が発展しました。ゆたかになった町人は，元
げん

禄
ろく

文化と

よばれる新しい文化をうみだしました。

18世紀になると，窮
きゅう

乏
ぼう

する幕府の財政をたてなおすため，8代将

軍徳川吉
よし

宗
むね

による享
きょう

保
ほう

の改革や，田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

による商人の力を利用し

た政治，松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

による寛
かん

政
せい

の改革がおこなわれました。また，諸

藩でも財政難に対処するため，さまざまな藩
はん

政
せい

改革がおこなわれま

した。一方，災害や飢
き

饉
きん

などをきっかけに，農村では百姓一
いっ

揆
き

，都

市では打ちこわしが多発するようになりました。

19世紀になると，ロシアやイギリスなどの外国船が日本沿岸に

あらわれるようになり，危機感をもった幕府は1825年に異
い

国
こく

船
せん

打
うち

払
はらい

令
れい

を発しました。1830年代には天
てん

保
ぽう

の飢饉をきっかけに百姓一

揆や打ちこわしがあいつぎ，1837年の大
おお

塩
しお

平
へい

八
はち

郎
ろう

による乱（大塩

の乱）は幕府に衝
しょう

撃
げき

を与えました。こうした国内外の危
き

機
き

に対して

水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

による天保の改革がおこなわれますが，失敗に終わります。

一方，薩
さつ

摩
ま

・長
ちょう

州
しゅう

・土
と

佐
さ

などの諸藩は財政の再建と軍事力の強化に

成功し，幕
ばく

末
まつ

の政
せい

局
きょく

で指導的な役割をはたすようになります。

江戸時代

❹

→トピック

❺

❺ロシアはラクスマンを蝦夷
地に，レザノフを長崎に送っ
て通商を求めましたが，幕府
は「鎖国」を理由に拒否しま
した。1808年には，オラン
ダ船を追ったイギリス軍

ぐん
艦
かん
が

長崎港に侵入する事件がおき
ました（フェートン号事件）。

Topic
「鎖国」と四つの口

「鎖国」といっても完全
に国が閉ざされたわけでは
なく，四つの窓口がひらか
れていました。幕府は，長
崎でオランダ・中国との貿
易をおこなういっぽう，対

つ

馬
しま
の宗
そう
氏
し
が朝鮮との，薩摩

藩が琉球王国との，松
まつ
前
まえ
藩

が蝦夷地のアイヌとの貿
易・外交をおこなうことを
それぞれ認めていたのです。

授業
プリント
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 2 中世・近世の日本…問題編

思うままに政治を動かす平
へい

氏
し

に対して，貴族や寺

社，武士の反感が高まり，やがて〔　①　〕が挙
きょ

兵
へい

して平氏を滅ぼしました。〔①〕は1192年に征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となり，

配下の武士（御
ご

家
け

人
にん

）と主従関係をむすんで，武
ぶ

家
け

政権を成立させ

ました（〔　②　〕）。〔①〕の死後，執
しっ

権
けん

の北
ほう

条
じょう

氏
し

が幕府の実権をに

ぎるようになり，〔　③　〕で朝
ちょう

廷
てい

勢力をやぶったのち，幕府の支

配は全国的にひろがっていきました。

しかし，13世紀後半の2度にわたるモンゴル軍襲
しゅう

来
らい

（〔　④　〕）

をさかいに，幕府の政治は行きづまっていきます。後
ご

醍
だい

醐
ご

天皇は政

治の実権をとりもどすため，幕府に不満をもつ御家人や新
しん

興
こう

の武士

勢力を味方につけ，1333年に〔②〕を滅ぼしました。

1334年， 後 醍 醐 天 皇 を 中 心 と す る 政 治

（〔　⑤　〕）がはじまりますが，武家政権の復活

をめざす足
あし

利
かが

尊
たか

氏
うじ

が兵をあげ，1338年に〔　⑥　〕をひらきました。

一方，朝廷は南北に分
ぶん

裂
れつ

し，全国の武士も二つの勢力にわかれて，

60年近く動
どう

乱
らん

が続きました（〔　⑦　〕）。1392年に南北朝を統一し

た3代将軍〔　⑧　〕は，中国（明
みん

）・朝鮮と正式な国
こっ

交
こう

をひらい

て貿易をはじめました（日
にち

明
みん

貿易・日
にっ

朝
ちょう

貿易）。

琉
りゅう

球
きゅう

（沖縄県）では，15世紀前半に〔　⑨　〕が成立し，日本

や中国，朝鮮，東南アジア諸国との中
ちゅう

継
けい

貿易で繁
はん

栄
えい

し，独自の文化

をきずきました。また蝦
え

夷
ぞ

地
ち

（北海道）では，15世紀になって

〔　⑩　〕の人々と和
わ

人
じん

（本州の人々）の交易がさかんになりまし

たが，和人の勢力拡大に対する〔⑩〕の蜂
ほう

起
き

もおきました。

1467年，将軍の跡
あと

継
つ

ぎをめぐる争いから〔　⑪　〕がはじまりま

した。幕府の影響力が失われるなか，下
げ

剋
こく

上
じょう

の風潮がひろまって各

地に〔　⑫　〕が登場し，はげしく争うようになりました（戦国時代）。

室町時代には，禅
ぜん

宗
しゅう

の影響を受けた武家文化と公
く

家
げ

文化が融合し

た新たな文化がうまれ，また民
みん

衆
しゅう

も文化の担い手となりました。

尾
お

張
わり

（愛知県）の〔⑫〕であった〔　⑬　〕は，

各地の有力大名を次々とやぶって全国統一をすす

め，1573年には〔⑥〕を滅ぼしました。信長の死後，〔　⑭　〕が

各地の大名を滅
めつ

亡
ぼう

・降
こう

伏
ふく

させ，1590年に全国統一を実現しました。

鎌倉時代

室町時代

安土桃山時代

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭
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〔⑭〕は太
たい

閤
こう

検
けん

地
ち

・刀
かたな

狩
がり

をおこなって武士と農民の身分をわけ

（〔　⑮　〕），近
きん

世
せい

の身分社会の土台をつくりました。1592年から，

〔⑭〕は明の征
せい

服
ふく

をめざした朝鮮侵
しん

略
りゃく

（〔　⑯　〕）をはじめますが

失敗し，朝鮮社会に大きな被
ひ

害
がい

をもたらしました。

15～16世紀にヨーロッパ人の海外進出が活発になるなか，1543

年には〔　⑰　〕が，1549年には〔　⑱　〕が日本に伝わり，ポ

ルトガルやスペインとの南
なん

蛮
ばん

貿易がはじまりました。

〔⑭〕の死後，関
せき

ヶ
が

原
はら

の戦い（1600年）に勝利

した〔　⑲　〕は，1603年に〔　⑳　〕をひら

きました。以後，約260年間にわたる江戸時代には，幕府と藩
はん

（大

名の領地と支配組織）が全国の土地と人々を支配する〔　㉑　〕がと

られ，人々は武士と百
ひゃく

姓
しょう

・町
ちょう

人
にん

を中心とする身分にわけられました。

初期の江戸幕府は，ヨーロッパやアジア諸国と積極的に交易をお

こないましたが，しだいに〔⑱〕禁止政策と貿易統制をすすめ，3

代将軍徳川家
いえ

光
みつ

の時代までに「〔　㉒　〕」が完成しました。

17世紀後半になると，幕府は武力のみにたよらず儒
じゅ

学
がく

（なかで

も朱
しゅ

子
し

学
がく

）の思想にもとづいた〔　㉓　〕をとるようになりました。

このころには農業や諸産業が発達し，陸上・海上の交通も整備され

て各地の都市が発展しました。ゆたかになった町人は，〔　㉔　〕

とよばれる新しい文化をうみだしました。

18世紀になると，窮
きゅう

乏
ぼう

する幕府の財政をたてなおすため，8代将

軍徳川吉
よし

宗
むね

による〔　㉕　〕や，田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

による商人の力を利用し

た政治，松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

による〔　㉖　〕がおこなわれました。また，諸

藩でも財政難に対処するため，さまざまな藩
はん

政
せい

改革がおこなわれま

した。一方，災害や飢
き

饉
きん

などをきっかけに，農村では〔　㉗　〕，

都市では〔　㉘　〕が多発するようになりました。

19世紀になると，ロシアやイギリスなどの外国船が日本沿岸に

あらわれるようになり，危機感をもった幕府は1825年に〔　㉙　〕

を発しました。1830年代には天
てん

保
ぽう

の飢饉をきっかけに〔㉗〕や

〔㉘〕があいつぎ，1837年の大
おお

塩
しお

平
へい

八
はち

郎
ろう

による乱（大塩の乱）は

幕府に衝
しょう

撃
げき

を与えました。こうした国内外の危
き

機
き

に対して水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

による〔　㉚　〕がおこなわれますが，失敗に終わります。一方，

薩
さつ

摩
ま

・長
ちょう

州
しゅう

・土
と

佐
さ

などの諸藩は財政の再建と軍事力の強化に成功し，

幕
ばく

末
まつ

の政
せい

局
きょく

で指導的な役割をはたすようになります。
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問題編
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こう

隆
りゅう

寺
じ

や中
ちゅう

宮
ぐう

寺
じ

の半
はん

跏
か

思
し

惟
ゆい

像
ぞう

には，新羅の影響が

みられる。工芸では，中宮寺の天
てん

寿
じゅ

国
こく

繍
しゅう

帳
ちょう

や法隆寺の玉
たま

虫
むしの

厨
ず

子
し

などが残

され，玉虫厨子には密
みつ

陀
だ

絵
え

（漆
うるし

絵
え

）が描かれている。絵の具や紙・墨
すみ

の

製法は，高句麗僧の曇
どん

徴
ちょう

が伝えた。また，廐戸皇子を中心とする仏教研

究の成果として，法
ほ

華
け

経
きょう

・維
ゆい

摩
ま

経
きょう

・勝
しょう

鬘
まん

経
きょう

の３経
きょう

典
てん

を注釈した三
さん

経
ぎょうの

義
ぎ

疏
しょ

が書かれた。飛鳥文化は，古墳造営の技術を基礎にしながら，朝鮮か

らの渡来人技術者 ･学者を通じて中国の南北朝の文化もとりいれた国際

的なものであった。

❷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
遣隋使の派遣 コ グ リョ

6C 末～ 7C初❸

569 ～ 618

6C 末～ 7C初

？～ 654

くろまろ

7C ころ ？～ 653

　　　　　　　　　　　　　　　　
飛鳥文化 位 523 ～ 554

❹

7C ころ （→ p.46）

（→ p.46）

7Cころ

遣
隋
使
の
派
遣

大た
い

業ぎ
ょ
う

三
年
、
其そ

の
王
多た

利り

思し

比ひ

孤こ

、
使

を
遣つ

か
わ

し
て
朝ち

ょ
う

貢こ
う

す
。
…
其
の
国
書
に
曰い

わ

く
、

「
日ひ

出い

づ
る
処と

こ
ろ

の
天
子
、
書
を
日
没
す
る

処
の
天
子
に
致
す
。
恙つ

つ
が

な
き
や
、云う

ん

云ぬ
ん

」
と
。

帝
、
之こ

れ

を
覧み

て
悦よ

ろ
こ

ば
ず
。
鴻こ

う

臚ろ

卿け
い

に
請い

ひ

て
曰
く
、「
蛮ば

ん

夷い

の
書
、
無
礼
な
る
も
の

あ
り
、
復ま

た
以も

っ

て
聞ぶ

ん

す
る
勿な

か

れ
」
と
。

 

（『
隋
書
』
倭わ

国こ
く

伝で
ん

、
原
文
は
漢
文
）

①
隋
の
煬
帝
の
年
号
、
六
〇
七
年
。
②
遣
隋
使

小
野
妹
子
。
③
煬
帝
。
④
外
交
関
係
を
取
り
扱

う
官
。

①

②

③

④

憲
法
十
七
条

一
に
曰い

わ

く
、
和わ

を
以も

っ

て
貴た

っ
と

し
と
な
し
、
忤さ

か
ら

ふ
こ
と
無
き
を
宗む

ね

と
せ
よ
。

二
に
曰
く
、
篤あ

つ

く
三さ

ん

宝ぼ
う

を
敬う

や
ま

へ
。
三
宝
と

は
仏ほ

と
け

・
法の

り

・
僧ほ

う
し

な
り
。

三
に
曰
く
、
詔

み
こ
と
の
り

を
承

う
け
た
ま

は
り
て
は
必
ず
謹つ

つ
し

め
。

十
二
に
曰
く
、
国く

に
の

司
み
こ
と
も
ち

・
国
造
、
百お

お
み

姓た
か
ら

に

斂お
さ

め
と
る
こ
と
な
か
れ
。
国
に
二
君
な

く
、
民
に
両
主
な
し
。
率く

に
の

土う
ち
の

の
兆お

お
み

民た
か
ら

、

王き
み

を
以
て
主あ

る
じ

と
す
。

十
七
に
曰
く
、
そ
れ
事
は
独ひ

と

り
断さ

だ

む
べ
か

ら
ず
。
必
ず
衆

も
ろ
も
ろ

と
宜よ

ろ

し
く
論

あ
げ
つ
ら

ふ
べ
し
。

 

（『
日
本
書
紀
』
、
原
文
は
漢
文
）

①
不
当
に
徴
税
す
る
。
②
す
べ
て
の
人
民
。

①

②

伽
が
藍
らん
配
はい
置
ち
　はじめは釈

しゃ

迦
か
の遺

い
骨
こつ
と信じられた仏

ぶっ

舎
しゃ
利
り
を安置する塔が寺の

中心だったが，しだいに
本
ほん
尊
ぞん
をまつる金堂が中心

になっていった。

●建築
法隆寺金堂・五重塔・中門・
回廊（歩

ほ

廊
ろう

）
●彫刻
飛鳥寺釈迦如

にょ

来
らい

像（金銅像）
法隆寺百済観

かん

音
のん

像（木像）
法隆寺夢

ゆめ

殿
どの

救
く

世
ぜ

観音像（木像）
●絵画
法隆寺玉虫厨子須

しゅ

弥
み

座
ざ

密陀
絵（扉

とびら

絵
え

）

おもな美術作品

❹このころ五
ご
経
きょう
博
はか
士
せ
も

数年の任期で百済から派
遣された。儒教の古典
「詩

し
経
きょう
」「書

しょ
経
きょう
」「易

えき
経
きょう
」

「春
しゅん
秋
じゅう
」「礼

らい
記
き
」を教授

する学者で，朝鮮半島の
知識導入に大きな役割を
はたした。

問いかけるタイトル
なぜ？どのように？生徒に考
えるヒントを投げかけます。

豊富な視覚資料
学習内容の理解を助ける地
図・図版・写真などの視覚
資料を豊富に掲載しました。

歴史のまど
各節の冒頭に配置。具体的な話題
を取り上げ，問題提起・単元の内
容を考えさせる導入となります。
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が，これを契機として仏教が根づいていった。推古天皇の時代に，奈
な

良
ら

の飛
あす

鳥
か

地方で，日本列島で最初の仏教文化である飛鳥文化が栄えた。
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宮
ぐう

寺
じ
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寿
じゅ

国
こく
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しゅう

帳
ちょう

や法隆寺の玉
たま

虫
むしの

厨
ず

子
し

などが残

され，玉虫厨子には密
みつ

陀
だ

絵
え

（漆
うるし

絵
え

）が描かれている。絵の具や紙・墨
すみ

の

製法は，高句麗僧の曇
どん

徴
ちょう

が伝えた。また，廐戸皇子を中心とする仏教研

究の成果として，法
ほ

華
け

経
きょう

・維
ゆい

摩
ま

経
きょう

・勝
しょう

鬘
まん

経
きょう

の３経
きょう

典
てん

を注釈した三
さん

経
ぎょうの

義
ぎ

疏
しょ

が書かれた。飛鳥文化は，古墳造営の技術を基礎にしながら，朝鮮か

らの渡来人技術者 ･学者を通じて中国の南北朝の文化もとりいれた国際

的なものであった。
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遣
隋
使
の
派
遣

大た
い

業ぎ
ょ
う

三
年
、
其そ

の
王
多た

利り

思し

比ひ

孤こ

、
使

を
遣つ

か
わ

し
て
朝ち

ょ
う

貢こ
う

す
。
…
其
の
国
書
に
曰い

わ

く
、

「
日ひ

出い

づ
る
処と

こ
ろ

の
天
子
、
書
を
日
没
す
る

処
の
天
子
に
致
す
。
恙つ

つ
が

な
き
や
、云う

ん

云ぬ
ん

」
と
。

帝
、
之こ

れ

を
覧み

て
悦よ

ろ
こ

ば
ず
。
鴻こ

う

臚ろ

卿け
い

に
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ひ
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曰
く
、「
蛮ば

ん

夷い

の
書
、
無
礼
な
る
も
の

あ
り
、
復ま

た
以も

っ

て
聞ぶ

ん

す
る
勿な

か

れ
」
と
。

 

（『
隋
書
』
倭わ

国こ
く

伝で
ん

、
原
文
は
漢
文
）

①
隋
の
煬
帝
の
年
号
、
六
〇
七
年
。
②
遣
隋
使

小
野
妹
子
。
③
煬
帝
。
④
外
交
関
係
を
取
り
扱

う
官
。

①

②

③

④

憲
法
十
七
条

一
に
曰い

わ

く
、
和わ

を
以も

っ

て
貴た

っ
と

し
と
な
し
、
忤さ

か
ら

ふ
こ
と
無
き
を
宗む

ね

と
せ
よ
。

二
に
曰
く
、
篤あ

つ

く
三さ

ん

宝ぼ
う

を
敬う

や
ま

へ
。
三
宝
と

は
仏ほ

と
け

・
法の

り

・
僧ほ

う
し

な
り
。

三
に
曰
く
、
詔

み
こ
と
の
り

を
承

う
け
た
ま

は
り
て
は
必
ず
謹つ

つ
し

め
。

十
二
に
曰
く
、
国く

に
の

司
み
こ
と
も
ち

・
国
造
、
百お

お
み

姓た
か
ら

に

斂お
さ

め
と
る
こ
と
な
か
れ
。
国
に
二
君
な

く
、
民
に
両
主
な
し
。
率く

に
の

土う
ち
の

の
兆お

お
み

民た
か
ら

、

王き
み

を
以
て
主あ

る
じ

と
す
。

十
七
に
曰
く
、
そ
れ
事
は
独ひ

と

り
断さ

だ

む
べ
か

ら
ず
。
必
ず
衆

も
ろ
も
ろ

と
宜よ

ろ

し
く
論

あ
げ
つ
ら

ふ
べ
し
。

 

（『
日
本
書
紀
』
、
原
文
は
漢
文
）

①
不
当
に
徴
税
す
る
。
②
す
べ
て
の
人
民
。

①

②

伽
が
藍
らん
配
はい
置
ち
　はじめは釈

しゃ

迦
か
の遺

い
骨
こつ
と信じられた仏

ぶっ

舎
しゃ
利
り
を安置する塔が寺の

中心だったが，しだいに
本
ほん
尊
ぞん
をまつる金堂が中心

になっていった。

●建築
法隆寺金堂・五重塔・中門・
回廊（歩

ほ

廊
ろう

）
●彫刻
飛鳥寺釈迦如

にょ

来
らい

像（金銅像）
法隆寺百済観

かん

音
のん

像（木像）
法隆寺夢

ゆめ

殿
どの

救
く

世
ぜ

観音像（木像）
●絵画
法隆寺玉虫厨子須

しゅ

弥
み

座
ざ

密陀
絵（扉

とびら

絵
え

）

おもな美術作品

❹このころ五
ご
経
きょう
博
はか
士
せ
も

数年の任期で百済から派
遣された。儒教の古典
「詩

し
経
きょう
」「書

しょ
経
きょう
」「易

えき
経
きょう
」

「春
しゅん
秋
じゅう
」「礼

らい
記
き
」を教授

する学者で，朝鮮半島の
知識導入に大きな役割を
はたした。

基本的な事項をおさえた
学習要素
本文記述では基礎・基本の
学習要素を網羅しました。

わかりやすい本文
生徒が自分で読んで理解で
きる，わかりやすい文章を
こころがけました。

82%縮小
実寸は

182㎜×257㎜
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充実の視覚資料

文化史はグラビアで視覚的に学習
144

近
世
の
文
化

2 近
世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世
近近近近近近
世

　越後屋看板と駿河町
越後屋図　安く販売す
るかわりに現金払いでの
取引という三井の商法は，
評判をよんだ。その売
買の具体的な様子がわ
かる。三越資料館蔵。

えち  ご    や  かんばんえち  ご    や  かんばん する  が ちょうする  が ちょう

みつこしみつこし

　紅白梅図屛風　尾形光琳筆。中央に水流を大胆に描き，左右に白梅・
紅梅を配している。２曲１双。各縦157㎝，横173㎝。ＭＯＡ美術館蔵。

こうはくばい ず びょうぶこうはくばい ず びょうぶ お がたこうりんお がたこうりん

　松前檜山図屛風のうち江差浜鰊漁之図　鰊漁ではたらくアイヌ
の様子が描かれており，海はおしよせる鰊の群れで白濁している。
海岸の円錐形はアイヌの小屋で，後方は漁場を経営する和人の商
人の店である。 縦112㎝，横355㎝（部分）。函館市中央図書館蔵。

まつまえ  ひ  やま  ずまつまえ  ひ  やま  ず え さしはまにしんりょう の   ずえ さしはまにしんりょう の   ず

えんすいえんすい わ じんわ じん

　当時三美人（寛政三
美人）　喜多川歌麿筆。
寛政時代に江戸で評判
の三美人を描いたもの
で，人物の上半身や顔
を大写しに描く大首絵
の手法を用いている。
縦39㎝，横26㎝。平
木浮世絵美術館蔵。

かんせいかんせい

き   た がわうたまろき   た がわうたまろ

おおくび  えおおくび  え

　伊勢参宮宮川の渡し
歌川広重筆。伊勢神宮
に集団で参詣する御蔭
参りの様子が，浮世絵
に描かれている。かめ
やま美術館蔵。

い   せ  さんぐうみやがわ

うたがわひろしげ

さんけい お かげ

まい

　雪松図屛風　円山応挙筆。円山応挙は西洋画の遠近法・陰影法を学んだ。その写
生画は明治以降の日本画の手本となった。各縦155㎝，横360㎝。三井記念美術館蔵。

ゆきまつ ず まるやまおうきょ いんえいほう

近
世

文
化の

2

　見返り美人図　
菱川師宣筆。女性
の一瞬のしぐさをた
くみにとらえ描いた
肉筆浮世絵。縦63
㎝，横31㎝。東京
国立博物館蔵。

ひしかわもろのぶひしかわもろのぶ

　
　定

　

一
小
判
六
拾
目

銭
時
相
場

現
金　か

け
ね
な
し

　月
日

金1両は銀60匁で，
銭は時の相場による。

もんめもんめ

しのばずのいけ ずしのばずのいけ ず お   だ   の  なおたけお   だ   の  なおたけ

えんきんほうえんきんほう

　不忍池図　小田野直武筆。
『解体新書』の扉絵（→p.136）・
解剖図を描いた小田野直武は，
西洋画の遠近法の技法を用いる
とともに，自然を観察し詳細に
描 いた。縦99㎝，横133㎝。
秋田県立近代美術館蔵。
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大きく見やすい図版
細部まで読みとりができる
よう，図版はできるだけ大
きく掲載しています。

興味・関心を引く，色鮮やかな
図版の数々
各時代の文化を代表する写真を
多数掲載しています。

（全10ヶ所）
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世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世
近近近近近近
世
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買の具体的な様子がわ
かる。三越資料館蔵。

えち  ご    や  かんばんえち  ご    や  かんばん する  が ちょうする  が ちょう

みつこしみつこし
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こうはくばい ず びょうぶこうはくばい ず びょうぶ お がたこうりんお がたこうりん

　松前檜山図屛風のうち江差浜鰊漁之図　鰊漁ではたらくアイヌ
の様子が描かれており，海はおしよせる鰊の群れで白濁している。
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まつまえ  ひ  やま  ずまつまえ  ひ  やま  ず え さしはまにしんりょう の   ずえ さしはまにしんりょう の   ず

えんすいえんすい わ じんわ じん
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美人）　喜多川歌麿筆。
寛政時代に江戸で評判
の三美人を描いたもの
で，人物の上半身や顔
を大写しに描く大首絵
の手法を用いている。
縦39㎝，横26㎝。平
木浮世絵美術館蔵。

かんせいかんせい

き   た がわうたまろき   た がわうたまろ

おおくび  えおおくび  え
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い   せ  さんぐうみやがわ

うたがわひろしげ

さんけい お かげ

まい

　雪松図屛風　円山応挙筆。円山応挙は西洋画の遠近法・陰影法を学んだ。その写
生画は明治以降の日本画の手本となった。各縦155㎝，横360㎝。三井記念美術館蔵。

ゆきまつ ず まるやまおうきょ いんえいほう

近
世

文
化の

2

　見返り美人図　
菱川師宣筆。女性
の一瞬のしぐさをた
くみにとらえ描いた
肉筆浮世絵。縦63
㎝，横31㎝。東京
国立博物館蔵。

ひしかわもろのぶひしかわもろのぶ
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一
小
判
六
拾
目

銭
時
相
場

現
金　か

け
ね
な
し

　月
日

金1両は銀60匁で，
銭は時の相場による。

もんめもんめ

しのばずのいけ ずしのばずのいけ ず お   だ   の  なおたけお   だ   の  なおたけ

えんきんほうえんきんほう

　不忍池図　小田野直武筆。
『解体新書』の扉絵（→p.136）・
解剖図を描いた小田野直武は，
西洋画の遠近法の技法を用いる
とともに，自然を観察し詳細に
描 いた。縦99㎝，横133㎝。
秋田県立近代美術館蔵。

144………近世の文化（2） 近世の文化（2）………145

詳細な解説
注目するポイントや
作品の背景など，情
報を盛りこみました。
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96………ズームイン　伝源頼朝像をめぐる新見解
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　　　　　　　　　　近年，肖
しょう

像
ぞう

画
が

の研究

は，歴史上の人物と

して一般に知られている画像が，じつは別

人だったということを次々と明らかにして

いる。

　　　　　　　　　　そのような肖像画研

究の先
さき

駆
が

けとなった

のは，京都国立博物館に所蔵されており，

かつては足
あし

利
かが

尊
たか

氏
うじ

像と伝えられてきた①の

「守屋家本騎
き

馬
ば

武
む

者
しゃ

像」である。この人物

の頭上には，尊氏の子である２代将軍足利

義
よし

詮
あきら

の花
か

押
おう

があることから，義詮の家臣と

考えられる。また，太刀や馬具には，足利

氏の家
か

紋
もん

とは異なる輪
わ

違
ちがい

紋が描かれてい

る。近年ではこうした点から，この人物は

尊氏・義詮の重
じゅう

臣
しん

で，輪違紋を家紋に用い

た高
こうの

師
もろ

直
なお

，あるいはその一族の者と理解さ

れるようになった。

　　　　　　　　　　肖像画研究で，最近，

大きな反響をよんで

いるのは，②の京都神
じん

護
ご

寺
じ

蔵「伝 源
みなもとの

頼
より

朝
とも

像」をめぐる新見解である。

　神護寺には，源頼朝・平
たいらの

重
しげ

盛
もり

・藤
ふじ

原
わらの

光
みつ

能
よし

の肖像画が所蔵されている。たしかに，

鎌
かま

倉
くら

末期・南北朝期成立の『神護寺略記』

肖像画研究の
進展

　否定された
足利尊氏像

源頼朝像への疑問

によれば，同寺には鎌倉初期の画家藤原隆
たか

信
のぶ

が描いたとされる後
ご

白
しら

河
かわ

法
ほう

皇
おう

・重盛・頼

朝・光能・平業
なり

房
ふさ

の５人の肖像画が安置さ

れていたという。このうち頼朝・重盛・光

能の３人の画像が現在まで伝えられたと理

解されてきたのである。源頼朝といえば，

いまもこの神護寺の画像を思いだす人がほ

とんどだろう。

　しかし，これらの画像には描かれた人物

の名が記されているわけではなく，絵の大

きさや，描かれた冠
かんむり

・畳
たたみ

などの特徴など

から，鎌倉末期以降の制作ではないかとす

る疑問が，50 年以上も前から出されてい

た。最近になって，伝頼朝像の耳・目・唇

などの表現方法が，14 世紀の画像と共通

することや，1345（康
こう

永
えい

４）年に，足利直
ただ

義
よし

がみずからの画像を兄尊氏の画像ととも

に神護寺に奉
ほう

納
のう

した事実も明らかにされ，

頼朝像を直義像，重盛像を尊氏像，光能像

を義詮像とする学説も出されているのであ

る。

　一方，頼朝像として新たに注目されるの

は，③の甲
か

斐
い

善
ぜん

光
こう

寺
じ

蔵「源頼朝木像」であ

る。鎌倉時代に頼朝像として制作されたこ

とが明らかな唯一の肖像である。

（→ p.77）

伝源頼朝像をめぐる新見解

①守屋家本騎馬武者像　京都国立博物館蔵。 ②伝源頼朝像　京都　神護寺蔵。 ③源頼朝木像　山梨　善光寺蔵。
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　　　　　　　　　　古代以来，蝦
え

夷
ぞ

が

島
しま

・東北地方の北日

本には，畿
き

内
ない

を中心とした日本列島の中央

部とは異なった独自の世界があった。その

境界は古代では岩手および秋田の南部で

あったが，しだいに北上し，鎌
かま

倉
くら

時代にな

ると津
つ

軽
がる

海峡が境界となった。

　室
むろ

町
まち

時代になると東北地方北部では，ア

イヌとの交易がさかんになった。蝦夷が島

では鮭
さけ

・昆
こん

布
ぶ

が，千
ち

島
しま

列島ではラッコの皮

などが特産物となり，交易によって日本海

の湊
みなと

を経
へ

て畿内にもたらされた。とりわけ

ラッコの皮は日
にち

明
みん

貿易によって中国へも高

価な品として送られていた。

　交易の代金としての銭
ぜに

は，北陸地方の特

産物であった甕
かめ

などの陶器とともに，蝦夷

が島へももたらされた。

　1968（昭和 43）年，北海道函
はこ

館
だて

市志
し

海
の

苔
り

町から，37 万枚もの古
こ

銭
せん

がぎっしりと

つまった大甕が３個出土した。銭のほとん

どは宋
そう

銭などの中国銭であった。

　　　　　　　　　　青森県津軽半島北西

部に十
じゅう

三
さん

湖
こ

がある。

湖と日本海にはさまれた細長い砂丘に十
と

三
さ

湊
みなと

があった。中世における日本有数の港で，

蝦夷が島のアイヌと交易する和
わ

人
じん

側の重要

な中継地としての役割をはたしていた。

北海道・
東北地方の中世

（→ p.81）

十三湊の繁栄

　発掘調査によって，十三湊を支配した安
あん

藤
どう

氏のものと思われる屋敷跡のほか，道，

建物そして湊の遺構が発見された。遺跡か

らは中国・朝鮮や能
の

登
と

半島で生産されたぼ

う大な量の陶
とう

磁
じ

器
き

がみつかった。

　交易の活発化にともない，和人は本州か

ら蝦夷が島南部へ移住し，沿岸に湊や館
たて

（道

南十二館）をかまえるようになった。

　　　　　　　　　　渡
と

島
しま

半島の西海岸，

北海道上
かみ

ノ
の

国
くに

町に勝

山館とよばれる大規模な館があった。尾根

の中央を一筋の道が貫
かん

通
つう

し，両側には家々

がたち並ぶ景観が発掘調査によって確認さ

れた。出土品のなかにはアイヌが使用した

骨角器などの儀礼具があり，和人とアイヌ

が一緒に居住していたことがわかった。

　和人の進出はしだいにアイヌの生活を圧

迫するようになった。これに対して 1457

（長禄元）年，大首長コシャマインがたち

あがった。当初，コシャマインは和人の拠

点である道南十二館を攻め，アイヌの勢力

が優勢であった。しかし，上ノ国の花沢館

にいた武
たけ

田
だ

信
のぶ

広
ひろ

が奮戦し，和人側を勝利へ

と導いた。信広は蠣
かき

崎
ざき

氏を名のって道南地

域の支配者となり，子孫は松前氏に改姓し

て大名となった。

和人とアイヌ

中世の北方世界

志海苔出土の銭と甕　志海苔で出土した古銭がおさ
められていた越前焼の甕。市立函館博物館蔵。

かみ
はこ

も

たっ

と さみなと

こ どまり

ぴ

あいうち

し のりべつ

だて
の くに

上之国

津軽

陸
奥
湾

蝦夷が島
箱館

花沢館 茂別館

竜飛崎
小泊

相内

勝山館

十三湊

志苔館

道南
十二館

蠣崎氏
かきざき

道南十二館　鎌倉時代には青森県津軽半島東部の陸
奥湾沿岸の「外

そと
ヶ
が
浜
はま
」が国境と意識されていた。

最新の研究成果
学界の動向をふまえ，新しい
研究成果を積極的に取り入れ
ました。
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町から，37 万枚もの古
こ

銭
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つまった大甕が３個出土した。銭のほとん

どは宋
そう

銭などの中国銭であった。
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部に十
じゅう

三
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湖
こ

がある。

湖と日本海にはさまれた細長い砂丘に十
と

三
さ

湊
みなと

があった。中世における日本有数の港で，

蝦夷が島のアイヌと交易する和
わ

人
じん

側の重要

な中継地としての役割をはたしていた。

北海道・
東北地方の中世

（→ p.81）

十三湊の繁栄

　発掘調査によって，十三湊を支配した安
あん

藤
どう

氏のものと思われる屋敷跡のほか，道，

建物そして湊の遺構が発見された。遺跡か

らは中国・朝鮮や能
の

登
と

半島で生産されたぼ

う大な量の陶
とう

磁
じ

器
き

がみつかった。

　交易の活発化にともない，和人は本州か

ら蝦夷が島南部へ移住し，沿岸に湊や館
たて

（道

南十二館）をかまえるようになった。

　　　　　　　　　　渡
と

島
しま

半島の西海岸，

北海道上
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ノ
の
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くに

町に勝

山館とよばれる大規模な館があった。尾根

の中央を一筋の道が貫
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通
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し，両側には家々

がたち並ぶ景観が発掘調査によって確認さ

れた。出土品のなかにはアイヌが使用した

骨角器などの儀礼具があり，和人とアイヌ

が一緒に居住していたことがわかった。

　和人の進出はしだいにアイヌの生活を圧

迫するようになった。これに対して 1457

（長禄元）年，大首長コシャマインがたち

あがった。当初，コシャマインは和人の拠

点である道南十二館を攻め，アイヌの勢力

が優勢であった。しかし，上ノ国の花沢館

にいた武
たけ

田
だ

信
のぶ

広
ひろ

が奮戦し，和人側を勝利へ

と導いた。信広は蠣
かき

崎
ざき

氏を名のって道南地

域の支配者となり，子孫は松前氏に改姓し

て大名となった。

和人とアイヌ

中世の北方世界

志海苔出土の銭と甕　志海苔で出土した古銭がおさ
められていた越前焼の甕。市立函館博物館蔵。

かみ
はこ

も

たっ

と さみなと

こ どまり

ぴ

あいうち

し のりべつ

だて
の くに

上之国

津軽

陸
奥
湾

蝦夷が島
箱館

花沢館 茂別館

竜飛崎
小泊

相内

勝山館

十三湊

志苔館

道南
十二館

蠣崎氏
かきざき

道南十二館　鎌倉時代には青森県津軽半島東部の陸
奥湾沿岸の「外

そと
ヶ
が
浜
はま
」が国境と意識されていた。

様々な地域からみる日本史
中央の歴史だけでなく地域
の歴史も題材としています。

その他，女性や子どもに
もスポットをあてるなど，
様々な視点でテーマを取
り上げました。（→p.123
木綿の普及，p.142寺子
屋に通う子どもたち）
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● 教授用指導書

● 授業ノート

東山文化　一般に足利義政の時代を中心とした十五

世紀後半から十六世紀前半の文化をいう。義政が造

営した東山山荘（後の慈照寺）にその名の由来があり，

足利義満の北山文化に対比される。しかし，最近の

研究では，義政の時期に，前代の北山文化の衰退と，

後に天文年間（1532～55）に開花する茶の湯・立花に

代表される都市生活文化（村井康彦の提唱する天文

文化）の萌芽をみるという見解が出されている。北

山文化が室町殿とその周辺を中心とした文化であっ

たのに対し，後者は都市市民を広く巻き込んだ文化

であるといえる。

観音殿（銀閣）　国宝。柿
こけら

葺
ぶ

きの二層の楼閣建築。東

山文化を代表する建物とされる。一層は心
しん

空
くう

殿
でん

と呼

ばれる住宅，二層は潮
ちょう

音
おん

閣
かく

と呼ばれる仏堂からなる。

東山浄土寺の敷地に東山山荘をつくった義政は，観

音殿を最後に築造した。そして，1489（延徳元）年に

完成するが，中風で倒れた義政は翌延徳 2 年正月に

亡くなっており，完成した建物を見ていないとされ

る。観音殿から東求堂にかけての錦鏡池を中心とす

る池
ち

泉
せん

回
かい

遊
ゆう

式
しき

庭園は，善阿弥による作庭とされ，国

特別史跡・国特別名称に指定されている。なお，庭

園は西
さい

芳
ほう

寺
じ

（苔寺）を模してつくられていると指摘さ

れ，「お茶の井」の石組は，西芳寺のそれに類似する。

東求堂　国宝。入母屋造り，桧皮葺き。義政は浄土

信仰をもっていたため，持仏である阿弥陀如来を安

置した堂である。1485（文明 17）年に建設されてい

る。慈照寺はその後兵火にかかったため，観音殿と

東求堂の二つのみが当時のまま残存し，貴重なもの

といえる。この一室にあるのが，義政の書院であり，

最古の書院造建築とされる同仁斎である。

書院造　元来，禅宗の僧侶の住まう建物を方丈とよ

び，その中でも生活する部屋を書院といった。僧侶

は，書院で寝起きするとともに経を読み，仏を拝ん

だ。壁に仏画を掛け，机に花瓶・香炉・燭台（三具

足）を置いたのが，やがて机が押板とよぶ建物作り

つけの台となっていき，これが床の間に発展したと

される。床の間の違い棚は，書物や経典を置く台を

床の間に作りつけにしたもので，唐物の陳列台とし

ても用いられていた。付
つけ

書
しょ

院
いん

は，明かり採りの障子

を持ち，文机が建物作りつけとなったものである。

こうして，禅院の書院が武家の住宅様式として採り

入れられいったものが書院造である。

立花　「りっか」と読み，いけばなの形式の一つ。

もともと仏教において，仏前の供花として僧らによ

って行われてきたものが，人々が鑑賞して楽しむよ

うになったもの。足利義満の頃，七夕の花合わせと

して行われたものが，義持，義
よし

量
かず

の時に毎年 7 月 7

日に盛大に法楽として催された。足利義政の頃には

義政に仕えた立阿弥・台阿弥・文阿弥や，京都頂法

寺六角堂の僧 池
いけの

坊
ぼう

専
せん

慶
けい

，山科言
とき

国
くに

に仕えた大沢久

守がいけばなの名手として知られた。同朋衆の「た

て花」と池坊の伝統をもとに，池坊専応がしんを中

心としたそえ草の新しい構成の「たて花」を創出し

た。安土桃山時代には，城郭を装飾するのにふさわ

しい豪華なものとなったが，一方では「侘び茶」の

流行とともに簡素な「茶花」も好まれた。

水墨画　南北朝期から室町前期にかけて，明兆，如

拙，周文と続いた水墨画は，16 世紀後半に京都相

国寺の画僧雪舟が登場し，日本の山水を題材にした

写実的作品を描き，日本的水墨画の作風を完成した。

彼の「山水長巻」（教科書 p.93 図版参照）と晩年の

作「天橋立図」（同 p.90 図版参照）を対比すると，

前者が中国の風景を描くのに対し，後者は天橋立周

辺を写実的に描いており，明らかに異なる作風とな

っている。

侘び茶　「侘び」とはもともと「思いわずらうこと，

気落ちすること，落胆」などの意味（『広辞苑』）。称

名寺（奈良市）の僧であった村田
しゅこう
珠
じゅ

光
こう

が，一休宗純に

参禅，連歌師心
しん

敬
けい

の幽玄美に学んで，侘び茶を成立

させた。その後に出た武野 紹
じょう

鷗
おう

は，定家の歌「見

渡せば花も紅葉もなかりけり浦の苫屋の秋の夕暮

れ」に侘びの本質を見いだした。そして，侘び茶を

完成させたのは，千利休である。唐物の茶道具に価

値を認めた書院の茶に対し，侘び茶は高価で有名な

道具を一切もたない所に茶の湯の本道を認めた。侘

びとは持たざる乏しさや慎ましさに精神の清純さを

認めようとしたものとされ，これは茶室にも影響を

与えている。狭い茶室ほどよいとされる風潮を生み，

ついには一畳半の茶室が現れるにいたった。

雪舟　雪舟等楊（1420～1506?）禅宗の画僧。備中国

（岡山県）の生まれ。少年期より京都五山の相国寺に

いて，周文に絵を学ぶ。その後，周防の大内氏を頼
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り，山口の雲谷軒に移り住む。1467（応仁元）年，大

内氏の遣明船で寧波に渡り，北京を訪問し，翌年帰

国している。この間，明では「四季山水図」を残し

ている。帰国後，大分を経て山口に居住し，「秋冬

山水図」「山水長巻」「破墨山水図」などを残し，最

晩年には「天橋立図」を完成させている。1506（永

正 3）年頃，山口雲谷軒で死去したものと推定され

る。彼の死後，直接，間接に雪舟の画法を受け継い

だ画人が現れ，これを雪舟派と称している。その代

表が，東北地方に現れた雪村周継である。

同朋衆　室町将軍の側に仕えた僧体の人々。遊芸に

秀で時宗徒か，もしくはそれに深いかかわりをもち

阿弥号を名のっている。しかし，絵巻にある姿は剃

髪はしているが，直垂を着用し帯刀するという半僧

半俗の姿である。仕事としては，単なる将軍の使い

走りをするものもいたが，多くは唐物と呼ばれる中

国渡来の絵画・墨跡・陶磁器・文房具などの美術工

芸品の管理と，これらを用いた会所飾りなどに従事

した。義満の頃から存在し，義持の頃制度化された

が，義満の同朋衆は後とは存在形態が異なっていた

ことが指摘されている。すなわち，彼ら自身，荘園

経営の請負などで別に経済基盤をもち，義満とは個

別の関係を結んでいたという。

連歌　すでに鎌倉期，後鳥羽上皇の時代に連歌会が

催されており，連歌は中世を通じて貴賤を問わず広

く普及した文化である。連歌の普及の前提として，

古典の深い知識が求められ，また，句を生み出す作

業の中で，古典の学習がより深められるという体系

的な特徴がある。地方の有力農民らの地下連歌では，

大和東部の山村の土豪たちによる染
そめ

田
だ

天神連歌講が

1364（貞治 3）年から約 200 年，中断を含みながらも

続いており，地方に根付いていたことが知れる。武

士の間では，戦勝を祈願したり，一揆的結合を強め

るためにおこなう連歌会が盛んであった。こうした

地方の連歌会に招かれて下向したのが，連歌師たち

であった。飯尾宗祇，その弟子の柴
さい

屋
おく

軒
けん

宗長らが有

名である。彼らは，応仁・文明の乱のころより，地

方武士と都の貴族との仲介を果たした。すなわち，

地方武士の欲する宸筆や貴族の書，あるいは書物な

どをもたらし，都の皇族や貴族の窮乏した経済を支

えた。逆に所領の件では，貴族の要望を地方武士に

伝える役割も果たしている。一方，連歌師にとって

も，礼金を得ながら歌枕の地など名勝旧蹟を尋ねら

れる利点もあって，こうした交流は盛んに行われ，

彼らは紀行文を残している。

風流　派手で奇抜な服装をして唱い踊ること。「ふ

りゅう」と読む。すでに平安時代末期の 1154（久寿

元）年，今宮社御霊会（京都市北区）で行われた夜
や

須
す

礼
らい

祭では「傘の上に風流の花を差し上げ」鼓笛で唱

いあげたのが，「風流のあそび」と呼ばれている。

これは風流傘と呼ばれる長い柄の唐傘を飾り立て，

疫病の悪神の依り代とし，笛太鼓で囃し悪霊を集め，

境界の外へ運んで追い払うためであった。この傘の

周辺で囃子や踊りを演じたのが風流踊りである。16

世紀後半から 17 世紀前半に最盛期を迎え，その有

様は『洛中洛外図屛風』や『豊国祭図屛風』などに

描かれている。

御伽草子　室町期から江戸初期の短編の物語をいう。

とくに絵入り本が多く，絵解きとの関係が指摘され

ている。内容は様々で，本地物と称される本地垂迹

思想にもとづく神仏の縁起物語や，異類物と称され

る人間以外の動植物を擬人化した物語，中世寺院に

いた稚児を扱った児物語，源頼光や義経などの英雄

物などがある。『浦島太郎』『物ぐさ太郎』『一寸法

師』など現代の童話に通ずる話が多いのも特徴であ

る。

水無瀬三吟百韻　承久の乱の首謀者として配流先の

隠岐で死去した後鳥羽上皇 250 年の忌日である，

1488（長享 2）年正月，上皇ゆかりの水
み

無
な

瀬
せ

神社の法

楽で詠んだ三吟の連歌百韻をいう。『続群書類従』

連歌の部に収められる。宗祇と弟子の肖
しょう

柏
はく

，宗長

の三人が参加。宗祇の発句「雪ながら山もと霞む夕

べかな」は，後鳥羽上皇の「見渡せば山もとかすむ

水無瀬川夕べは秋と何思ひけむ」の本歌取りである。

水無瀬神社は大阪府三島郡島本町広瀬に所在，後鳥

羽上皇の離宮水無瀬宮の故地であり，上皇の死後，

他に土御門・順徳上皇を祀る神社となる。百韻の連

歌は，上皇の肖像画を祀る御影堂に奉納されたもの

である。
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発問❶ （図版「書院造」をみながら）この部屋をみて，どんなことを思いましたか。感想を

言ってみてください。

①少し前の日本の住まいのようにみえる。

②今でも，地方の古い民家にありそうな感じが

する。

③何か心が落ち着く感じのする部屋だ。

元来，僧の読書などのための部屋であった書院

が，この頃，大名や武士の住宅に採り入れられ

るようになった。その後，日本の住宅様式の典

型となり，近年までその座を保ちつづけた。こ

の造りにふさわしい屋内芸術として，茶の湯・

立花・水墨画などが盛んになってきたことに気

づかせたい。

発問❷ なぜ善阿弥らは時宗の僧侶の姿をしていたのでしょうか。

①お坊さんの姿だと政治や俗世間から離れてい

られるので。

②河原者であるので，身分を隠すため僧侶の姿

に変身していた。

身分的にとても将軍の側に近仕できない河原者

にとって，僧体になることによってはじめてそ

れが可能になったことを理解させたい。そのた

めには，初めの頃，時宗僧が陣僧として仕え，

同朋衆となっていく歴史的な流れを，簡単に説

明しておきたい。

発問❸ この頃，ようやく民衆も文化を楽しむようになった原因は何でしょうか。

①応仁・文明の乱で，文化人が地方に行ったこ

とで，地方の民衆にも文化に触れる機会がも

てるようになった。

②民衆も暇がもてるようになった。

一つには農業生産力向上によって，民衆の生活

に文化を楽しめる資金的・時間的余裕ができた

こと。さらには，都鄙間の交流が盛んになり，

情報が地方に行き渡るようになったことなど。

1.　足利義政の建てさせた東山山荘は，観音殿（銀閣）と東求堂という初期書院造の代表的建
築物があるが，ここに東山文化の特徴がよく表れていることを理解させる。義満の金閣と対比

させるとわかりやすい。

2.　応仁・文明の乱後の公家・僧侶の地方移住や，都と地方の交通網の発達が地域の文化の発展
をうながしたことに留意させる。その背景として，学問・文化に関心をもち，分国内の徳治を

目指そうとした各地の戦国大名たちによる，公家や僧侶らの招請という事態があった。

戦国時代はどのような文化をうみだしたのか9
p.90
～

p.91
⑴　東山文化―足利義政の東山山荘にちなむ

　　　　　　　　観音殿（銀閣）　書院造と禅宗様の仏間

　　　　　　　　東求堂同仁斎　　初期書院造の形式

　　住宅様式の変化　寝殿造から書院造へ

　　→屋内芸術の発展

　　　　茶の湯（侘び茶へ）　　村田珠光，武野紹鷗

　　　　立花　　　　　　　　　立阿弥，池坊専応

　　　　水墨画　　　　　　　　雪舟，雪村

　　　　狩野派　　　　　　　　狩野正信・元信父子

　　造園技術の発達　同朋衆の活躍

　　　　　　　　　　　→能・茶の湯・立花など東山文化に大きな役割を果たす

⑵　地域文化・民衆文化

　　　　各地の戦国大名による文化人の地方招請（例　大内氏と雪舟）

　　　　　→地域文化の発展をうながす　　足利学校（上杉憲実）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桂庵玄樹の九州下向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南村梅軒の土佐下向（南学の祖）

　　　　連歌師の活躍→文化の普及　　　　宗祇『新撰菟玖波集』，肖柏，宗長

指示　「天橋立図」の特徴は何だろうか

　教科書 p.81 の図版「瓢鮎図」（如拙筆）と雪舟晩年の傑作「天橋立図」を比較させ，雪舟の画

風を探らせる。前者も写実的ではあるが，背景の山や草木の描き方に簡略化が感じられるのに対

し，後者は図版が小さく細部まではみてとれないものの，水墨画でこれだけ写実的に描けるのか

と驚くほどである。

東山山荘にかけた義政

　応仁・文明の乱が終わってまだ数年しかたっていない文明 14（1482）年正月，義政は東山浄

土寺の地に東山山荘を築くため工事を始めさせた。『大乗院寺社雑事記』の中で尋尊は，浄土寺

の敷地に建てさせたことを「仏法の衰微は末代の至りなり」と嘆いている。最近の発掘により，

慈照寺の敷地から浄土寺とみられる遺構が発見され，記事の正しさが裏づけられた。

　建設にあたって山荘の庭樹を採るために，奈良に河原者たちが下向したが，奈良興福寺の六方

衆は河原者たちの入部を拒絶した。被差別民ゆえである。この処置に怒った義政は，一乗院の所

領を召し上げている。尋尊も，一乗院が義政の命をきかなかったことに，非難を浴びせている。

　また，義政は山荘の建築物ひとつひとつに気を配り，横川景三らに命じて号を考えさせている。

池に臨む泉殿の額に泉にちなむ歌を載せるため，能筆家にして当代一流の文化人で，東山文化を

語る際には欠かせない人物三条西実隆に，景三は人を介して依頼している。東求堂は義政の信仰

する阿弥陀如来が置かれ，名の由来も「東方の人，西方に極楽浄土を求む」からきており，襖絵

も禅宗ゆかりのものを使わないよう気を配るなど，全体に往生思想が貫かれている。この一室が

義政の書院の同仁斎である。初期書院造の典型として有名な四畳半の一室は，その名が「一視同

仁」から採られており，義政の文化の前には河原者でも差別しなかった姿勢がうかがえる。
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９ 東山文化と同朋衆の活躍－戦国時代はどのような文化をうみだしたのか－ 教科書 p.90-91

Let's Begin 慈照寺銀閣

写真は当初東山山荘として造営された慈照寺銀閣である。

［Ｑ１］造営した人はだれか。

［Ｑ２］1 層，2層の造りそれぞれは何と呼ばれる造りか。

1層：

2層：

まとめ
と確認

　［東山文化］15 世紀後半を中心に禅宗の影響を受けた簡素

で味わいの深い文化を　（　　）　文化という。将軍足
あし

利
かが

義
よし

政
まさ

の東山山荘は観
かん

音
のん

殿
でん

　（銀閣）　と東
とう

求
ぐ

堂
どう

などからなっていたが，東求堂は　

（　　）　造の初期の形式を示し，その一室に　（　　）　という書院が

ある。このころから住宅様式は大きく変化し，茶の湯・（　　）・水墨

画が屋内芸術として発展した。喫茶は洗練され，のちに村
むら

田
た

珠
じゅ

光
こう

や武
たけ

野
の

紹
じょう

鴎
おう

らが　（　　）　として発展させた。立花は，立
りつ

阿
あ

弥
み

・（　　）　ら

が芸術として発展させた。水墨画が好まれ，画家として雪
せっ

舟
しゅう

・雪
せっ

村
そん

ら

があらわれた。雪舟は五山の禅僧で，日本の山水の写実的表現に独自の

技法をうみだし「四季山水図巻　（山水長巻）」「（　　）」などを描いた。

狩
か

野
のう

正
まさ

信
のぶ

・狩野元
もと

信
のぶ

父子は，水墨画に　（　　）　の技法をとりいれ，狩

野派をおこした。なお，竜安寺の石庭は，白砂と石だけで自然を表現し

た　（　　）　の代表的な庭園である。

［地域文化・民衆文化］公家・僧侶などの地方移住は各地での文化の発

展をうながした。肥後の菊池氏や薩摩の島津氏は，禅僧桂
けい

庵
あん

玄
げん

樹
じゅ

をまね

いて　（　　）　をひろめさせ，土佐でも南
みなみ

村
むら

梅
ばい

軒
けん

がそれを教え南学の

祖となった。関東管領上
うえ

杉
すぎ

憲
のり

実
ざね

は，下野に　（　　）　を再興した。文化

の普及には，（　　）　の役割も大きく，各地で武士や民衆を集めてそ

の寄合がひらかれた。宗
そう

祇
ぎ

は『新撰菟玖波集』，山
やま

崎
ざき

宗
そう

鑑
かん

は『犬筑波集』

を編集した。また，諸国を遍歴し絵解き　（絵の解説）　をおこなう熊
くま

野
の

比
び

丘
く

尼
に

や，資金を集める伊勢の御
おん

師
し

など，歩く宗教者の姿も多くみられた。

民衆の間では，踊念仏や風
ふ

流
りゅう

がさかんとなり，やがて　（　　）　に発展

した。町衆の間では　（　　）　が普及し，『一寸法師』『浦島太郎』など

の原型ができあがった。また，民間に流行した歌謡を集めた『閑
かん

吟
ぎん

集
しゅう

』，

（　　）　などの教科書，『節
せつ

用
よう

集
しゅう

』などの辞書もつくられた。

Let's Try 　同朋衆とはどんな人々であったのか。
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用語記入欄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

● 演習ノート DVD

（板書例のみ）DVD

教科書の歴史用語や
図版を詳しく解説

教科書に準拠した
穴うめ問題

授業づくりに役立つ発
問例・板書例・図版・
資料の活用例など

他にも　・定期試験問題
　　　　・一問一答問題
　　　　・歴史地図問題を用意しています。（→p.13・14）

授業をサポートする教材・指導資料高校日本史Ｂ

高校日本史B演習ノート  B5判128ページ
（別冊解答18ページ） ※Wordデータを用意

38



歴史的な事実を知識として受け入れるだけでなく，その事実から生徒自身がもっている常識

や経験をもとに生徒が自ら調べ，考えることにより歴史の真実を自分なりに描き出せるよう

な教科書をめざしました。そして，歴史的な思考力・判断力を鍛える過程で日本史を学ぶ楽

しさを感じとってほしいと考え，さまざまな工夫をこらしました。

編修方針

“なぜ？”の視点から歴史を学べる教科書

 7  実教  日B  304

高校日本史B
●B5判 272ページ

執筆者紹介 君島　和彦　東京学芸大学名誉教授

加藤　公明　元東京学芸大学特任教授

橋本　博文　新潟大学教授

川尻　秋生　早稲田大学教授

川合　康　　大阪大学大学院教授

齋藤　慎一　（公財）東京都歴史文化財団江戸東京博物館学芸員

堀　　新　　共立女子大学教授

宮崎　勝美　元東京大学教授

横山百合子　国立歴史民俗博物館教授

大日方純夫　早稲田大学教授

黒川みどり　静岡大学教授

伊香　俊哉　都留文科大学教授

渡辺　賢二　元明治大学講師

小松　克己　元埼玉県立高等学校教諭

楳澤　和夫　千葉県立千葉女子高等学校教諭

◆教授用指導書……詳しい事項･写真解説や補足資料が充実→p.38

◆授業ノート………１時間の授業展開例や板書例，図版・資料の活用例など→p.38

◆演習ノート………生徒用演習ノート→p.38

◆本文・図版データ（PDF/Word）････オリジナルのプリントやテスト問題の作成に

◆板書例（PDF/Word）･･････････････授業ノートと合わせてお使いいただけます→p.38

◆歴史地図問題（Word）･････････････地理的知識の確認にお使いいただけます

◆定期試験問題（Word）･････････････中間・期末・学年末考査など

◆一問一答問題（Word）･････････････確認用の小テスト

◆演習ノートデータ（Word）･････････別売の生徒用演習ノートの本文・図表データ→p.38

01

02

すぐに開ける印刷物で用意しました

加工が可能なデータDVD–ROMに収録 →p.50
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　　　　　　　　　　信長の台頭は，武将としてのすぐれ

た力量にもよるが，また濃
のう

尾
び

地方を

根拠地にしてはやく上洛をとげ，中央の権力をにぎり，畿

内の発達した経済をおさえたことが大きい。さらに統一事

業をすすめるための新しい政策を実施した。まず信長は，

複雑な土地関係を整備するため，検
けん

地
ち

による土地調査をお

こなった。また城下町の岐阜・安土の繁栄をはかり，楽
らく

市
いち

・楽
らく

座
ざ

などの特権を与えたが，一方で，堺
さかい

などを屈伏さ

せ，都市自治の発展をおさえるなどして，豪商の経済力を

利用した。さらに撰
えり

銭
ぜに

令
れい

や関
せき

所
しょ

撤廃令を発し，新道を建設

するなど物資の流通や軍隊移動の円滑化をはかった。

　　　　　　　　　信長の統一事業

❶ ❷

❸

　　　　　　　　　　信長の遺業をおしすすめたのは，羽
は

柴
しば

（のち豊
とよ

臣
とみ

）秀
ひで

吉
よし

であった。秀吉は尾張のうまれで信長

に仕え，本能寺の変のときには毛利攻めの総大将として備
びっ

中
ちゅう

の高松に

いたが，ただちに和
わ

睦
ぼく

して京都に向かい，山
やま

崎
ざき

の戦いで明智光秀をや

ぶった。ついで 1583（天正 11）年には，信長の重臣であった越前の柴
しば

田
た

勝
かつ

家
いえ

を賤
しず

ヶ
が

岳
たけ

の戦いにやぶり，同年，統一事業の拠点として大坂城

をきずいた。翌年には織田信
のぶかつ（のぶお）

雄（信長の次男）・徳川家
いえ

康
やす

と小
こ

牧
まき

・長
なが

久
く

手
て

の戦いをおこない，ついで四国の長
ちょう

宗
そ

我
か

部
べ

元
もと

親
ちか

をくだした。秀吉

は，関白として大名間の私戦停止を命じ（惣
そう

無
ぶ

事
じ

令
れい

），1587 年には九

州の島
しま

津
づ

義
よし

久
ひさ

らを屈服させた。さらに 1590 年，北
ほう

条
じょう

氏
うじ

政
まさ

を滅ぼし

（小
お

田
だ

原
わら

の陣
じん

），奥
おう

羽
う

の伊
だ

達
て

政
まさ

宗
むね

らを従えて全国平定を実現した。

　その間，秀吉は武家の頂点にたつとともに，1585 年に関
かん

白
ぱく

，翌年

には太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

となり，公
く

家
げ

の最高の地位についた。ついで秀吉は後
ご

陽
よう

成
ぜい

天皇から豊臣姓を与えられ，1588（天正 16）年には天皇を聚
じゅ

楽
らく

第
てい

に

むかえ，関白として諸大名をひきいて忠誠を誓う

とともに，天皇の権威によって政権の基盤を固め

た。やがて秀吉は関白職を養子の秀
ひで

次
つぐ

にゆずった

が，太
たい

閤
こう

として実権をふるい，のち秀次を失脚さ

せた。豊臣政権下の政治は，秀吉個人の専制政治

であったが，五
ご

大
たい

老
ろう

をおいて国政を補佐させ，ま

た五
ご

奉
ぶ

行
ぎょう

に行政・司法・財政などを分担させた。

　　　　　　　　　秀吉の天下統一

1537～98

1522～83

1558～1630 1542～1616❹

1538～99

1533～1611 1538～90

1567～1636

だ じょう 1571～1617，位1586～1611

じゅ らく だい

1568～95❺

❻

信長・秀吉の統一事業

❶濃尾は畿内にも近く，経済・
文化のすすんだ地域であった。ま
た，畿内のように公

く

家
げ

・寺社勢力
や農民勢力に妨げられることが少
なく，家臣団の組織をすすめるこ
とができた。
❷信長ははじめ室町幕府を擁し
たが，滅亡後，右大臣兼右

う

近
こん

衛
え

大
将に昇進し（のち辞任），武士の
棟
とう

梁
りょう

となった。また正
お お ぎ

親町
まち

天皇の
東
とう

宮
ぐう

である誠
さね

仁
ひと

親王の第 5皇子
を彼の猶

ゆう

子
し

（→ P112）とした。

豊臣秀吉像　京都　高
こう

台
だい

寺
じ

蔵。

大坂城天守閣　大阪城天守閣蔵。

❸検地には，領主などから申告
させる指

さし

出
だし

と，実際に土地を測量
する場合があった。なお高表示は
国により貫

かん

高
だか

（→ P134）と石
こく

高
だか

とにわかれていた。
❹長久手で秀吉方の支隊がやぶ
れたが，秀吉は信雄と和睦し，家
康を孤立させた。結局家康は秀吉
に従うが，長久手の勝利で武将と
しての名声を高め，のちに天下を
とる一因となったといわれる。
❺武家出身で関白になったのは
秀吉・秀次のみで，太閤は引退し
た関白をいう。
❻1598（慶

けい

長
ちょう

3）年，五大老は
徳川家康・前

まえ

田
だ

利
とし

家
いえ

・宇
う

喜
き

多
た

秀
ひで

家
いえ

・上
うえ

杉
すぎ

景
かげ

勝
かつ

・毛
もう

利
り

輝
てる

元
もと

の 5名で，
はじめは小

こ

早
ばや

川
かわ

隆
たか

景
かげ

を入れて 6
名であったが，小早川が先に死亡
している。五奉行は前田玄

げん

以
い

・浅
野長
なが

政
まさ

・石田三
みつ

成
なり

・増
まし

田
た

長
なが

盛
もり

・長
な

束
つか

正
まさ

家
いえ

の 5名。　
定

　
　
安
土
山さ

ん

下げ

町
中①

一1

、
当
所
中
、
楽
市
と
し
て
仰お
お

せ
付
け
ら

る
る
の
上
は
、
諸
座
・
諸
役
・
諸
公く

事じ

等
、

悉こ
と
ご
と

く
免
許
の
事
。

一2

、
往
還
の
商
人
、
上（
中
山
道
）

海
道
は
こ
れ
を
相

留
め
、
上
下
と
も
当
町
に
至
り
寄
宿
す

べ
し
。
…
…

一8

、
分
国
中
徳と
く

政せ
い

、
之こ
れ

を
行
ふ
と
雖い
え
ど

も
、

当
所
中
免
除
の
事
。

一10

、
喧け
ん

嘩か

・
口
論
な
ら
び
に
国く
に

質じ
ち

・
所と
こ
ろ

質じ
ち

②・

押お
し

買か
い

・
押お
し

売う
り

・
宿や
ど

の
押お
し

借か
り

以
下
一
切
停ち
ょ
う

止じ

の
事
。

 

『
近
江
八
幡
市
立
資
料
館
所
蔵
文
書
』

 

（
原
文
は
和
様
漢
文
）

①
一
五
七
七(

天
正
五)

年
六
月
、
安
土
山
下

町
に
出
さ
れ
た
も
の
。
②
債
務
不
履
行
の
と
き
、

債
務
者
の
属
す
る
国
や
と
こ
ろ
の
者
の
金
品
を

差
し
押
さ
え
る
こ
と
を
い
う
。
国
質
と
所
質
は
、

差
し
押
さ
え
を
お
こ
な
う
場
所
の
ち
が
い
に
よ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

赤字…信長
青字…秀吉

1 毛利輝元と和睦

2 山崎の合戦 3 賤ヶ岳の戦い

5 小牧・長久手の戦い

4 大坂城築城
6 紀伊平定

7 四国平定8 九州平定

9 小田原攻め

10奥州平定

1 桶狭間の戦い

2 稲葉山城の戦い

3 姉川の戦い4 石山合戦

5 延暦寺焼き打ち

6 伊勢長島一向一揆鎮圧

7 長篠の戦い

8 安土城築城

9 天目山の戦い

10本能寺の変

豊臣政権

　豊臣政権は全国支配権をにぎり，大名には
軍
ぐん

役
えき

をかけ，改
かい

易
えき

・転
てん

封
ぽう

などをおこない統制
をはかった。しかし戦国時代以来の大名も多
く，直属の家臣を大名にとりたてたものの基
盤は弱かった。また，直轄領（蔵

くら

入
いり

地
ち

）は約
200 万石で，そこには主要都市・鉱山などが含
まれていた。

やくぐん

1582 ❶本能寺の変おこり毛利輝元と和睦
❷山崎の合戦（光秀敗死）太閤検地（～ 98）

1583 ❸賤ヶ岳の戦い（柴田勝家敗死）
❹大坂城築城（～ 88）

1584 ❺小牧・長久手の戦い（家康らと和睦）

1585 ❻紀伊平定，関白となる
❼四国平定，九州に惣無事令

1587 ❽九州平定，バテレン追放令

1588 刀狩令，海賊停止令

1590 ❾小田原攻め（北条氏滅亡）
10奥州平定（全国統一）

1592 人掃令，文禄の役（壬辰倭乱～93）

1597 慶長の役（丁酉倭乱～98）

秀吉の統一事業

1560 ❶桶狭間の戦い（今川義元敗死）

1567 ❷稲葉山城の戦い（斎藤竜興破る）

1568 足利義昭を奉じて入京

1570 ❸姉川の戦い（浅井・朝倉軍破る）
❹石山合戦（～ 80）

1571 ❺延暦寺焼き打ち

1573 将軍義昭を追放（室町幕府滅亡）

1574 ❻伊勢長島の一向一揆鎮圧

1575 ❼長篠の戦い（武田勝頼を破る）

1576 ❽安土城築城（～ 79）

1582 ❾天目山の戦い（武田勝頼敗死）
10本能寺の変（明智光秀により敗死）

信長の統一事業

日本史B
本文基本ページのご紹介

詳しい記述・豊富な学習要素
146

日B 305

図表でわかりやすく
信長と秀吉の統一事業を，年表と地
図であらわし，具体的なイメージを
つかめるようにしました。

史料の注も充実
史料を豊富に掲載し，さらに
生徒の理解をうながす注をつ
けました。
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　　　　　　　　　　信長の台頭は，武将としてのすぐれ

た力量にもよるが，また濃
のう

尾
び

地方を

根拠地にしてはやく上洛をとげ，中央の権力をにぎり，畿

内の発達した経済をおさえたことが大きい。さらに統一事

業をすすめるための新しい政策を実施した。まず信長は，

複雑な土地関係を整備するため，検
けん

地
ち

による土地調査をお

こなった。また城下町の岐阜・安土の繁栄をはかり，楽
らく

市
いち

・楽
らく

座
ざ

などの特権を与えたが，一方で，堺
さかい

などを屈伏さ

せ，都市自治の発展をおさえるなどして，豪商の経済力を

利用した。さらに撰
えり

銭
ぜに

令
れい

や関
せき

所
しょ

撤廃令を発し，新道を建設

するなど物資の流通や軍隊移動の円滑化をはかった。

　　　　　　　　　信長の統一事業

❶ ❷

❸

　　　　　　　　　　信長の遺業をおしすすめたのは，羽
は

柴
しば

（のち豊
とよ

臣
とみ

）秀
ひで

吉
よし

であった。秀吉は尾張のうまれで信長

に仕え，本能寺の変のときには毛利攻めの総大将として備
びっ

中
ちゅう

の高松に

いたが，ただちに和
わ

睦
ぼく

して京都に向かい，山
やま

崎
ざき

の戦いで明智光秀をや

ぶった。ついで 1583（天正 11）年には，信長の重臣であった越前の柴
しば

田
た

勝
かつ

家
いえ

を賤
しず

ヶ
が

岳
たけ

の戦いにやぶり，同年，統一事業の拠点として大坂城

をきずいた。翌年には織田信
のぶかつ（のぶお）

雄（信長の次男）・徳川家
いえ

康
やす

と小
こ

牧
まき

・長
なが

久
く

手
て

の戦いをおこない，ついで四国の長
ちょう

宗
そ

我
か

部
べ

元
もと

親
ちか

をくだした。秀吉

は，関白として大名間の私戦停止を命じ（惣
そう

無
ぶ

事
じ

令
れい

），1587 年には九

州の島
しま

津
づ

義
よし

久
ひさ

らを屈服させた。さらに 1590 年，北
ほう

条
じょう

氏
うじ

政
まさ

を滅ぼし

（小
お

田
だ

原
わら

の陣
じん

），奥
おう

羽
う

の伊
だ

達
て

政
まさ

宗
むね

らを従えて全国平定を実現した。

　その間，秀吉は武家の頂点にたつとともに，1585 年に関
かん

白
ぱく

，翌年

には太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

となり，公
く

家
げ

の最高の地位についた。ついで秀吉は後
ご

陽
よう

成
ぜい

天皇から豊臣姓を与えられ，1588（天正 16）年には天皇を聚
じゅ

楽
らく

第
てい

に

むかえ，関白として諸大名をひきいて忠誠を誓う

とともに，天皇の権威によって政権の基盤を固め

た。やがて秀吉は関白職を養子の秀
ひで

次
つぐ

にゆずった

が，太
たい

閤
こう

として実権をふるい，のち秀次を失脚さ

せた。豊臣政権下の政治は，秀吉個人の専制政治

であったが，五
ご

大
たい

老
ろう

をおいて国政を補佐させ，ま

た五
ご

奉
ぶ

行
ぎょう

に行政・司法・財政などを分担させた。

　　　　　　　　　秀吉の天下統一
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1522～83

1558～1630 1542～1616❹

1538～99

1533～1611 1538～90

1567～1636

だ じょう 1571～1617，位1586～1611

じゅ らく だい

1568～95❺

❻

信長・秀吉の統一事業

❶濃尾は畿内にも近く，経済・
文化のすすんだ地域であった。ま
た，畿内のように公

く

家
げ

・寺社勢力
や農民勢力に妨げられることが少
なく，家臣団の組織をすすめるこ
とができた。
❷信長ははじめ室町幕府を擁し
たが，滅亡後，右大臣兼右

う

近
こん

衛
え

大
将に昇進し（のち辞任），武士の
棟
とう

梁
りょう

となった。また正
お お ぎ

親町
まち

天皇の
東
とう

宮
ぐう

である誠
さね

仁
ひと

親王の第 5皇子
を彼の猶

ゆう

子
し

（→ P112）とした。

豊臣秀吉像　京都　高
こう

台
だい

寺
じ

蔵。

大坂城天守閣　大阪城天守閣蔵。

❸検地には，領主などから申告
させる指

さし

出
だし

と，実際に土地を測量
する場合があった。なお高表示は
国により貫

かん

高
だか

（→ P134）と石
こく

高
だか

とにわかれていた。
❹長久手で秀吉方の支隊がやぶ
れたが，秀吉は信雄と和睦し，家
康を孤立させた。結局家康は秀吉
に従うが，長久手の勝利で武将と
しての名声を高め，のちに天下を
とる一因となったといわれる。
❺武家出身で関白になったのは
秀吉・秀次のみで，太閤は引退し
た関白をいう。
❻1598（慶

けい

長
ちょう

3）年，五大老は
徳川家康・前

まえ

田
だ

利
とし

家
いえ

・宇
う

喜
き

多
た

秀
ひで

家
いえ

・上
うえ

杉
すぎ

景
かげ

勝
かつ

・毛
もう

利
り

輝
てる

元
もと

の 5名で，
はじめは小

こ

早
ばや

川
かわ

隆
たか

景
かげ

を入れて 6
名であったが，小早川が先に死亡
している。五奉行は前田玄

げん

以
い

・浅
野長
なが

政
まさ

・石田三
みつ

成
なり

・増
まし

田
た

長
なが

盛
もり

・長
な

束
つか

正
まさ

家
いえ

の 5名。　
定
　
　
安
土
山さ

ん

下げ

町
中①

一1

、
当
所
中
、
楽
市
と
し
て
仰お
お

せ
付
け
ら

る
る
の
上
は
、
諸
座
・
諸
役
・
諸
公く

事じ

等
、

悉こ
と
ご
と

く
免
許
の
事
。

一2

、
往
還
の
商
人
、
上（
中
山
道
）

海
道
は
こ
れ
を
相

留
め
、
上
下
と
も
当
町
に
至
り
寄
宿
す

べ
し
。
…
…

一8

、
分
国
中
徳と
く

政せ
い

、
之こ
れ

を
行
ふ
と
雖い
え
ど

も
、

当
所
中
免
除
の
事
。

一10

、
喧け
ん

嘩か

・
口
論
な
ら
び
に
国く
に

質じ
ち

・
所と
こ
ろ

質じ
ち

②・

押お
し

買か
い

・
押お
し

売う
り

・
宿や
ど

の
押お
し

借か
り

以
下
一
切
停ち
ょ
う

止じ

の
事
。

 

『
近
江
八
幡
市
立
資
料
館
所
蔵
文
書
』

 

（
原
文
は
和
様
漢
文
）

①
一
五
七
七(

天
正
五)

年
六
月
、
安
土
山
下

町
に
出
さ
れ
た
も
の
。
②
債
務
不
履
行
の
と
き
、

債
務
者
の
属
す
る
国
や
と
こ
ろ
の
者
の
金
品
を

差
し
押
さ
え
る
こ
と
を
い
う
。
国
質
と
所
質
は
、

差
し
押
さ
え
を
お
こ
な
う
場
所
の
ち
が
い
に
よ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

赤字…信長
青字…秀吉

1 毛利輝元と和睦

2 山崎の合戦 3 賤ヶ岳の戦い

5 小牧・長久手の戦い

4 大坂城築城
6 紀伊平定

7 四国平定8 九州平定

9 小田原攻め

10奥州平定

1 桶狭間の戦い

2 稲葉山城の戦い

3 姉川の戦い4 石山合戦

5 延暦寺焼き打ち

6 伊勢長島一向一揆鎮圧

7 長篠の戦い

8 安土城築城

9 天目山の戦い

10本能寺の変

豊臣政権

　豊臣政権は全国支配権をにぎり，大名には
軍
ぐん

役
えき

をかけ，改
かい

易
えき

・転
てん

封
ぽう

などをおこない統制
をはかった。しかし戦国時代以来の大名も多
く，直属の家臣を大名にとりたてたものの基
盤は弱かった。また，直轄領（蔵

くら

入
いり

地
ち

）は約
200 万石で，そこには主要都市・鉱山などが含
まれていた。

やくぐん

1582 ❶本能寺の変おこり毛利輝元と和睦
❷山崎の合戦（光秀敗死）太閤検地（～ 98）

1583 ❸賤ヶ岳の戦い（柴田勝家敗死）
❹大坂城築城（～ 88）

1584 ❺小牧・長久手の戦い（家康らと和睦）

1585 ❻紀伊平定，関白となる
❼四国平定，九州に惣無事令

1587 ❽九州平定，バテレン追放令

1588 刀狩令，海賊停止令

1590 ❾小田原攻め（北条氏滅亡）
10奥州平定（全国統一）

1592 人掃令，文禄の役（壬辰倭乱～93）

1597 慶長の役（丁酉倭乱～98）

秀吉の統一事業

1560 ❶桶狭間の戦い（今川義元敗死）

1567 ❷稲葉山城の戦い（斎藤竜興破る）

1568 足利義昭を奉じて入京

1570 ❸姉川の戦い（浅井・朝倉軍破る）
❹石山合戦（～ 80）

1571 ❺延暦寺焼き打ち

1573 将軍義昭を追放（室町幕府滅亡）

1574 ❻伊勢長島の一向一揆鎮圧

1575 ❼長篠の戦い（武田勝頼を破る）

1576 ❽安土城築城（～ 79）

1582 ❾天目山の戦い（武田勝頼敗死）
10本能寺の変（明智光秀により敗死）

信長の統一事業

本文基本ページのご紹介

詳しい記述・豊富な学習要素
147

詳しい側注
詳細な側注で，本文記述
をさらに深めました。

本文を補足するコラム
歴史用語や概念の説明を
コラムで読みやすく整理
しました。

92%縮小
実寸は

182㎜×230㎜

43
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効果的な図表や写真

B5変型判を活かし写真や図版を大きく掲載しました
82

第 5章　中世社会の成立と文化の新機運82

5

10

15

20

一族の建立になる白
しら

水
みず

阿
あ

弥
み

陀
だ

堂
どう

，豊
ぶん

後
ご

の富
ふ

貴
き

寺
じ

大
おお

堂
どう

など地方豪族もさ

かんに寺院を建立した。また平氏一族は，安
あ

芸
き

の厳
いつく

島
しま

神
じん

社
じゃ

を復興し

て豪華な『平
へい

家
け

納
のう

経
きょう

』をおさめている。

　神
しん

仏
ぶつ

習
しゅう

合
ごう

もいっそう進展して，それが普通となった。神社には神
じん

宮
ぐう

寺
じ

がおかれ，寺院に鎮
ちん

守
じゅ

社が設けられて神社と寺院が融
ゆう

合
ごう

していった。

さらに日本の神々を仏の化身（権現）とみなす本
ほん

地
じ

垂
すい

迹
じゃく

説がうまれた。

また，国ごとに神社の序列化がすすみ，一
いちの

宮
みや

を中心にして平和と繁栄

を祈る仏神事がおこなわれるようになった。

　貴族たちは，武士や庶民にも目を向けるようになり，軍
ぐん

記
き

物
もの

や説
せつ

話
わ

集
しゅう

がつくられた。平将
まさ

門
かど

の乱を描いた『将
しょう

門
もん

記
き

』や，前九年合戦の

経
けい

緯
い

を淡々と記した『陸
む

奥
つ

話
わ

記
き

』は，軍記物の先
せん

駆
く

的なもので，日本

風の漢文で書かれている。12 世紀はじめに片仮名まじりの和漢混
こん

淆
こう

文体で書かれた『今
こん

昔
じゃく

物語集』は，インド・中国・日本の仏教説話

を集大成し，武士や民衆の生活をいきいきと描いた。

　時代の転換期にあって過去の歴史をふりかえろうとする動きもみえ

る。道
みち

長
なが

の一生を追
つい

憶
おく

した『栄
えい

華
が

（栄花）物語』や，摂関家を中心と

した歴史を客観的に描いた『大
おお

鏡
かがみ

』がつくられた。これらの歴史物語

は，漢文体の官
かん

撰
せん

の正
せい

史
し

とは異なって，仮名を使った和文体で書かれ

た。

　貴族たちは，民間の娯楽である猿
さる

楽
がく

や地方農村の労働歌
か

舞
ぶ

であった

田
でん

楽
がく

にも興味を示した。また，民間の流行歌であった今
いま

様
よう

が貴族社会

でもてはやされ，後白河法皇はこれを集めて『梁
りょう

塵
じん

秘
ひ

抄
しょう

』を編
へん

纂
さん

した。

❶

まさ かど き

❷

❶大江匡房は，伊勢・熊野・賀
か

茂
も

・春日・日吉などの神々の本地
仏を確定し，神を仏の化身として
明確に位置づけた。

❷「遊びをせんとや生れけむ，
戯
たわむ

れせんとや生れけん，遊ぶ子供
の声きけば，我が身さえこそ動

ゆる

が
るれ」などの今様を収める。

絵画

源氏物語絵巻
信貴山縁起絵巻
伴大納言絵巻
鳥獣戯画（鳥羽僧正？）
扇面古写経
平家納経

おもな美術作品

歴史・説話

栄華（花）物語（赤
あか

染
ぞめ

衛
え

門
もん

？）
大鏡（不詳）
将門記（不詳）
陸奥話記（不詳）
今昔物語集（不詳）

歌謡

梁塵秘抄（後白河法皇）

おもな文学作品

扇面古写経　平安京の市場の
ようす。大阪　四

し

天
てん

王
のう

寺
じ

蔵。 平家納経　広島　厳島神社蔵

学習の整理に役立つ一覧表
各時代の代表的な美術作品や
文学作品を一覧表にしました。
学習の整理に役立てることが
できます。

美術作品を多数掲載
本文記述を理解しやすいよう
に，美術作品をカラーで掲載
しました。
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効果的な図表や写真

B5変型判を活かし写真や図版を大きく掲載しました
83

2　院政と平氏政権 83

5

　絵画では，物語や説話を題材に，詞
ことば

書
がき

をおりまぜながら次々に場面

を展開していく絵
え

巻
まき

物
もの

という独自の絵画様式があみだされた。『源氏

物語絵巻』『信
し

貴
ぎ

山
さん

縁
えん

起
ぎ

絵巻』『伴
ばん

大
だい

納
な

言
ごん

絵巻』などがその代表的なも

のである。また『信貴山縁起絵巻』『伴大納言絵巻』には，地方農村

と都での民衆の姿がいきいきと描かれている。『鳥
ちょう

獣
じゅう

戯
ぎ

画
が

』のように，

動物を擬人化して描き，世相を風刺するものもあった。『扇
せん

面
めん

古
こ

写
しゃ

経
きょう

』

は，この時代に流行した装飾経の一つである。その下絵には京都にお

ける民衆の生活が描きだされている。

仏教文化の地方への波及　白
河天皇は京都白河の地に「国王の
氏寺」法勝寺を創建した。その八
角九重の大塔は，巨大さ ( 高さ約
80m)・奇抜さ・壮麗さの点で院
権力の強大さを象徴している。院
政時代に最盛期を迎えた仏教は，
神社と習合しながら，国司や地方
豪族の手によって地域社会にひろ
く浸透していった。

中尊寺（岩手県平泉町）

白水阿弥陀堂（福島県いわき市）
しらみず  あ   み   だ  どう

熊野本宮（和歌山県田辺市）

法勝寺（京都市）
ほっしょう じ

臼杵磨崖仏（大分県臼杵市）
うす  き   ま  がいぶつ

厳島神社（広島県廿日市市）
いつくしま はつ か いち

富貴寺大堂（大分県豊後高田市）
 ふ   き   じ おおどう

　三仏寺投入堂
（鳥取県三朝町）

　さんぶつ  じ  なげいれどう

　　　　　　　 みささ

学習効果を高める写真の活用
固有名詞の羅列になりがちな文化史では，
地図と写真を組み合わせることで具体的
なイメージをつかめるようにしました。

45

日
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第 11章　両大戦間の日本と市民文化292 3　政党政治の展開 293

5

10

15

20

5

10

15

のもとにおこうとする関東軍参謀河
こう

本
もと

大
だい

作
さく

らが，北伐に追われて北京

から奉天にひきあげる途中の軍閥張作霖を爆殺する張作霖爆殺事件

（満州某重大事件）をひきおこした。

　ただし，田中内閣は，対中国積極外交をすすめるいっぽう，日本が

市場の多くを依存する英米に対しては協調の維持をはかった。1927（昭

和 2）年には，ワシントン会議で除外された補助艦（巡洋艦 ･駆逐艦 ･

潜水艦）の制限に関するジュネーヴ海軍軍縮会議に参加し，翌 28 年

にはパリでひらかれた不戦条約会議に参加して，戦争放棄に関する条

約（パリ不戦条約）に調印した。

　　　　　　　　　　第一次世界大戦後，日本は経済においても深刻

な困難に直面した。大戦中のいわば無競争状態

のなかで発展した日本経済は，戦争が終わりヨーロッパ

諸国の復興がすすみ，国際競争が復活すると，たちまち

生産能力が需要をうわまわる過剰生産恐
きょう

慌
こう

（戦後恐慌）

におちいってしまった。競争力を失い倒産する企業は倒

産させ，一方で技術革新をうながし，日本企業の競争力

を高めることによって恐慌を抜け出すというのが通常考

えられるやり方であったが，第一次世界大戦後の日本経

済に，その余裕はなかった。それだけ大戦中の経済成長

1883～1955

❸前ページ

　　　　　　　　　戦後恐慌から
金融恐慌へ

が早すぎたのである。もしその経済成長の成果である国民の豊かさを

大幅にそこなうようなことがあれば，たちまち社会不安をひきおこし

かねない現実があった。

　結局日本は，戦後の過剰生産状況に対処するのに，政府が，積極的

に経済を保護するという方法をとった。そしてそのために必要な巨額

の費用を，日本銀行による日本銀行券の増発に求めた。恐慌がおこる

たびに，最後の貸し手としての日本銀行が各銀行に緊急融資をおこな

い，それが銀行の企業への融資を支えるという方法であった。

　1923（大正 12）年 9月 1 日に関東大震災がおこり，多くの企業が振

り出した手
て

形
がた

の決済ができなくなるという事態におちいる（震災恐慌）

と，政府は日本銀行に 4億 3000 万円の特別融資をおこなわせて事態

を収拾した。

　しかし 1927 年 3 月，その震災の時に生じた未決済の手形（震災手形）

を多くかかえた一部銀行の経営悪化が伝えられ，預金者が預金の引き

出しのため銀行に押しかける「とりつけ騒ぎ」がおこった。金融恐慌

のはじまりである。さらには「大戦景気」で急成長した鈴木商店が破
は

綻
たん

し，鈴木商店に巨額の融資をおこなっていた台湾銀行が経営危機に

おちいった。事態を重くみた憲政会の第 1次若
わか

槻
つき

礼
れい

次
じ

郎
ろう

内閣は，緊急

勅令を出すことで台湾銀行の救済をはかろうとしたが，枢密院に勅令

案を否定され，内閣総辞職に追い込まれた。その結果，金融恐慌は本

格化し，第十五銀行など多くの銀行が破綻に追いこまれた。かわって

❷

（→ P280）

1866～1949

張作霖爆殺事件の報道　1928年6月5日付『東京朝日新聞』
の号外。

裏に印刷のない紙幣

金融恐慌　休業した第十五銀行におしかけ，張り
紙を読む人々。1927（昭和 2）年。

❷衆議院予算委員会で片
かた

岡
おか

直
なお

温
はる

蔵相が，実際はまだ休業していな
かった渡辺銀行を「破綻」したと
言ってしまったことをきっかけに
おこった。

北伐と山東出兵

第
一
条

　
締
約
国
ハ
、
国
際
紛
争
解
決
ノ
為た

め

戦
争
ニ
訴
フ
ル
コ
ト
ヲ

非ひ

ト
シ
、
且か

つ

其そ

ノ
相
互
関
係
ニ
於お

い

テ
、
国
家
ノ
政
策
ノ
手
段
ト
シ

テ
ノ
戦
争
ヲ
抛ほ

う

棄き

ス
ル
コ
ト
ヲ
、
其
ノ
各
自
ノ
人
民
ノ
名
ニ
於
テ

厳げ
ん

粛し
ゅ
く

ニ
宣
言
ス
。

第
二
条
　
締
約
国
ハ
、
相
互
間
ニ
起
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
一い

っ

切さ
い

ノ
紛
争

又
ハ
紛
議
ハ
、
其
ノ
性
質
又
ハ
起
因
ノ
如い

何か
ん

ヲ
問
ハ
ス
、
平
和
的

手
段
ニ
依よ

ル
ノ
外ほ

か

之こ
れ

カ
処
理
又
ハ
解
決
ヲ
求
メ
サ
ル
コ
ト
ヲ
約
ス
。

 

『
日
本
外
交
年
表
竝

な
ら
び
に

主
要
文
書
』

片岡蔵相の発言を報じる新聞　1927年 3月 15日『東京朝日新聞』

財閥の金融支配

詳細な記述

難解な項目もわかりやすく，ていねいに記述しました
292

金融制度をわかりやすく（1）
−恐慌のはじまり−
高校生には難解といわれる近代の金融
制度について，本文記述を充実させ，
ていねいに説明をしました。

学習効果を高める図版の活用
北伐と山東出兵の関係を，地図
を使ってわかりやすく具体的に
解説しました。

イメージ豊かに学ぶ
生徒の興味を喚起するた
めに，裏白の紙幣の写真
を掲載しました。

イメージ豊かに学ぶ
新聞記事などを掲載するこ
とで，その当時の雰囲気が
伝わるように工夫しました。
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15

のもとにおこうとする関東軍参謀河
こう

本
もと

大
だい

作
さく

らが，北伐に追われて北京

から奉天にひきあげる途中の軍閥張作霖を爆殺する張作霖爆殺事件

（満州某重大事件）をひきおこした。

　ただし，田中内閣は，対中国積極外交をすすめるいっぽう，日本が

市場の多くを依存する英米に対しては協調の維持をはかった。1927（昭

和 2）年には，ワシントン会議で除外された補助艦（巡洋艦 ･駆逐艦 ･

潜水艦）の制限に関するジュネーヴ海軍軍縮会議に参加し，翌 28 年

にはパリでひらかれた不戦条約会議に参加して，戦争放棄に関する条

約（パリ不戦条約）に調印した。

　　　　　　　　　　第一次世界大戦後，日本は経済においても深刻

な困難に直面した。大戦中のいわば無競争状態

のなかで発展した日本経済は，戦争が終わりヨーロッパ

諸国の復興がすすみ，国際競争が復活すると，たちまち

生産能力が需要をうわまわる過剰生産恐
きょう

慌
こう

（戦後恐慌）

におちいってしまった。競争力を失い倒産する企業は倒

産させ，一方で技術革新をうながし，日本企業の競争力

を高めることによって恐慌を抜け出すというのが通常考

えられるやり方であったが，第一次世界大戦後の日本経

済に，その余裕はなかった。それだけ大戦中の経済成長

1883～1955

❸前ページ

　　　　　　　　　戦後恐慌から
金融恐慌へ

が早すぎたのである。もしその経済成長の成果である国民の豊かさを

大幅にそこなうようなことがあれば，たちまち社会不安をひきおこし

かねない現実があった。

　結局日本は，戦後の過剰生産状況に対処するのに，政府が，積極的

に経済を保護するという方法をとった。そしてそのために必要な巨額

の費用を，日本銀行による日本銀行券の増発に求めた。恐慌がおこる

たびに，最後の貸し手としての日本銀行が各銀行に緊急融資をおこな

い，それが銀行の企業への融資を支えるという方法であった。

　1923（大正 12）年 9月 1 日に関東大震災がおこり，多くの企業が振

り出した手
て

形
がた

の決済ができなくなるという事態におちいる（震災恐慌）

と，政府は日本銀行に 4億 3000 万円の特別融資をおこなわせて事態

を収拾した。

　しかし 1927 年 3 月，その震災の時に生じた未決済の手形（震災手形）

を多くかかえた一部銀行の経営悪化が伝えられ，預金者が預金の引き

出しのため銀行に押しかける「とりつけ騒ぎ」がおこった。金融恐慌

のはじまりである。さらには「大戦景気」で急成長した鈴木商店が破
は

綻
たん

し，鈴木商店に巨額の融資をおこなっていた台湾銀行が経営危機に

おちいった。事態を重くみた憲政会の第 1次若
わか

槻
つき

礼
れい

次
じ

郎
ろう

内閣は，緊急

勅令を出すことで台湾銀行の救済をはかろうとしたが，枢密院に勅令

案を否定され，内閣総辞職に追い込まれた。その結果，金融恐慌は本

格化し，第十五銀行など多くの銀行が破綻に追いこまれた。かわって

❷

（→ P280）

1866～1949

張作霖爆殺事件の報道　1928年6月5日付『東京朝日新聞』
の号外。

裏に印刷のない紙幣

金融恐慌　休業した第十五銀行におしかけ，張り
紙を読む人々。1927（昭和 2）年。

❷衆議院予算委員会で片
かた

岡
おか

直
なお

温
はる

蔵相が，実際はまだ休業していな
かった渡辺銀行を「破綻」したと
言ってしまったことをきっかけに
おこった。
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『
日
本
外
交
年
表
竝

な
ら
び
に

主
要
文
書
』

片岡蔵相の発言を報じる新聞　1927年 3月 15日『東京朝日新聞』

財閥の金融支配

詳細な記述

難解な項目もわかりやすく，ていねいに記述しました
293

金融制度をわかりやすく（2）
−金解禁へ−
次ページ(p.294)の金解禁にいたる
経過をわかりやすく記述しました。
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● 教授用指導書 ● 授業ノート

● テスト問題集 DVD

（要点の整理のみ）DVD

授業をサポートする教材・指導資料日本史Ｂ

3 

      第 8 章 幕藩体制の動揺と文化の成熟 

      2 経済の発展 

P.176～183 

 

１ 次の図を見て当てはまる農具の名前を答えよ。 

 

①  

 

② ③ ④ ⑤ 

 

２ 次の文章を読み，設問に答えよ。 

江戸時代には，幕府の積極的な街道・宿駅整備や，参勤交代制による大名の往復，商品流通の

発展などにより交通がさかんになった。陸上交通では，まず江戸の（1）を起点とする①五街道と，

それにつぐ山陽道・山陰道・北国街道などの脇街道（脇往還）が整備された。また，大名領国内

では，城下町を中心に放射状に道路がつくられた。主要街道には宿場が設けられ，大名・公家や

幕府役人が宿泊する（2）・脇本陣，一般の旅人の宿泊施設である旅篭・木賃宿のほか，幕府の公

用の文書や荷物を送る（3）などのための問屋場がおかれ，一定数の人足・馬が用意された。宿場

で用意した人馬だけでまかないきれない場合には，（4）役として不足分が近隣の村々に課された。

街道には 1里ごとに（5）がつくられ，要所には（6）がおかれた。江戸近郊の（6）では，江戸の

治安と人質監視のため，とくに「入鉄砲に出女」をきびしく取り締まった。陸上での物資輸送に

はさまざまな制約があったのに対し，水上での輸送は大量の物資を安価に運べる利点があったた

め，各種の水上交通が発展した。②淀川・利根川・最上川などの河川交通や琵琶湖の湖上交通が

さかんとなったほか，海上交通では，江戸－大坂間（南海路）で（7）船・樽廻船が就航した。17

世紀後半には，江戸商人（8）が東北地方の幕府直轄領の年貢米を江戸に運ぶため，東廻り航路・

西廻り航路を整備した。のち，西廻り航路では（9）船が活躍した。 

問１ （1）～（9）に適語を入れよ。 

問２ 下線部①の五街道について，下記の説明を当てはまる街道の名称を答えよ。 

ア．江戸から箱根・新居を経て，京都・大坂に向かう街道。 

イ．江戸から小仏を経て，下諏訪に向かう街道。  

ウ．江戸から栗橋を経て，日光に向かう街道。 

エ．江戸から栗橋を経て，白河に向かう街道。 

オ．江戸から碓氷・木曽福島を経て，草津に向かう街道。 

問３ 下線部②に関連して，幕府の命を受けて高瀬川の開削を行った商人の名前を答えよ。 

24 

4 

 

問1 

 

(1) 

 

(2) (3) (4) 

(5) 

 

(6) (7) (8) 

(9) 

 

問 2 ア イ ウ 

問2 

 

エ オ 問 3  

 

３ 次の文章を読み，設問に答えよ。 

①三都には，蔵物・納屋物が大量に集まったが，とくに大坂には諸藩の蔵屋敷が多数おかれ，

（1）・掛屋とよばれる商人が蔵物の販売にたずさわったほか，納屋物の販売もさかんであった。

②江戸・大坂では，主要商品ごとに専門の卸売市場が設けられた。流通のにない手としての商人

たちは問屋・（2）・小売に分化した。問屋・（2）のなかには同業者組合である（3）をつくって営

業独占をはかる者もあらわれた。幕府は最初，特定の業種をのぞき（3）を認めていなかったが，

17世紀後半には商品の供給や品質の管理のためにそれを認めるようになった。 流通の大動脈で

ある江戸－大坂間の商品の安全な輸送や取引の円滑化をはかるため，17 世紀末に結成された大坂

の（4）問屋，江戸の（5）問屋は，その代表的なものである。小売商人のなかには，店舗をもつ

者もいたが，多くは店舗をもたず行商をおこなう振売・（6）であった。商業の発展にともない，

貨幣制度も整備された。貨幣鋳造権を独占した幕府は，（7）・（8）・銭座を設けて金・銀・銭の三

貨を統一通貨として発行し，全国に通用させた。17 世紀後半以降には，諸藩でも領内だけに通用

する（9）を発行するようになった。三貨は金 1両＝銀 50 匁（のち 60匁）＝銭 4貫文というよう

に，交換の基準相場が定められていたが，実際には相場はたえず変動した。また，おもに西日本

では銀貨が，東日本では（10）が用いられたため，両替商が重要な役割をはたした。両替商は通

貨の秤量や両替だけでなく，為替取引や貸付もおこない，大坂の鴻池・天王寺屋など有力なもの

は（11）貸や公金取り扱いによって，領主経済を左右するほどであった。このほかの金融機関と

しては，質屋や高利貸があり，また相互扶助的なものとして無尽・（12）講があった 

問１（1）～（12）に適語を入れよ。 

問２ 下線部①の三都とは，江戸と大坂とあと一つはどこか答えよ。 

問３ 下線部②に関連して，大坂の米市場はどこにあったか答えよ。 

問 1 

 

(1) 

 

(2) (3) (4) 

(5) 

 

(6) (7) (8) 

(9) 

 

(10) (11) (12) 

問 2 

 

 問 3  

 

10 第2章　水稲農業の開始と社会生活の進展

弥生文化　日本列島で稲作を主とする食料生産に基
礎を置く生活が始まった最初の文化をいう。鉄器，
青銅器が出現して石器が徐々に消滅し，紡織が始ま
り，階級の成立，国家の誕生に向かって社会が胎動
し始めた。弥生文化の時代，すなわち弥生時代は縄
文時代に後続して古墳時代に先行し，およそ前 4世
紀なかごろから後 3世紀後半までを占める。弥生文
化は，基本的に食料採集に依存する縄文文化と根本
的に性格を異にする一方，後続する古墳文化以降の
社会とは経済的基盤を等しくする。つまり水稲耕作
を主として食用家畜を欠く農業，米を主食とする食
生活は弥生文化に始まり，現代に至る日本文化を基
本的に特色づけることになったのである。弥生文化
の領域は，南は薩南諸島から北は東北地方までに及
び，縄文文化の領域であった屋久島以南から沖縄諸
島にかけてと北海道においては，弥生時代以降も食
料採集に基礎を置く生活が続いた。弥生文化は，在
来の縄文文化に大陸から稲作農耕，金属器文化が影
響を与えることによって成立した新文化である。そ
のため最古の段階から縄文文化からの伝統的要素と
大陸伝来の新要素との両者が認められ，やがて弥生
文化固有の性格が形成されている。大陸系の要素に
は，中国系・朝鮮系の両者がみられ，前者は楽浪郡
を通じて朝鮮から到来したものが多い。このうち最
も問題とされるのは稲作伝来のルートである。現状
の考古学的事実からすると，朝鮮半島から到来した
可能性が最も大きい。しかし，高床倉庫のように，
中国の長江流域やその以南にしか源流が求められな
いものもあり，中国から直接到来した文物があった
ことも認めなければならない。大陸系の要素は，当
然ながら北九州に濃厚で，東北地方に最も希薄であ
り，逆に縄文系の要素は東日本に濃く西日本に薄い。
弥生土器　弥生時代に使用された土器。縄文土器に
後続し，古墳時代の土師器に先行する。1884年に東
京本郷の弥生町向ヶ丘貝塚（弥生町遺跡）で採集さ
れた土器がもとになって，90年代から「弥生式土器」
という名称が生まれた。現在は「式」を除く呼称が
一般的である。弥生土器が用いられた，弥生文化の
領域は，南は九州地方から北は東北地方までである。
その南と北では，沖縄先史時代後期土器と続縄文土
器が行われた。弥生土器を構成するおもな器種に壺・
甕・鉢・高坏があげられる。壺は胴が丸く，頸がす
ぼまり，口が大きく外反する形態を典型とする。甕

は，釣鐘を逆さにしたような形の，丈が高く広口の
器で，縄文土器では深鉢と呼ぶものに相当する。高
坏はコンポート（脚付きのフルーツ皿）に似た形。
台付壺や台付甕もあり，壺や甕には別作りの蓋をそ
なえるものもある。
環濠集落　縄文時代晩期から弥生時代にかけて日本
各地で形成された，集落の周囲に環濠をめぐらせた
集落。弥生前期末以降の環濠集落は，濃尾平野以西
の各地域に水稲農耕が定着した段階であり，その定
着によって引き起こされた水争いなどの村落間の戦
いに備えて独自に成立した。そのころ，福岡市板付
遺跡と大阪府高槻市安

あ

満
ま

遺跡などに環濠集落があら
われる。これらの遺跡の環濠は明らかにムラを防御
していると考えられる。倭国における王権形成期と
される弥生中期には防御的性格を強め，高地性集落
とともに，王権形成過程の軍事的動向を反映してい
ると考えられている。王権形成が進み古墳時代には
いると，首長層は共同体の外部に居館を置くように
なり，環濠集落はしだいに解体される。
高地性集落　一般に人間が生活するには適さない山
地の頂上や斜面から，弥生時代中期～後期の集落遺
跡が発見されることがある。これを高地性集落と呼
ぶ。高地性集落の分布は，弥生中期に中部瀬戸内と
大阪湾岸に，弥生後期には近畿とその周辺部にほぼ
限定されている。そして，集落遺跡の多くは平地や
海を広く展望できる高い位置にあり西方からの進入
に備えたものであり，焼け土をともなうことが多い
ことから，のろし台の跡と推定されている。調査か
らは，高地性集落が一時的というより，かなり整備
された定住型の集落であることがわかっている。ま
た，狩猟用とは思えない大きさの石鏃も高地性集落
の多くから発見されている。以上を総合して，高地
性集落を山城のように軍事的性格の強い集落とする
意見が主流を占めている。
倭国大乱　弥生時代後期の 2世紀の末葉に倭国でお
こった争乱である。中国の複数の史書に記述がみら
れる。列島規模であったとされており，日本史上初
の大規模な戦争（内戦）だとする意見もある。倭国
には代々男王がいたが，倭国は争乱状態となった。
争乱は何年も続いたが，最終的に邪馬台国の卑弥呼
を倭国王とすることで争乱はおさまった。以上の内
容が，中国の正史である『三国志』（『魏志』倭人伝）
や『後漢書』（東夷伝）に記述されている。
方形周溝墓　低い方形の墳丘の周囲に浅い溝をめぐ
らせた墓。弥生時代を中心に発達した。方形区画は

第 2章 水稲農業の開始と社会生活の進展

1 弥生時代の社会と文化 p.18～p.21

水稲農業の開始と社会生活の進展
第
２
章

20　第2章　水稲農業の開始と社会生活の進展

①大陸・朝鮮半島から水稲耕作や金属器などのすすんだ文化をもった人々が九州北部に移り住ん
だことを理解させる。
②その時，大陸・朝鮮半島由来の文化と縄文以来の伝統的文化とが融合して，新たな文化である
弥生文化が成立したことに気づかせる。
③水稲耕作の技術によって社会が大きく変化し，墓制や副葬品などから貧富の差が生じ身分や階
級が形成されていったことを理解させる。

１．弥生文化の成立
①東アジア情勢～秦漢帝国の成立（紀元前 3世紀），朝鮮に楽浪郡など 4郡設置
②弥生文化の成立（紀元前 4世紀ころ）～水稲農業，金属器の使用，弥生土器
③東アジアとの交流
○起源～中国長江中・下流域（7000～8000 年前）
○水稲農業の伝来～北九州直接説，山東半島・朝鮮半島西海岸経由説
○朝鮮・大陸との類似点～支石墓，環濠集落，石庖丁，貯蔵穴
○渡来系人骨の確認→大陸より集団移住

２．水稲農業の発達
①水稲農業の伝播
○弥生前期→西日本一帯（一部は東北地方北部まで）
○弥生中期→東日本一帯
②水稲農業の技術
○水田～低湿地での小規模な湿田
○灌漑・排水路の整備
○木製農具～鍬・鋤
○直播と田植法
○収穫～石庖丁による穂首刈り
○脱穀～木製臼・杵
○鉄器の普及（弥生後期から）～鉄鎌・鉄製鍬先・鉄製鋤先

３．弥生時代の生活と習俗
○ムラ～竪穴住居，環濠集落，高床倉庫，貯蔵穴，青銅器祭祀
○墓制～土壙墓・木棺墓・甕棺墓・方形周溝墓・墳丘墓・再葬墓
○道具～弥生土器（壺・甕・高坏），木製品・木工具，青銅器・ガラス製品

４．階級社会の形成
①首長の出現
○共同作業指揮（農作業・水利）
○祭祀の主宰
○交易や争い
②地域集団間の対立・抗争・統合
③階級差・身分の発生～「小国の王」

p.18
 ～
p.21

1 弥生時代の社会と文化

学習の整理と確認
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大学受験をめざして詳細な日本史学習を希望する生徒を対象として編修しました。B5変型

判という大きさを活かし，写真・図版・史料・年表などを大きく，しかもたくさん掲載しま

した。豊富な写真・図版などを掲載するだけでなく，側注を充実させることで，詳細な教科

書記述の理解を深めることができるよう工夫しました。

編修方針

詳細で新しい，大学入試に適した教科書

 7  実教  日B  305

日本史B
●B5変型判 384ページ

執筆者紹介 脇田　修　　大阪大学名誉教授

大山　喬平　京都大学名誉教授

福永　伸哉　大阪大学教授

栄原永遠男　大阪市立大学名誉教授

勝山　清次　京都大学名誉教授

平　　雅行　大阪大学名誉教授

村田　路人　大阪大学教授

飯塚　一幸　大阪大学教授

小路田泰直　奈良女子大学教授

小林　啓治　京都府立大学教授

広川　禎秀　大阪市立大学名誉教授

川島　敏郎　元神奈川県立公文書館

豊田　文雄　元東京都立高等学校教諭

児玉　祥一　同志社大学准教授

矢野　慎一　神奈川県立柏陽高等学校教諭

◆教授用指導書……詳しい事項･図版解説や補足資料が充実→p.48

◆授業ノート………各節の要点の整理，教科書の活用例など→p.48

◆本文・図版データ（PDF/Word）････オリジナルのプリントやテスト問題の作成に

◆要点の整理（PDF/Word）･･････････授業ノートと合わせてお使いいただけます

◆テスト問題（Word）･･･････････････各節の確認問題→p.48

◆一問一答問題（Word）･････････････各章ごとに一問一答問題（50題）

◆演習ノートデータ（Word）･････････別売の生徒用演習ノートの本文・図表データ

01

02

すぐに開ける印刷物で用意しました

加工が可能なデータDVD–ROMに収録 →p.50

49

日
本
史
Ｂ



さまざまな授業方法におこたえする，充実の指導資料をご用意しました。
直感的な操作で，使いたい指導資料まですぐにたどりつくことができます。

指導資料DVD-ROMの
ご紹介

使い勝手のよい
収録方式

どんな資料があるのか
一目でわかります

ポイント１
〈画面は見本です〉

〈画面は見本です〉

50



30

 7 瀬戸内　戦争の海　平和の海

中国地方と四国にはさまれた瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の近現代史

は，「戦争と平和」のなかでゆれうごいていまし

た。前近代以来，この地域は，列島のモノや人を運ぶ船が行きかう

大動脈でした。中世の日
にっ

宋
そう

貿易や日
にち

明
みん

貿易のルートでもありました。

他方で，多くの水軍がこの地域を根
こん

拠
きょ

地
ち

としていました。彼らは，

武
ぶ

装
そう

集団であると同時に，貿易もおこなう海の民でした。近世には，

この海を通って日本各地の物産も，大坂に運ばれて来たのです。朝
ちょう

鮮
せん

通
つう

信
しん

使
し

が通った道でもありました。

瀬戸内海は，幕末下
しもの

関
せき

での四
し

国
こく

連
れん

合
ごう

艦
かん

隊
たい

との戦い，

第２次長
ちょう

州
しゅう

征
せい

討
とう

（1866年）から戦争に大きくか

かわる海になっていきました。山がちな地域に多くの島々がある瀬

戸内海地域では，はやくから出
で

稼
かせ

ぎがさかんでした。また，海外移

民の数も多かったので，人の移動にとっても，戦争と平和の問題は

無視できないものでした。

日
にっ

清
しん

戦争のときには広島に大
だい

本
ほん

営
えい

がおかれます。近現代日本の戦

争のたびに，宇
う

品
じな

港からは兵士をのせた輸送船が出発していきまし

た。広島の呉
くれ

には海軍の基地がおかれ，軍
ぐん

艦
かん

の造船所もありました。

大
おお

久
く

野
の

島
しま

には毒ガス製造工場がつくられました。こうして瀬戸内海

は，軍隊をささえ，戦争に大きくかかわる地域になっていきました。

1945年8月6日，広島に原
げん

子
し

爆
ばく

弾
だん

が投下されます。軍事施
し

設
せつ

や軍工

場などが集中していた広島がねらわれたのです。

戦後，広島は「平和都市」として復
ふっ

興
こう

していきま

す。1955年には，世界ではじめての原水爆禁止

世界大会がひらかれました。1970年には下関と朝鮮半島南部の釜
プ

山
サン

がフェリーでむすばれ，日本と韓国の交流のかけはしとなってい

きます。しかし同時に，山口県岩
いわ

国
くに

のように，現在でもアメリカ軍

の基地がおかれている場所もあります。ヴェトナム戦争のさいには，

岩国で活発な反戦運動がおこなわれました。1996年，世界遺
い

産
さん

に

登録された広島市産業奨
しょう

励
れい

館
かん

（原爆ドーム）は，「戦争と平和の

海」瀬戸内海地域をも象
しょう

徴
ちょう

しています。

人の流れ，
モノの流れ

軍都広島

❶

❷

平和と軍事の
せめぎあい

❶1899～1937年の累
るい
計
けい
で，

広島県は移民数第１位を占め
ました。第２位は沖縄県です。

❷明治天皇も広島に行き，議
会もひらかれました。同時に
広島・宇品には戒

かい
厳
げん
令
れい
がしか

れました。
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 7 瀬戸内　戦争の海　平和の海…問題編

中国地方と四国にはさまれた瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

の近現代史

は，「戦争と平和」のなかでゆれうごいていまし

た。前近代以来，この地域は，列島のモノや人を運ぶ船が行きかう

大動脈でした。中世の〔　①　〕や〔　②　〕のルートでもありま

した。他方で，多くの水軍がこの地域を根
こん

拠
きょ

地
ち

としていました。彼

らは，武
ぶ

装
そう

集団であると同時に，貿易もおこなう海の民でした。近

世には，この海を通って日本各地の物産も，大坂に運ばれて来たの

です。〔　③　〕が通った道でもありました。

瀬戸内海は，幕末下
しもの

関
せき

での〔　④　〕との戦い，

第２次〔　⑤　〕（1866年）から戦争に大きくか

かわる海になっていきました。山がちな地域に多くの島々がある瀬

戸内海地域では，はやくから出
で

稼
かせ

ぎがさかんでした。また，海外移

民の数も多かったので，人の移動にとっても，戦争と平和の問題は

無視できないものでした。

〔　⑥　〕のときには広島に大
だい

本
ほん

営
えい

がおかれます。近現代日本の

戦争のたびに，宇
う

品
じな

港からは兵士をのせた輸送船が出発していきま

した。広島の呉
くれ

には海軍の基地がおかれ，軍
ぐん

艦
かん

の造船所もありまし

た。大
おお

久
く

野
の

島
しま

には毒ガス製造工場がつくられました。こうして瀬戸

内海は，軍隊をささえ，戦争に大きくかかわる地域になっていきま

した。1945年8月6日，広島に〔　⑦　〕が投下されます。軍事施
し

設
せつ

や軍工場などが集中していた広島がねらわれたのです。

戦後，広島は「平和都市」として復
ふっ

興
こう

していきま

す。1955年には，世界ではじめての〔　⑧　〕

がひらかれました。1970年には下関と朝鮮半島南部の釜
プ

山
サン

がフェ

リーでむすばれ，日本と韓国の交流のかけはしとなっていきます。

しかし同時に，山口県岩
いわ

国
くに

のように，現在でもアメリカ軍の基地が

おかれている場所もあります。〔　⑨　〕のさいには，岩国で活発

な反戦運動がおこなわれました。1996年，世界遺
い

産
さん

に登録された

広島市産業奨
しょう

励
れい

館
かん

（〔　⑩　〕）は，「戦争と平和の海」瀬戸内海地

域をも象
しょう

徴
ちょう

しています。

人の流れ，
モノの流れ

軍都広島

平和と軍事の
せめぎあい

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

指導資料内容構成一覧

すぐに使える資料
そのまま出力するだけで
ご利用いただけます

ポイント２
第1章

日米和親条約（1854）による開港場

アヘン戦争による開港場
アロー戦争による開港場

500km0

神奈川
（横浜）

北京
天津

新潟

香港
（イギリス）

兵庫
（神戸）

長崎

清

日本

ロシア

朝鮮

上海

福州

廈門
広州マカオ

（ポルトガル）

寧波

漢城

ウラジヴォストーク

南京

A

a

b

A

太 平 洋
太 平 洋

大 西 洋

インド洋

メキシコ

アメリカ合衆国

オランダ

ドイツ

イタリア

オスマン
帝国

フランス

ポルトガル

イギリス

ブラジル

清

ロシア

イギリス領
オーストラリア

ペリー艦隊

イギリス領カナダ

朝鮮

シンガポール

日本

アルゼンチン

ケープタウン

浦賀
上海

マカオ・香港

ペルー

ノーフォーク

セントヘレナ島

マディラ島

モーリシャス島

セイロン島

小笠原諸島

琉球
インド

1869年

1870年

1851年

1871年

1861～65年

1853～56年

1857～59年

1840～42年

1869年

インド大反乱

大陸横断鉄道開通

南北戦争

第1回ロンドン
万国博覧会

ドイツ帝国成立

イタリア統－ クリミア戦争
（英仏とロシア）

スエズ運河開通
→ヨーロッパーアジア間の
　所用日数が大幅に短縮

19世紀なかばの世界

〈1〉19世紀なかばの世界（教科書p.8～9）

〈2〉19世紀なかばの東アジア（教科書p.9）

① 地図中のイギリス領を赤で着色しなさい。
② 清国が越南（ヴェトナム）・朝鮮・琉球などに臣
下の礼をとらせた東アジアの国際関係を何と呼
びますか。

③ 清国がイギリスに敗れ，南京条約を結んだAの
戦争の名称を書きなさい。

④ 地図中のペリーの航路を青で着色しなさい。

① 1854年の日米和親条約で開港さ
れたa・bの地名を書きなさい 。

② aに着任した駐日アメリカ総領事
ハリスが，江戸幕府にせまって
1858年に結んだ条約を書きなさい。

③ ②の条約に調印した江戸幕府の
大老の名前を書きなさい。

④ ②の条約で認められた，「外国人に
関する裁判は外国人領事がおこな
うこと」（権利）を何というか。

⑤ 清国に対する反乱（1851～ 64）を
起こしたAの国名を書きなさい。

a b

１ 東アジア世界の転換 教科書 p.10～p.11 

 
■19 世紀の世界とアジア 19 世紀はヨーロッパ世界が地球を一つにまとめようとする時期でした。同一の

〔①      〕や文化・宗教を一まとまりと考え，自国と他国とを区別する「〔②      〕」をつくりあげるのです。 

 〔②〕がまだつくられていない地域の人々は，〔③          〕（国民主義・民族主義）の考えや行動をとり，

〔②〕の樹立は，国どうしのつきあいに対等・自主という原則をもちこみます。 

 〔④      〕帝国を中心とするアラブ世界と，〔⑤     〕国を中心とする東アジア世界にも，この動きが及ん

できます。アラブ世界と東アジア世界では，それぞれ多数の民族を支配し，〔④〕帝国は 520年，〔⑤〕国は 260年

続いていました。 

■東アジア世界と日本 東アジア世界の中心をなす〔⑤〕国は中華文明をうけつぎ，すぐれた文化を発展させ

るいっぽう，ヨーロッパの技術の導入にも力を入れました。中国語に翻訳されたヨーロッパの技術書は ,

〔⑥      〕貿易を通じて江戸時代の日本にもたくさん流入しています。その流れは幕末まで続き，幕府機関

は漢訳版『〔⑦      〕』をそなえつけ，外交や政治構想に役立たせました。当時の日本は政治的には独自の

位置にあり，〔⑤〕国の〔⑧      〕体制とよばれる東アジアの国際関係のなかに組みこまれていた越
えつ

南
なん

（ヴェト

ナム），朝鮮，〔⑨      〕（現沖縄）とは異なっていました。 

■ヨーロッパ世界との衝突 東アジア世界とヨーロッパ世界の衝突は，〔⑩      〕戦争にみられます。イギ

リス東インド会社による三角貿易は，〔⑩〕の流入と銀の流出をひきおこし，清国の経済を破壊していきます。そし

てついに 1840 年，両国の間の戦争となりました。やぶれた〔⑤〕国は，〔⑪      〕条約をおしつけられ，ヨーロ

ッパ世界との条約体制にとりこまれます。さらに，〔⑫        〕（領事裁判権），関税自主権の喪失，

〔⑬      〕待遇なども認めさせられ，ヨーロッパ各国と〔⑭      〕条約をむすぶことになりました。こののち，

〔⑤〕国は太
たい

平
へい

天
てん

国
ごく

の乱への対応を経たあと，ヨーロッパの技術を導入し，鉄道や鉱山開発をはじめとした事業に

着手します。 

 

Let's Try 
 次の「イギリス東インド会社による三角貿易」に関する模式図をみて，〔ａ〕～〔ｄ〕にあてはまる語句を答えよう。 

 

 

  〔ａ        〕 

 

  〔ｂ        〕 

 

  〔ｃ     〕 

 

  〔ｄ     〕 

 

 

第１章 近代国家と社会の形成 

１ 東アジア世界の転換 

 

１ 次の文章について，下の設問に答えましょう。 

 日本の近代がはじまった19世紀は，「ａヨーロッパの世紀」とよばれます。この時期は，自分の国

と他の国とをｂ区別する「ｃ国民国家」がつくられます。そして，国どうしのつきあいに原則をも

ちこみます。この動きは，ｄアラブ世界やｅ東アジア世界にも及びました。しかし，権威による合

意をもとにするイスラーム世界や東アジア世界は，ヨーロッパ諸国への対応にｆ苦慮します。 

  

問１ 下線部ａとよばれた理由について述べた文として正しいものを，次の①～④から一つ選びまし

ょう。 

  ① ヨーロッパ世界の人々が，新たな世界をつくりあげた時期だったから。 

  ② ヨーロッパ世界全体が，一つの世界となり，発展した時期だったから。 

③ ヨーロッパ世界の動向が，地球を一つの世界へとまとめあげようとする時期だったから。 

④ ヨーロッパ世界で戦争がおこり，世界中がこの戦争に参加したから。 

（   ） 

 

問２ 下線部ｂの方法について述べたａ・ｂの文の正誤の組み合わせとして正しいものを，次の①～

④から一つ選びましょう。  

 ａ ことばや文化・宗教を，一つのまとまりとして考えました 

 ｂ 北アメリカ・ラテンアメリカにならいました。 

 
① ａ－正   ｂ－正    ② ａ－正   ｂ－誤 
③ ａ－誤   ｂ－正    ④ ａ－誤   ｂ－誤            （   ） 

 

問３ 下線部ｃがまだつくられていない地域の人々は，どのような考えをもつようになりましたか。

カタカナで答えましょう。                  （           ） 

 

問４ 下線部ｄで中心となった国名を答えましょう。         （          ） 

 

問５ 下線部ｅで中心となった国名を答えましょう。             （      ） 

 

問６ 下線部ｆの理由について述べた文として正しいものを，次の①～④から一つ選びましょう。 

  ① ヨーロッパ諸国は，対等な関係と条約体制の受け入れを求めたから。 

② ヨーロッパ諸国は，やわらかい帝国支配のしくみをもっていたから。 

③ イスラーム世界は，260 年以上続いており，外交体制を変えることが難しかったから。 

④ 東アジア世界は信仰の自由や人種を問わない人材配置を 520 年続けてきたから。 

（   ） 

 

 

 

 

一問一答              年 組 番名前         

１ 東アジア世界の転換（教科書ｐ.10～11） 

 

(1)ヨーロッパ世界の動向が，地球を一つの世界へとまとめあげようと 

する 19 世紀のこの時期を，何とよびますか。 

 

(2)同じことばや文化・宗教を一つのまとまりと考え，自分の国と他の 

 国とを区別してつくりあげたものを，何といいますか。 

 

(3)(2)がまだつくられていない地域の人々は，どのような考えや行動を 

とるようになりましたか。 

 

(4)(1)の時期，アラブ世界で中心となっていた国はどこですか。 

 

 

(5)(1)の時期，東アジア世界で中心となっていた国はどこですか。 

 

 

(6)(5)の国が受けついでいった文明を何とよびますか。 

 

(7)幕府機関が外交や政治構想に役立たせるためにそなえつけた，中国 

語に翻訳されたヨーロッパの技術書を何といいますか。 

 

(8)(5)の国が近隣諸国と君臣関係をむすび，定期的な朝貢をおこなわせ 

 た東アジアの国際関係を何といいますか。 

 

(9)19 世紀前半，イギリス，インド，(5)の国がおこなっていた貿易を 

何といいますか。 

 

(10)(9)で，(5)の国に流入してきたものは何ですか。 

 

 

(11)1840 年，イギリスと(5)との国の間でおこった戦争は何ですか。 

 

(12)(11)でやぶれた(5)の国がおしつけられた条約は何ですか。 

 

 

(13)(12)により割譲されたところはどこですか。 

 

(14)(11)ののち，(5)の国でおこった乱を何といいますか。 
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